
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【プロローグ：転勤……ですか？】
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「来週から転勤……ですか？」

「ああ、そうだ。その営業所はなかなか優秀な人材が揃そろってるんだけど、ちょっと業績が低迷してるんだ。だからしっかり頼むよ平ひら林ばやし君」

　俺は人材紹介会社、『株式会社リクアド』で営業マン兼キャリアアドバイザーとして働いて三年目。東京の営業所に勤務していたのだが、ある日突然営業部長に呼ばれた。

　なんだろうかと思ったら、ある地方都市『志し水みず市』の営業所への転勤。あまりに突然の話だった。

「いや、ちょっと待ってください部長。俺なんか営業成績が特にいいわけじゃないし……なんで業績低迷のテコ入れ役が俺なんですか？　無理ですよ」

「いや、いいんだよ。君はいつだって一生懸命だし、根性もある」

「根性……いや別に、そんな大した人間じゃないですよ俺なんか」

「でも平林君。君は高校時代はサッカー部だったんだろ？」

「それはそうですが……」

「じゃあ根性あるよ。体育会系の部活なんだから」

「いや、ちょっと待って部長！　その雑な決めつけはなんすか!?」

「まあそんなに気負わなくていいよ平林君。いつもの君らしく、ただ一生懸命やってくれたらいいから」

　転勤先と言われた志水営業所は、俺の生まれ故郷に近い所だ。土地勘もあるし、それもあって俺に白羽の矢が立ったらしい。

「あっ、そうそう平林君。この転勤話は、君が喜ぶようなこともあるんだぞ」

「なんですか？」

　異動に伴う特別昇給があるとか？　だったら嬉うれしい！

「そこは所員が三人だけの営業所なんだけどね。なんと三人全員が女性。しかも全員もの凄すごく美人なんだよ」

「えっ？　全員が女性……しかも美人？」

「どうだ。俄が然ぜんやる気が出てきたろ？」

　いや、待ってくれ。俺は年齢イコール、つまり二十五年間彼女ナシだ。別に女がめちゃくちゃ苦手なわけじゃないけど、女性扱いが得意でもない。女性に好まれる方法なんて全然わからない。それに俺なんてイケメンでもない、パッとしない男だし。

　あ、いや。見た目は中の上くらい……？　と信じたいところだが、自分ではよくわからない。どっちにしても、あんまり自分の容姿には自信がないってのが本音だ。

　なのに女性だけの営業所に転勤だって？　しかも全員、もの凄く美人!?

　そりゃ無茶だ。俺には荷が重すぎる。そんな人たちと上手うまくやってく自信なんかこれっぽっちもない。やる気が出るどころか、しぼんできたぞ。そんなの女好きなヤツに任せたらいいのに。

　あ、自分の名誉のために言っとくと、俺は特に女好きではない。

「ワシが二十歳若けりゃ、自分が志願して行きたいくらいだよ平林君！　カッカッカッ！」

　──あ、ここに居たよ、女好きが。

　じゃあお前が行けよ、と言葉が頭をよぎったが当然上司にそんなことは言えない。

　豪快に笑う部長に背中をバシンバシン叩たたかれた。

　まあ俺もサラリーマンだし、社命なら受け入れるしかない。それに部長には世話になってるから困らせたくもない。いつもの俺らしく、ただただ一生懸命やればいいって話だし、やるしかないか。全員がもの凄く美人ってのも、きっと部長が大げさに言ってるだけに決まってる。うん、きっとそうだよな。

　いや、そもそも仕事なんだから男も女も関係ない。周りの人たちを女性だと意識しないでがんばればいいか。

　俺は半分頭を抱えながらも、そう前向きに考えることにした。











【第１章：美女三人の営業所】
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　平ひら林ばやし凛りん太たが転勤先に赴任する前日。

　彼の転勤先である『株式会社リクアド　志し水みず営業所』のメンバー三人は、勤務終了後に洋風居酒屋で夕食会をしていた。

「ねぇ所長。明日来る男って……イケメン？」

　パスタをパクつきながら、クリっとした小豆色の目を向けたのは、小柄な美女、小こ酒さか井いほのか。小柄な体たい軀くと栗くり色いろのゆるふわな髪が彼女の可か愛わいさを倍増させ、まるでアイドルみたいな雰囲気を醸かもし出している。

「知らないわよ。明日、ほのちゃんが自分の眼めで確かめたら？　だけどもしもイケメンじゃなくても、前みたいにいじめて追い出すのはやめてよ」

　少し切れ長の綺き麗れいな目で、ほのかに冷ややかな視線を向ける営業所長は神じん宮ぐう寺じ麗れい華か。黒髪を襟元でお団子にした髪型と紺のスーツ姿は、デキる大人の女を感じさせる。

「あたしが追い出したって、人聞きが悪いよぉ所長〜」

「あはは冗談よ。ホントにほのちゃんが追い出したわけじゃないってわかってるわよ」

「でもほのか先輩が、あの人をぞんざいに扱ってたのは確かですよね」

　そう言ってクールな口調で横から口を出したのは入社一年目の愛あい堂どうルカ。ほのかに顔を向けた勢いで胡桃くるみ色いろのポニーテールがふわりと揺れる。

　ルカは仕事中は眼鏡をかけているがアフターファイブは外している。鶯うぐいす色いろと言うのだろうか。グリーンがかった綺麗な瞳と整った顔があらわになったルカは、仕事中よりも一層美少女オーラを放出している。

　あの人とは、凛太の前任者として先月までこの営業所に在籍していた唯一の男性社員。体調を崩して退職してしまったのだが、それをほのかのせいだと茶化しているのである。実際にはほのかが原因ではないのはみんなわかっているのだけれども。

「こらルカたん。ぞんざいに扱ってたなんて事実無根のことを言わないでちょーだい。あの人、あんまり好きくないからテキトーにあしらってただけだから」

「ほのか先輩。そういうのを世間ではぞんざいに扱うって言うのですよ」

「そうだっけ？」

「そうですよ。知ってるくせに」

　ルカに図星を指されたほのかはニヒと笑って、ぺろりんと舌を出した。そしてまたパスタを口に運ぶ。

「あのね、ほのちゃん。仕事仲間なんだからイケメンとか関係なしでいいでしょ？」

「はひをひっへるんへすか、ひょひょう」

「こら、ほのちゃん。食べながらしゃべるな。美女が台無しよ」

　ほのかはもぐもぐとパスタを咀そ嚼しゃくして、ワインでごくりと流し込んだ。

「何を言ってるんですか所長、違いますよ。あ、私が美女ってのは、違くないけど」

「なにが違うのよ？」

「仕事仲間とかそういうの関係なしに、あたしはイケメン以外は男として認めません」

「あなたは男を顔だけで選ぶの？」

「いいえ。イケメンは最低条件で、あとは金持ちじゃないと男として見れない。それ以外は何か得体の知れない生物」

　あごを少し上げて、胸を張って偉そうに答えるほのか。身体からだは一番小柄だが、Ｅカップの豊かな胸が白いブラウス越しにぷるんと揺れる。

　得体の知れない生物ってなんなのか。麗華は苦笑いを浮かべた。

　そこに横から、ハイボールを手にしたルカが冷静にツッコむ。

「出た、ほのか理論。男の人からうざい女と思われますよ、ほのか先輩」

「大丈夫、大丈夫。だってイケメンで金持ちの男は、さっきのセリフを聞いても腹を立てないから。腹を立てるのはイケメンでも金持ちでもない男だけ」

　所長の麗華は、はぁ〜っと大きくため息をついてほのかを睨にらむ。

「あのね、ほのちゃん。あなた、いい加減ちゃんと男を見る目を養った方がいいよ。顔とお金だけで男を選んだりなんかしたら、絶対に人生ドツボにはまるから」

「でも所長だってイケメンじゃないと嫌でしょ？」

「そんなことないわよ。例えばスポーツとか何かに熱心に打ち込んでるとカッコ良く見えるでしょ？　何より好きになっちゃえば、カッコ良く見えるってこともあるし」

「そうかなぁ……？　それは単なる好みの問題であって、私は豚骨ラーメンが好きだけど、所長は醬しょう油ゆラーメンが好きってことじゃないの？」

「ら……ラーメン？　いや、私は別に醬油ラーメンは好きでもないけど……」

　麗華はほのかの変なたとえ話にも、思わず真剣なリアクションを返した。服装も髪型も仕事ぶりもきっちりしている麗華らしい。横で眺めていたルカが、麗華に助け舟を出すように口を挟む。

「でもほのか先輩が豚骨ラーメンが好きなのはそれでいいですけど、『豚骨ラーメン以外はラーメンじゃない！』なんて言ったら、他のラーメン好きの人は気を悪くしますよ」

「うぅぅ……そうかもしんないけど、私は豚骨ラーメンが……じゃなくて、イケメンが好きなのっ。まあ豚骨ラーメンも大好きだけどね」

　ほのかは食いしん坊なのか、ついつい食べ物の方に話が脱線する。

「そうよほのちゃん。ルカちゃんの言うとおりよ。それになにより性格が大事でしょ。とにかくほのちゃんの言うことは間違ってる」

「えーっ……　男を見る目が厳しすぎる所長に言われたくないなぁ。今までも山ほど男から言い寄られてるのに、なんだかんだと理由を付けて、ことごとく断ってるじゃん」

「いや、私は……チャラチャラした男や、女を見た目でしか判断しない男が嫌いなだけよ。別に見る目が厳しすぎるってわけじゃないし」

「そっかなぁ……割と真面目な人とか、仕事ができるエリートタイプも断ってた気がするけど。まあ所長は仕事ができすぎる出木杉君だからねぇ。なかなか釣り合う男がいないんだよねぇ」

　麗華はモデルのように整ったキリっとした顔つきをしている。背筋もピンと伸びて、確かにちょっとやそっとの男では太刀打ちできないようなオーラを纏まとっている。

「もう、ほのちゃん。私のことはいいから！」

「ふわーい」

「ちゃんと、『はい』って言いなさい」

「ふわーい」

「もう、あんたはっ！」

　麗華は拳でほのかの頭頂をコツンと小突く。ほのかは大げさに両手で頭の上を押さえながら麗華を睨んだ。

「いったぁーい！　パワハラで訴えてやるーっ！」

「なに大げさに言ってんのよ。痛くなんかないでしょ」

「ふわーい、痛くないれす。てへへ」

「はい、正直でよろしい。ふふふ」

　ほのかのおちゃらけに、麗華も笑みがこぼれる。

「でもさあ。つまんない男が来るくらいなら、ホント女三人の方がいいのよねぇ。楽しいし。あたし、このメンバー大好きなんだぁ」

　ほのかは他の二人を見回して、しみじみとそう言った。

「んー……まあそれは否定はしないけどね。でも会社だから、男性も女性も居て、バランスが取れるってのもあるでしょ」

「えーっ、そうかなぁ？　別に女だけの営業所でも、ちゃんと仕事ができるんだからいいじゃん。今の方が気楽で楽しいよ。ねえ、ルカたんもそう思うでしょ？」

「んー、私はどっちでもいいです」

「まあルカたんは男には興味がないしなぁ。そんなに可愛いのにもったいない」

「そんなことないですよ。なかなか心ときめく男性が現れないだけです」

「あちゃ。ここにも男を見る目が厳しい女子が、一人いましたぁー！」

　ほのかは両手の人差し指を、ルカの鼻先につんつんと突くように向ける。

　麗華はチューハイをごくりと飲んでから、ルカの顔を眺めて言った。

「そう言えばルカちゃん、高校の先輩だったっけ？　昔、すっごい好きだったって言う人」

「好き……というより、憧れですかねぇ。遠くから部活を眺めてただけだし」

「だからルカたんは、その人を超えるような人じゃないと、魅力を感じないって言ってたよねー」

「そうですね」

「やっぱ、その人って、めちゃくちゃイケメンだったんでしょー？」

　ほのかが興きょう味み津しん々しんな顔を、ぐいぐいっとルカに寄せる。

「どうでしょ。誰が見てもイケメンかどうかはわかりませんが、優しい顔で私はカッコいいと思っていましたね」

「ふーん……」

「あれ？　ほのちゃん、もう興味を失ったの？」

「まあね。その人の写真を見せてもらおうかと思ったけど、誰が見てもってくらいのイケメンじゃないならいいや」

「ほのか先輩には、絶対に写真見せませんから安心してください。今後頼まれても、土下座されても、何があっても、絶対に見せません！」

「いいよ、見たいなんて思わないから」

「こらこらほのちゃん！　ルカちゃんの憧れの先輩なのに、そんな言い方はないでしょ。ルカちゃん、悲しそうな顔をしてるじゃない」

「えっ？　あ、ごめん、ルカたん！　冗談だから！　ルカたんが憧れるくらいの先輩だから、ぜーったいに素敵な人だって思ってるから！　ねっ！　ねっ！　機嫌直して〜」

「大丈夫ですよほのか先輩。別に機嫌を悪くしてませんから。ほのか先輩にはほのか先輩の好み。麗華所長には麗華所長の好み。私には私の好み。それぞれあって、いいじゃないですか」

「だよねー！　みんなの好みがもしも一緒だったら、一人の男を取り合いになるからヤだー！　所長やルカたんみたいな美人がライバルだったら、競争が厳しすぎる！」

「なにを言ってるんですか。ほのか先輩の方が圧倒的に美人に決まってるじゃないですか」

「え？　そっかなぁー、えへへ」

「ねえ、ほのちゃん。あなたはもっと謙虚って言葉を学習した方がいいわよ」

「ふわーい」

　ほのかの気の抜けた返事に、他の二人がプププと笑う。

「それじゃ、そろそろ帰りましょうか」

「ふわーい。寝不足になったらダメだから、今日は早めに帰りましょー　帰ったらパックしよっと」

「なんの話ですか、ほのか先輩」

「だって明日赴任してくる人。もしもイケメンだったら、完璧にお肌を整えとかなきゃいけないし」

「なるほど。ほのか先輩の努力が無駄にならないことを祈念して、お開きといたしましょう」

「ホントね。ほのちゃんの努力、無駄にならないといいわね」

「二人とも本気で思ってるぅー？　バカにしてなーい？」

「「いえいえ、バカになんかしてませんよぉ」」

　口を揃そろえる二人を、ほっぺを膨らませて睨むほのか。




　この三人──

　三人三様、それぞれの想おもいや事情があって、そのせいでこんなに美人なのに今は誰も彼氏はいない。三人とも今まで数多くの男子に告白されているのだが、その多くを断ってきている。そして毒舌っぽいやり取りも多くあるが、それはこの三人がとても仲が良くて、お互いに信頼関係があるからこそと言える間柄なのだ。

　しかし三人とも滅法美人なのは間違いない。今もそんな三人を遠目で見て、ひそひそと話す他の客の男たち。

「見ろよ。三人ともめっちゃ可か愛わいいぞ」

「ホントだ」

「お前、声かけろよ」

「やだよ。ハードル高すぎ！」

「だよなぁ。絶対に相手にされないよな」

　周りのそんな視線を知ってか知らずか。

「じゃあ二人とも、気をつけて帰るのよ。特にルカちゃんはここから家まで歩きだから、気をつけてね」

「はい」

「ふわーい」

　美女三人は解散した。

　そんな美女三人だけの小さな営業所。

　そんな場所への凛太の赴任は、いよいよ明日に迫っていた。
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　赴任先の志水営業所は俺の実家の近くなのだが、東京での一人暮らしに慣れてしまってるから、今さら窮屈な実家に戻りたくはない。そう思って、俺は会社まで歩いて通える所にワンルームマンションを借りた。

　とにかく最小限の荷物で引っ越しをし、荷物をほどき終わったのは赴任前日の夜遅くだった。夜遅くで気が引けたけど、とりあえず両隣の部屋に挨拶に行った。しかし両方とも不在で、仕方なく引っ越し挨拶品の洗濯洗剤を、簡単なメッセージとともに玄関ドアの前に置いておいた。

　両隣は、どんな人が住んでるんだろ？　いかついおっさんじゃなければいいな。

　それから俺は、駅前まで行って晩飯に牛丼を食べた。その後コンビニで超絶旨うまそうなプリンを見つけたので買い込んだ。何を隠そう、俺はプリンが大好きなのだ。帰ってから食うのが楽しみだ。

　そしてまたマンションまで夜道を歩いて帰る。周りには飲み屋も多く、酔客がちらほらと歩いている。すると一人の女の子が、酔っぱらったスーツ姿のおっさんに絡からまれているのが目に入った。

「お姉ちゃん、可愛いねぇ〜　おじさんと飲みに行かないかい〜」

「あ、やめてください。離してください」

　なんだよ、あのおっさん。

　おっさんに腕を摑つかまれた女の子は気が弱いのか、大きな声を出せないでいる。通りがかる人はチラホラいるが、遠巻きに眺めて通り過ぎるだけだ。新たな赴任地でいきなり問題を起こすわけにはいかないけど、放っておくのも可哀想かわいそうだ。

　──どうしたものか……

　考えながらとりあえず二人に近づく。俺はおっさんの襟元を見てから声をかけた。

「あっ、どうも！　お世話になります、ヤマトホームさんですよね！」

「えっ……？」

「飲み会帰りですか？　あっ、この子、僕の知り合いなんですよ！　なにか粗相でもしましたかね？」

「あっ、いや、別に……私、急ぐんで、失礼するよ」

　おっさんは慌てて、駅の方へと早足で立ち去った。女の子がきょとんと俺を見ている。

「あの……あなたは……あの人のお知り合いですか？」

「いいや、全然知らない人。君が困ってるみたいだから、声をかけた」

「でもヤマトホームさんって……」

「ああ、あれね。スーツの襟の社章見てわかったから、ああ言ったんだ。仕事の関係でたまたま知ってたからね。会社名がバレてると思ったら、あの人も滅多なことはできないでしょ？」

「はぁ……なるほど」

　女の子は感心したようにうなずいている。近くでよく見るとかなり美人だ。夜道の街灯のせいもあるかもしれないが、陰影がはっきりした目鼻立ちが際きわ立だっている。

「あの人は駅に向かったようだけど……君は、もう大丈夫かな？　それとも送って行った方がいい？」

「あ、いえ、大丈夫です。私はここからすぐの所に歩いて帰りますので」

「そっか。じゃあ、気をつけて帰りなよ」

　俺みたいな知らない男にあまりしつこく話し込まれたら、この子もかえって不安になるだろう。だからうだうだせずに、早く帰ってプリンを食おう。うん、それがいい。

「あ、はい。本当にありがとうございました」

　その子がぺこりと頭を下げるのを見て、俺は自宅へと向かって歩き出す。

　いよいよ明日は志水営業所への初出勤日だ。今夜は早く寝て、明日に備えて英気を養わなきゃな。

　俺はそう考えて帰路に着いた。











【第２章：凛りん太たいざ初出勤】
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　翌朝。いよいよ志し水みず営業所への初出勤だ。

　自宅のワンルームマンションから、営業所が入居している駅前のビルまで歩いて出勤した。お初、というものは、いつだって緊張する。ドキドキしながらオフィスのドアを開けた。

　自分を入れてもたった四人の小さな営業所だ。来客用のスペースを除けば、事務所はこぢんまりとした大きさだった。中央に事務デスクが向かい合わせで二つずつ並んで、四人分の席があるオーソドックスなもの。少し離れたところに所長席らしきデスクがある。

　俺が事務所に足を踏み入れると、三人の女性が立ち話をしていた。その六つの目が一斉に俺を向く。

　──うっわ。それぞれタイプは違うものの、噂うわさどおり三人ともめちゃくちゃ美人だ。しかも揃いも揃ってスタイルもいい。部長が言ってたのは大げさでもなんでもなかった。

　ここは芸能人事務所かよ？　俺はこんなところで、ちゃんとやっていけるのだろうか……？

　いやいや。赴任前に考えたように、仕事に男も女もない。人としてしっかりとがんばれば、きっとこの人たちにも認めてもらえるに違いない。

「あ、初めまして。今日からこちらに赴任してきた平ひら林ばやし凛太です。入社三年目です」

　ちょっと緊張しつつ挨拶をすると、三人のうち一番すらっと背が高い紺のスーツ姿の女性が、軽く笑って返事をしてくれた。

「初めまして。私が営業所長の神じん宮ぐう寺じ麗れい華かです」

　少し猫目で鋭いけれども、とても美しい目の持ち主は所長だった。ミニスカートからすらりと伸びる、タイツに包まれた脚が美しい。営業所長と言うと、これまでの経験から中年男性のイメージが強い。しかしこの人は凛りんとしていて大人っぽくて、若いけれども仕事ができる綺き麗れいなお姉さん、という感じだ。

　いや、綺麗なお姉さんどころか、スタイリッシュな美形モデルを見ている感じ。近寄りがたい美しさとも言える。所長は俺より二つ年上の二十七歳だと聞いている。

「神宮寺所長、よろしくお願いします。若くして所長に昇進した凄すごい人だと聞いてます」
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「あらま。誰がそんな噂を流したのかな？　まあ仕事には厳しいから、平林君にはしっかりと働いてもらうわよ」

　おおっ……早速そう来たか。確かに厳しそうな人だな。

　そして所長の隣では、くりっとした小豆色の可愛い目をなぜか半目にした女子が俺をジト目で見ている。三人の中で一番背が低くて、ゆるふわの髪と顔も凄く可愛くて、まるでアイドルみたいな感じなのに……その表情は感じ悪りぃ……

　ちなみに胸が大きくて腰はキュッと締まった抜群のスタイルだ。あ、いや……俺は別に胸が大きいのが好きとかは一切ないが。

「あ、平林凛太です。入社三年目で……」

「それはもう聞いたし。あたしは小こ酒さか井いほのか。営業兼キャリアアドバイザーよ」

　人材紹介会社は、転職活動をしている個人と、求人をしている企業をマッチングさせるのが仕事だ。企業から人材紹介の依頼を受ける活動をするのが営業で、転職希望者の相談に乗るのがキャリアアドバイザー。

「あたしは、残念ながらあなたの同期で三年目」

　おお、俺と同期社員か。ちょっと心強いな。……ん？

「残念ながら……って？」

　──どういう意味だろ？

　しかし小酒井さんは俺の問いには答えずに、ちょっと下を向いて何やらぶつぶつと呟つぶやいてる。

「あ〜あ。……昨日の晩の努力が無駄になったわ……」

　昨日の晩の努力ってなんだ？

　──って考えていたら、小酒井さんの横に立つポニーテールの愛らしい眼鏡女子が、場の雰囲気を変えるように話しかけてきた。

「あ、平林さん！　わ、私、一年目の愛あい堂どうルカです！　事務やアシスタントがメインです。よよよよろしくお願いします！」

　愛らしい愛堂さんがペコリと頭を下げると、胡桃くるみ色いろのポニーテールが跳ねてさらに可か愛わいらしい。ちょっと表情が固いしコミュニケーションが苦手そうな感じだけど、この子も目鼻立ちが整った相当な美少女だ。知的な正統派美少女って感じ。

　落ち着いて三人を改めて見ても、確かに部長の言葉は誇張でもなんでもなかった。全員が全員、揃そろいも揃って美女ばかり。だけど俺は心に決めたとおり、そんなことに浮かれたり惑わされたりしない。彼女たちを女性というより、人としてきちんと付き合っていくと決めてるんだから。

「愛堂さん、初めまして。よろしくね」

「あ……はっ、はい！　こちらこそ！　平林……凛りん太たさんなんですね」

「うん、平林凛太。えっと……なにかある？」

「あ、いえ……　なんでもないです。良いお名前ですね」

「ああ、ありがとう」

　彼女はまだ一年目社員だから気を遣ってくれてるのだろうけど、愛堂さんは歓迎してくれてる感じがする。小酒井さんにはあんまり歓迎されてない感じだけど、照れてるのかもしれないし、元々ああいう感じの人かもしれない。

　まあ先入観を持たずにやっていこう。

「じゃあ平林君は、今日はまずはルカちゃんから事務所のことや、業務の基本的なことのレクチャーを受けてくれる？」

「あ、はい。わかりました」

「午後からはほのちゃん……小酒井さんに付いて、実務の流れを見せてもらって」

「承知しました」

「じゃあ私は今から取引先回りに出るから、後は小酒井さんと愛堂さん、よろしくね」

「はい」

「ふぁーい」

　なんだコイツ？　小酒井さんは明らかにやる気が無さそうだな。でもまぁ、いっか。愛堂さんに色々教えてもらおう。

「あ、平林さんすみません。説明を始める前に、私、ちょっとトイレに……」

「あ、ルカたん待って。あたしも行くー」

　女子二人が連れ立ってドアから出て行った。所長も外出したし、事務所にポツンと取り残された俺。なんだか波乱万丈な船出のような気もするなぁ。まあ取り越し苦労であることを願うばかりだが。
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　女子トイレの洗面台前は『女子の会議室』と呼ばれるくらい、様々な本音が飛び交う場所だ。そこで肩を並べて話すほのかとルカ。

「ほのか先輩。いくらなんでもあれは、あからさますぎて失礼ですよ」

「せっかくパックしたのに、努力が無駄になったぁ。やっぱりイケメンじゃなかったよぉ。私の時間を返せ〜」

「そうですか？　平林さんって優しい顔つきだし、まあまあイケてるんじゃないですか？」

「あれっ？　もしかしてルカたん、あの男気に入ったの？　『良いお名前ですね』なんて言ってたし。でも別に良い名前でもなんでもないよね。平林凛太だよ？　縮めたら『ひらりん』。まるで頭痛薬の名前だし。うぷぷ、ひらりんだって。なんか変」

　──それは『ケロリン』。そもそも名前を縮める必要もない。

　ルカがそう思っていたら、ほのかはさらに無茶苦茶なツッコミを入れた。

「それともルカたん。まさかアイツが『憧れの先輩』を超えたとでも言うの？」

「あ、いや……」

　ルカはちょっと考え込んでから、微妙な顔つきで答える。

「そういうわけじゃないですけど」

「でしょー？　ルカたんの憧れの人を超える人なんて、そうそう出てこないんでしょ？」

「まあ、そうですね」

「じゃあ、あんまりあの男の肩を持つのはやめようよ」

「でも平林さん、いい人そうだし……可哀想かわいそうですよ」

　ほのかはルカに向かって、ぴんと立てた人差し指を「チッチッチ」と左右に揺らした。手を動かすのと同時に豊満な胸も揺れる。

「ルカたん。もっと男を見る目を養わないとダメだよ。優しそうでいい人だなんて、下心があるに決まってる」

「なんで決めつけるんですか？」

「あのねルカたん。イケメンは自分に自信があるから女に媚こびを売らないけど、そうじゃない男の優しさは、媚を売ってるだけなのよ」

　──なんという偏見。

　この人はいったい何を言ってるんだろう……

　何か不思議な生物を見るような目でほのかを見つめるルカ。先輩こそ男を見る目を養ってくださいと言いたげだ。

「そうでしょうか？　平林さんは、ホントにいい人だって気がしますけど」

「まあいいよルカたん、しばらく様子を見たら。きっとルカたんは『私が間違ってました〜』ってあたしに言うから」

　ほのかはニヒっと笑って、ルカの肩をポンポンと叩たたく。ルカは肩をすくめて首を傾かしげた。


[image: ]



　愛堂さんは懇切丁寧に、事務所内の備品の位置や使い方、書類やシステムの利用方法をレクチャーしてくれた。この子はきっと頭がいいのだろう。説明がわかりやすいし、教え方が的確だ。

「他に何かわからないことはありますか、平林さん？」

「あ、いや……すごくわかりやすかったから大丈夫だよ。ありがとう」

「あ……こ、こちらこそ褒めていただき、ありがとうございます」

　ありゃ。愛堂さんは恥ずかしそうに下を向いてしまった。

　ちょうど所長は外出しているし、小酒井さんは応接室で転職希望者さんと面談中。

　オフィスの中には俺と愛堂さんだけだから良かったものの、もしも他の人がいたら、俺が何か愛堂さんに変なことでも言ったのかと勘ぐられてしまうところだ。

　わかりやすい説明だし、話すことそのものは苦手じゃなさそうだけど、恥ずかしがり屋なのかな。ちょっと強こわ張ばった顔をしていることも多いし、やっぱりコミュニケーションは少し苦手そうだ。

　──と思って愛堂さんを眺めていたら、急に顔を上げて遠慮がちに訊きいてきた。

「あの……平林さん……もしかして、昨日の晩、駅の近くを歩いてませんでした？」

「えっ……？　ああ、歩いてたよ。晩飯食ってコンビニ寄って、それから家に帰った」

「やっぱり……」

「え？　なんで愛堂さんが知ってるの？」

「平林さん、酔っ払いに絡からまれてる女の子を助けませんでしたか？」

　あれ？　もしかして、アレを見られてたのか？　ちょっと恥ずかしいな。

「あ、ああ。助けた……ってほどじゃないけどね」

「やっぱり平林さんだったんですね。今朝お会いした時から、もしかして……とは思ったんですけど。昨日は暗かったし、服装や髪型も違うし、ちょっと自信がなかったんですよね」

「もしかして、愛堂さん……あれを見てたの？」

「見てたって言うか……助けていただいたの、私です。その節はありがとうございました」

「えっ……？」

　まさか。昨日の子は眼鏡をかけてなかったけど……

　俺がきょとんとしていたら、愛堂さんは「あっ」と何かに気づいたような声を出して、すっと眼鏡を外した。

「ほら」

「ああーっ……ホントだっ！」

　うわっ、びっくりした。昨日の女の子は愛堂さんだったんだ。

　愛堂さんって、やっぱり眼鏡を外すとめちゃくちゃ整った顔をしている。グリーンがかった鶯うぐいす色いろの瞳がすごく綺き麗れいだし、まつ毛も長い。まあ眼鏡をかけていても知的で美形な眼鏡女子って感じなのだけれども、眼鏡を外したらこれはもう正統派の美少女だ。

「私、仕事以外では眼鏡を外してるんですよ。昨日はコンタクトをしてなかったので、はっきりと平林さんの顔が見えてなくて……お礼が遅くなってすみませんでした」

　愛堂さんがペコンと頭を下げると、胡桃色のポニーテールがフワッと揺れて可愛い。

「あ、いや……どういたしまして。まさかおんなじ会社の人だったとは……ちょっと照れるなぁ」

「平林さんのおかげで助かりました。このご恩は一生忘れません」

「いやいや、一生だなんて大げさな」

　俺が慌てて両手を振ると、愛堂さんはまだちょっと固い表情だけども、笑顔を返してくれた。
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　その時オフィス入口のドアがガチャリと開いて、小酒井さんが面談から戻ってきた。

「どうでしたか、ほのか先輩？」

「あ、うん。オッケーだよ。内定を受諾するって」

「ホントですか？　良かったです。おめでとうございます」

「ありがと」

　どうやら面談していた転職希望者が、企業から出た採用の内定を受けたようだ。小酒井さんはかなり嬉うれしいようで、満面の笑み。さっきまでは無愛想な顔しか見てなかったけど、笑うとやはり相当可か愛わいい。顔つきが年齢よりもちょっと幼いし、フリルの付いた可か憐れんな白ブラウス姿と相まって、まるで人気アイドルのようだ。

　人材紹介会社は、人材が欲しい企業に転職希望者を紹介する。そしてその人が入社して初めて紹介料というフィーを貰もらえる。いわゆる成功報酬だ。人材を紹介しただけではまったく売り上げにならない。だから転職希望者が企業の面接を受けて採用内定を貰うこと、そして転職者が内定を受諾してその企業に入社する承諾を取ることは、とても大事なことなのだ。

「小酒井さん、よかったね。おめでとう」

「ああ、はい」

　あれ？　俺が声をかけたら、なぜかうっすーいリアクション。なんで？

　小酒井さんは、壁かべ際ぎわに設置してある共用の備品入れの引き出しの中を漁あさり始めた。小柄だからまるで子供がおもちゃを探してるみたいだ……なんて思ったら失礼か。

「あっ……」

「どうしたんですか、ほのか先輩」

「消しゴムのストックがないや。あたし、昨日失なくしちゃったんだよねぇ。困ったな」

「あっ、ごめんなさい、ほのか先輩。私、ストック分を注文するのを忘れてました」

「まあいっか。買ってくるよ。でも外は暑そうだからやだなぁ……お肌焼けちゃいそう」

　小酒井さんは窓の外を見て、困り顔でため息までついてる。ちょっと気の毒だな。

　別に彼女に好かれるためとかじゃないけど、俺もちょうど飲み物が欲しかったし──

「あ、小酒井さん、愛堂さん。ちょっと飲み物買いにコンビニ行ってくるわ。ついでに消しゴムも買ってくる」

「えっ、ホントですか？　平林さん、ありがとうございます」

　愛堂さんは丁寧にそう言ってくれたけど、横の小酒井さんは「別に要らないけど」なんて、冷ややかな表情で口を尖とがらせている。だけど俺は気にせずオフィスから出た。

　きっと小酒井さんは遠慮してるだけだろうし。
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「ほら、ほのか先輩。平林さんっていい人でしょ？」

「なに言ってんのルカたん。アイツは私たちに気に入られようと、媚を売ってるだけよ」

「違うと思いますよ」

「いや、絶対にそうだって」

「なんで言い切れるんですか？」

「それは……さっきも言ったけど、イケメンじゃない男の親切は、下心なんだから」

「また出た、ほのか理論。それは暴論ですよ。平林さんは違うと思いますけどねぇ」

「違くない」

「だって平林さん、昨日だって私を助けてくれたんですよ」

「昨日？　なんの話？」

　ルカは昨夜の出来事をほのかに説明した。

「それだってあの男、可愛いルカたんを見て、仲良くなりたかっただけじゃないの」

「そんなことないと思いますよ。助けてくれた後はしつこく話すこともなかったし、連絡先を聞かれたりもしなかったし」

「でもさ……だったらさ……えっと……とにかくひらりんだなんて、変な名前だし」

　あまりに取ってつけたようなほのかのセリフに、ルカはパチパチと瞬まばたきをした。

　相手は先輩ではあるが、あまりの負けず嫌いっぷりが少し可愛くもある。

「もう理屈になってませんよ先輩。ほのか理論、破れたり。ふふふ……」

「うぐぅ……」

「まあそんなすぐに決めつけなくても、しばらく付き合えば平林さんがどんな人か、わかるじゃないですか」

「ま……まあね……」

　ほのかはアイドルのような顔を歪ゆがめて悔しさを露あらわにした。しかしその後は何も言わずに、自分のデスクに戻ると仕事をやり始めた。
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「ただいまー　小酒井さん、はい、これ」

　凛太が戻ってきて、消しゴムを一つ、ほのかに渡した。

「あ……ありがとう」

　ほのかもさすがにノーリアクションは失礼だと思ったのか、無表情ながらもこくりと頭を下げた。

「ついでにさ、コレ買ってきた。おやつタイムにでも、好きに食べてくれ」

　凛太がコンビニのビニール袋からがさごそと取り出したのは、ちょっと高級そうなデザートプリン四つ。そう、凛太はプリンが大好きなのだ。

「美味おいしそうですね。ありがとうございます平林さん。冷蔵庫に入れときますね」

　丁寧に礼を言うルカの横で、淡々とほのかが呟つぶやく。

「あたし、別に要らないけど」

「ふぅーん。じゃあ私がいただきます。新発売でちょっと高いやつだから、気になってたんですよ。ほのか先輩、ありがとうございます」

「えっ……？　あっ……」

「どうかしましたか？」

「いや、別に……」

　二人のやり取りを眺めてきょとんとしている凛太に、ルカが説明した。

「ほのか先輩は甘い物が苦手なんですよ。だから私が代わりにいただきます。よろしいですか平林さん？」

「あ、ああ。もちろんいいよ。小酒井さんは甘い物が苦手だったのか。確認せずに買ってきて悪かった」

「はい、そうなんです。だから今後は、ほのか先輩には一切甘い物は買ってこないでくださいね。一切ですよ」

「お、おう。わかった」

　ルカの言葉に、ほのかは苦々しげに「うぐぅ」と唸うなり声を上げる。

　凛太は悪いことをしたなと、頭をポリポリと搔かきながら自分の席に座った。四つのプリンを受け取ったルカが、それを恭うやうやしく冷蔵庫に入れてから自分のデスクに戻る。

　凛太が座るデスクの向かい側には、ほのかとルカのデスクが並んでいる。ほのかは横に座るルカに顔をぐいと近づけて睨にらみつけ、凛太に聞こえない小声で囁ささやいた。

「ちょっとルカたん。あたしが甘い物大好きなのを知ってるくせにぃ」

「だってほのか先輩が断るから悪いんでしょ。それとも今後は、平林さんに甘い物を買ってきて欲しいんですか？」

「違うし」

「じゃあ、いいじゃないですか」

「まあいいけど……」

　ほのかは、内心舌打ちをしてるのが聞こえてきそうな表情を浮かべた。ホントは甘い物を食べたい気持ちが丸わかりだ。でも今は仕事中だし、いつまでもプリンのことばかり考えてるわけにはいかない。三人とも気持ちを切り替えて仕事に取りかかった。
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　昼休みが過ぎてしばらくした頃、トゥルルルとデスクの電話が鳴った。

「はい、株式会社リクアド、小酒井です」

　ほのかが明るく電話に出たが、相手の言葉を聞いて瞬時に表情が凍りつく。

「えっ……？　ちょちょ、ちょっと待ってください。今どこですか？　……あっ、じゃあ、とにかく今からもう一度、ウチのオフィスに来てください。……はい。……はい、よろしくお願いします」

　ほのかの焦あせった対応を見て、オフィス内に少し緊張が流れた。

「ほのか先輩……どうしたんですか？」

「さっきの内定者の女の子、辞退したいんだって」

「えっ……？　それは大変……」

「そうだよ。大変だよー　今月唯一の売り上げなのに、ゼロになっちゃうー」

　ほのかは両手で頭を抱えて青ざめている。

　人材紹介は成功報酬なので、転職者が企業に入社しないと紹介フィーは貰えない。ほのかにとって今月唯一の売り上げだと見込んでいた案件がぽしゃりそうなのだから、その焦りも相当なものだ。

　凛太は心配になって、ほのかに声をかけた。

「で、小酒井さん。その人は今からここに来てくれるんだよね？」

「あ、うん。そうだけど？」

「じゃあ俺も面談に同席させてもらえないかな？　一緒に慰留するよ」

「はぁ？　あんたが？」

　ほのかは怪け訝げんなジト目を凛太に向ける。見るからにあんたなんか役に立たないでしょと言いたげな目つき。

　──まあ実際には役に立たないかもしれないけど、同じ営業所の仲間が困ってるんだ。自分もできる限りのことをしたい。

　凛太はそう考えた。

「所長からは、あんたにここの仕事を実地体験させるように言われてるから……まあいいけど、邪魔しないでよ？」

「ああ、もちろん。じゃあその人が来る前に、今までの経緯とか教えてよ」

「あ……うん」

　凛太はほのかから、その転職希望者のプロフィールをヒアリングした。

　転職理由は簡単に言うと、今事務員として勤めている役所は決まり切った仕事が多く、これ以上の自己成長を望めないから。

　ほのかはベンチャー企業を中心に数社を紹介し、その内の一社から採用内定が出たのだと言った。内定先はＳＮＳなどのネット広告を取り扱う会社、エーディネット社だ。
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「すみません。せっかく紹介いただいた企業さんですけど、やっぱりバリバリやってく自信がなくなってきました」

　オフィスの応接室にやって来た真面目そうな女性は、落ち込んだ顔でそう言った。

「いやいやいや、田た中なかさん。あなたならできるっ！　頑張りましょうよ！」

　ほのかがあれこれと励ます言葉をかけるが、彼女は自信がないの一点張り。なかなか首を縦に振らない田中さんに、そのうちほのかもイライラしてきて、ついつい詰めるようなきつい口調になる。

「だって先方企業には、田中さんが内定を受託したってもう伝えたんですよ？　今さらそんなこと言われても困りますっ！」

「すみません。でもやっぱり私には無理です」

　ほのかは不満を吐き出すように、はぁーっと大きくため息をついた。田中さんは怯おびえた小動物のように肩をすくめている。

「まあ……仕方ないわね。わかりました」

「ホントにすみません」

　ほのかはとうとう説得を諦めて白旗を上げた。凛太は、憮ぶ然ぜんとしているほのかの横顔を眺める。

　このままではせっかくのほのかの成果が無しになってしまう。しかも田中さんにとっても、せっかくのチャンスを逃してしまうことにならないか？

　凛太はこの二人のためにも、なんとかしたいと考えた。

　諦め顔のほのかを横目でチラと窺うかがってから、できるだけ優しい口調で田中さんに話しかける。

「あの、田中さん。ちょっといいですか？」

「はい？」

「田中さんは、もっと自己成長したいからって、今回の転職を考えたんですよね？」

「はいそうです」

「その気持ちが変わったんですか？」

「いえ、その気持ちは変わってません。ただＩＴ系のベンチャー企業ってすごくハードだからって友達に言われて……」

「なるほど。それは不安ですよね」

　凛太が柔和な表情で共感すると、田中さんは少しホッとした表情を浮かべた。

「でも田中さんの仰おっしゃる自己成長も、できればいいですね」

「はい」

「このエーディネットさんって会社は、ＩＴ業界の中でも新入社員に対するフォローに、かなり定評のある会社なんですよ」

「えっ……？　そうなんですか？」

「はい。だから、もう一度人事の人に会って、そこら辺の不安を色々と話し合ってみたらいかがですか？」

「は……はあ……」

「無理にとは言いませんが、完全に断るのはそれからでもいいと思いますよ。いかがですか？」

「あ……そういうことなら……」

　田中さんの態度が少し軟化した。しかしほのかが焦り顔で急に椅子から立ち上がって、凛太の手首をがっしと摑つかんで引っ張る。

「ちょっと！　こっち来て！」

　ほのかは凛太を応接室の外に無理やり連れ出そうとする。

「田中さん、ちょっと待っててくださいね、すみません」

　凛太は田中さんにそう断って、ほのかについて廊下に出る。ほのかはドアを閉めて、手首を離すと凛太をキュッと睨んだ。まつ毛も長くてクリっとした可か愛わいい目なのだけれども、睨むと相変わらず怖い。

「ちょっとアンタ！　いい加減なことを言わないでくれる？」

「いい加減じゃないよ。エーディネットが新入社員フォローにかなり定評のある会社ってのは事実だろ？」

「そんなことはあたしも知ってるよ。だけどここの志水支社の人事担当者は頼んないヤツで、面談なんかさせたら逆効果なの！」

「ああ、そういうことか……」

「そうよ」

「じゃあフォローしてもらおう」

「フォロー？」

「俺、東京にいる時にこの会社と付き合いがあってさ。本社人事部に知り合いがいるんだ。その人にフォローのお願いをしてもいいかな？」

　凛太がそう言うと、ほのかは眉根を寄せて怪訝な表情を見せた。鼻からはフンっと荒い息が出ている。

「なんでアンタがそこまで一生懸命になるのよ？　自分の成績にもならないのに」

「せっかくの小酒井さんの案件だもんな。うまくいくように、俺もベストを尽くしたい。ダメか？」

「あ、あたしのため……？」

　不意を突かれて、ほのかの頰が少し赤らんだ。

「いや、あの……ダメかって訊きかれたら……ダメじゃないけど」

「わかった。電話してみるよ」

　凛太は社用スマホを取り出して電話をかけた。

「あ、部長ですか？　お世話になってます！　ちょっとお願いがありまして……」

　凛太は電話の相手に事情を説明した。そして志水支社へのフォローをお願いする。

「はい、ありがとうございます。よろしくお願いいたします」

　電話を切った凛太は、ほのかに笑顔を向けた。

「これでオッケー。エーディネットの本社人事部からエース社員を志水支社に行かせて、田中さんとの面談をフォローしてくれるって」

「え……？　今の電話の相手は……？」

「ああ。エーディネットの人事部長。部長も自ら、東京から志水支社にまで来てくれるって。部長は話も上手だし、きっと田中さんにも安心してもらえると思う」

「じじじ人事部長!?　アンタ、そんなホットラインを持ってんの？　なんで人事部長自ら、地方の一支社にまで来てくれるのぉ!?」

　ほのかは大きな目をぱちくりさせて声を裏返らせた。

「いやあ、ここの人事部長、ものすごくいい人なんだよ。エースの社員さんと二人で応対してくれたら、きっと田中さんの不安も和らぐんじゃないかな？」

「あ……ええっと……まあそうかもね……」

　凛太とほのかは打ち合わせ室で待つ田中さんの元に戻り、再度エーディネット社の人事の人と面談する話をした。田中さんは少し前向きな気持ちになれたみたいで、「人事の人とちゃんと話をしてみます」と約束してくれた。




　凛太とほのかは田中さんを見送り、オフィスに戻ってきた。ルカが心配そうな顔で待っている。

「あ、ほのか先輩。どうでしたか？」

「なんとか内定辞退は考え直して、エーディネットの人事の人ともう一度面談してくれることになったよ」

「良かったですね。さすがほのか先輩」

「あっ、いや……あたしって言うか……」

　ほのかは気まずそうな顔で、凛太をチラと見る。

　凛太はほのかに向いて、真顔で口を開いた。

「小酒井さんちょっといいかな。小酒井さんの対応で、ちょっと気になったんだけど……」

「気になった？　何が？」

　ほのかはぴくんと眉の端を吊つり上あげた。びりっとした空気が流れる。

　ルカはきょとんとして凛太を見ている。

「んー……着任したばっかの俺にこんなことを言われるのは、小酒井さんは嫌だろうけど、一つだけ言ってもいいかな？」

「何よ？　はっきり言えば？」

「横で見てて、小酒井さんは自分の成果が無くなるのが嫌だって感じが前面に出てたんだ。もうちょっと相手の気持ちに寄り添った方が、話を聞いてくれやすい気がするなぁ……」

「あたしを批判するの？」

　凛太の言葉に、ほのかの顔はさぁーっと強こわ張ばった。

　うわ、地雷を踏んじゃったかと凛太は焦あせる。

「いや、そうじゃなくて。お互いに仕事仲間として、相手のためになることはちゃんと伝えたいと思ってるんだ。小酒井さんも俺の間違いは気兼ねなく指摘してくれたら嬉うれしいし」

「ご忠告ありがとう」

　ほのかはそれだけを吐き捨てると、ぷいっと顔を背けて出入り口に向かって歩き出した。明らかに不機嫌で、肩がいかってる。

「ほのか先輩、どこ行くんですか？」

「トイレっ！」

　ルカの声掛けに振り向きもせずに、ほのかはドアをバタンと閉めて出て行ってしまった。

「ありゃ、怒らせちゃったなぁ。俺はできるだけ小酒井さんに気を遣って言ったつもりだったんだが……悪かったかな」

「まあまあ平林さん。仕事だし、気がついたことを指摘するのは間違ってないと思います。それに平林さんが気を遣っているのは充分わかりました」

「でも、小酒井さんを怒らせてしまった」

「まあほのか先輩は、割と感情を表に出すタイプですからね。でも実はほのか先輩って面倒見もいいし、思いやりがあっていい人なんですよ」

「ああ、そうだね。なんとなくわかる気がする」

「でも平林さん。一つだけ言わせてください」

　ルカの口調が急に真剣な色を帯びた。凛太は緊張して耳を傾ける。

「なに？」

「私という後輩の前でほのか先輩に指摘をしたのは、もしかしたらまずかったかもです」

「あ……そっか。彼女のプライドを傷つけたかも。悪かったな……どうしたらいいだろ？」

「大丈夫ですよ。ほのか先輩はすぐに怒るけど、すぐに忘れる質たちですから」

「そ……そうなのか？」

　ルカの言葉は、冗談とも本気とも取れる。どっちなんだろうかと凛太は戸惑う。それが本当なら、とってもありがたいのだが。

「とは言っても、後でほのか先輩に、素直に謝っておいてくださいね、凛太先輩」

「あ、ああ。わかった。アドバイスありがとう。ホント助かる」

「いえいえ、どういたしまして。私は平林さんに受けたご恩を一生忘れないと言ったでしょ？　これくらいお安い御用です」

　ニコリとウインクするルカに凛太は驚いた。

　確かに酔っ払いから助けたことで、ルカはそう言っていた。しかしそんな台詞せりふは社交辞令だと思っていたし、その場限りの言葉であるはずだった。ところがルカは、まだそんなことを言っている。もちろん『一生』なんてのは大げさだとしても、ここまであのことを感謝してくれているなんて……

　凛太はちょっと感動を覚えた。

「では私は、今からほのか先輩をケアしに行って参ります！」

　ルカは兵隊のように右手を斜めに額に当てて敬礼すると、くるりと踵きびすを返してオフィスから出て行った。一人ぽつんと取り残された凛太は、ルカの後姿を見ながら本当にありがたい後輩だとしみじみ感じた。




　ルカが洗面所に入ると、ほのかは真顔で鏡をじっと見つめていた。

「ほのか先輩見っけ」

「あっ……ど、どうしたのルカたん。なにか用？」

「あの内定者さん、どうやって辞退を取り消してもらったんですか？」

　ルカの質問に、ほのかは経緯を説明した。

「へぇ、やりますね、平林さん」

「あ、ああ……えっと……まあね。それはありがたいんだけど、ちょっとムカつく……」

　ほのかは唇を尖とがらせて、頰をぷっくり膨らませている。さすがに美女。そんな顔も可愛い。

「私、思ったんですけど」

「なに？」

「ほのか先輩は、平林さんが私たちに気に入られるために媚こびを売ってるって言ってましたよね？」

「うん、そう思ってるけど、なに？」

「そんな人がいきなり、仕事のことでハッキリと注意をするでしょうか？」

「いや、あの……」

「やっぱり平林さんは、媚こびてるわけじゃなくて親切な人。そして相手のことを思って言いにくいことでも言おうとする人。そんな人だと思うんですけど、ほのか先輩はどう思います？」

「あ、えっと……」

　ほのかはルカの言葉に何か言おうとするが、口をパクパクするだけで言葉が出ない。まるで金魚ですねとルカは心の中で苦笑いする。

「まあ平林さん、だいぶんほのか先輩に気を遣いながら言ってましたけどね」

「ま、まあそうだけどさぁ……あ、あたしだってそれくらいわかってるし」

　ほのかは口を尖らせながら、腰の横で両手をブンブン振っている。小柄だから、まるで駄々っ子のようだ。同時に揺れている豊かな胸は全然子供っぽくないが。

　そんなほのかをあやすように、ルカは優しい声を出した。

「ですよね、ふふふ。とにかくほのか先輩。とにかく内定辞退は回避できて良かったですね」

「あ、うん。そだね、ありがと」

　ほのかは少し複雑な表情でルカにそう返した。
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　愛堂さんは小酒井さんをケアすると言って、トイレに行った小酒井さんを追いかけた。愛堂さんは『後でほのか先輩に、素直に謝っといてくださいね』というアドバイスもくれたし、ホントにありがたい。

　そんなことを考えていたら、小酒井さんが一人でトイレから戻ってきた。

「あ、小酒井さん」

　俺が声をかけると、彼女はじっと俺を睨にらんだ。

　やっぱりまだ不機嫌なのか？　ちょっと怖いんだけど。

　あ、いや、ビビってる場合じゃない。ちゃんと謝らないと。

「小酒井さん、ごめんな。悪かった」

「な……なんで謝ってるの？」

　俺の突然の謝罪に、小酒井さんは虚を突かれたような顔をした。

「いや、まだ出会ったばかりなのに、仕事のことで偉そうに指摘したからさ。それに後輩の愛堂さんの目の前だったし」

「あ……いや、別にルカたんの目の前って、それは関係ないでしょ。それともなに？　あたしが後輩の前で指摘されたら嫌がるような、心の狭い女とでも？」

　いや、その可能性があると愛堂さんが教えてくれたからなんだけど……かえって気を悪くさせたか？

「いや、そうじゃないけど。誰だってそういうのは嫌かなぁと思ったから謝る」

　俺の言葉を聞いて、小酒井さんはちょっと考え込むように人差し指を唇に当てた。

　もしかしてヤバいか？

　うーん……誠意をもって謝ってるつもりなんだが……小酒井さんには通じないのだろうか？

　──と思っていたら、小酒井さんは突然穏やかな声を出した。

「あたしはそんな心の狭い女じゃない。平林君が言ったことは、落ち着いて振り返ったら、確かにそうだなって気づいたのよ。だからさっきはあんな態度を取って悪かった。あたしの方こそ謝る」

「えっ……？」

　小酒井さんがペコっと頭を下げた。

　マジか？　俺の気持ちが……通じた？

　しかもさっきまではアンタとしか言わなかったのに、今は初めて名前を呼んでくれた。胸の奥にじわりと温かいものを感じた。

「それよりも、お礼をまだ言ってなかったよね。内定辞退を撤回してもらえたのは、平林君のおかげ。ありがと」

　小酒井さんはまだ憮ぶ然ぜんとした表情ではあるけど、頰がほんのり赤く染まってる。

　この人はペラペラと喋しゃべれる割には、なかなか本音が言えない、素直になれない不器用なタイプなんじゃないか？　愛堂さんが言ってたように、やっぱりホントはいい人なんだという気がする。単なる直感ではあるけど。

「あのさ……」

「なに？」

「さっきのプリン、もらってもいい？」

「えっ……？　甘い物は苦手じゃ？」

「ううん。あれはルカたんが勝手に言っただけ。ホントは甘い物、大好きだし。特にプリンは大好物」

　──そうなのか!?

　そりゃ良かった！　プリン好きに悪いヤツはいない！

　俺は心の中でガッツポーズ……とまではいかないが、ホッとした。

「そっか。じゃあ、今から食おっか」

「仕事中なのに？」

「所長は外出中だし、今からおやつタイムってことでいいんじゃね？」

「なるほど」

　俺がニヤリと笑うと、小酒井さんもニマっと笑った。アイドルのような美女なのに悪い笑顔だ。

　俺が冷蔵庫からデザートプリンを出している間に、小酒井さんがスプーンを二つ出してくれた。今まで無愛想だった反動で、それだけでも凄すごく優しく感じる。やっぱり本当は、小酒井さんはきっと優しいヤツなんだよ。

「「いっただきまーす！」」

　小酒井さんはプリンの蓋を外して、ペロリとピンクの唇を舌で舐なめた。ちょっとセクシーだ。

　──きっとコイツ、食いしん坊だな。

　俺はそう確信した。

　そして二人してプリンをパクつく。その時ガチャリとオフィスのドアが開いた。ビックリ眼まなこのルカが声を上げる。

「あ──っっっ！　二人ともズルいです！」

「なかなか帰って来ないルカたんが悪いのだ」

　小酒井さんはプリンを食べる手を止めることなく、愛堂さんに悪態をついてる。

　──のだ……って何だよ。面白いヤツ。

「じゃあ、私も食べます！」

　愛堂さんは悔しげな顔で地団駄を踏みながら冷蔵庫に向かっていく。

　結局──三人して、仕事中にプリンを平らげた。
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「今日は初日だから、平林君も気疲れしたでしょ。今日はもう帰りなさい」

　夕方に帰社した所長の麗華が、定時になった途端凛太にそう言った。

「あ、いや、大丈夫ですよ。俺だけ先に帰るなんて気が引けるし」
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「平林君はまだ初日だから、大した仕事はないでしょ？」

「ええ、まあ」

「ここには、仕事もないのに他の人に遠慮してサービス残業するなんて文化はないから。やることないなら、さっさと帰りなさい」

　麗華は口調は厳しいが、眼まな差ざしは温かい。少し猫目で普段はちょっとキツくも見えるが、柔らかく微ほほ笑えむとこんなに優しい目になるんだ。

　自分のことを思って言ってくれてるのが明らかに伝わる。だから凛太は素直に甘えることにした。

「ありがとうございます。じゃあ今日はお先に失礼します。また明日からがんばりますので」

「ええ。そうしてちょうだい」

「じゃあお先に、小酒井さん、愛堂さん」

「はい、お疲れ様でした平林さん」

「あ、うん。お疲れ、平林君」

　凛太が帰った後、ルカは小声でほのかに話しかける。

「ほのか先輩……どうしたんですか？」

「なにが？」

「だって平林さんにちゃんと名前を呼んで挨拶しましたよね」

「そ、そんなの……社会人として当たり前でしょ？」

　その当たり前のことを時にはやらないのがほのか先輩でしょ……と言いたいのをぐっと抑えてルカはほのかに言い返す。

「私の居ない間に二人でプリン食べてるし。あれから後のほのか先輩の平林さんに対する態度は、なんかそれまでとちょっと違うし」

「ち、違くないって」

「いいえ、違いますよ」

　ルカは誤魔化されてなるもんかとばかりに、ほのかに半目を投げかける。

「どどど、どう違うのかな、ルカ君よ」

「なんか、平林さんとフツーに接してます」

「ふ、フツー？」

「はい、フツー」

「フツーならいいでしょ、別に」

　ほのかは急に気の抜けたような顔になった。もっと鋭く突っ込まれるかと思ったけど、どうやらそうでもないらしい。クリっと可か愛わいい瞳の目尻がほわんと下がる。

「なに、ホッとした顔をしてるんですか、ほのか先輩？」

　ルカに鋭く見透かされて、肩をびくっと震わせるほのか。

「ほ、ホッとなんかしてないし！」

「まあいいです。ほのか先輩も平林さんを、いい人だって認めたということで」

「違うし」

「意地を張らなくてもいいですよ」

「張ってないし……」

　ほのかはあくまで言い張るつもりだが、少しずつ言葉の力が弱くなっている。

「ほら、ほのか先輩、今朝言ってたじゃないですか？」

「なにを？」

「私が平林さんをいい人だって言ったら、ほのか先輩は言いましたよね。『きっとルカたんは私が間違ってました〜って言うから』って」

「言った……かな？　覚えてない」

　あまりにもわざとらしく視線を外すほのかだが、ルカの追撃の手は緩まない。

「言いました」

「覚えてない」

「まあ、いいです。代わりにほのか先輩が言ってください。『私が間違ってました〜』って」

「ヤダ。言わない」

「素直に吐いてしまえば、楽になりますよぉ」

「い……言わない」

　それまで無表情で淡々と話していたルカが、そこで突然ニヤリと笑った。

「ホントは心の中では、そう思ってるくせに」

「うっわ、ルカたん。悪い子の顔してる〜」

「そんなことないですよ。私はいつだって良い子です」

　ほのかとルカのヒソヒソ雑談が、いつまで経たっても終わりそうにない。麗華がとうとう業を煮やして口を挟んだ。

「こら、あんたたち。いい加減、仕事しなさい」

「あ、はい。すみません」

「ふぁーい」

　ほのかは気のない返事をしたものの、これで助かったとばかりにルカに向けてペロっと舌を出した。

　ルカは「強情ですね」と苦々しげに呟つぶやいた後、ふと何かに気づいた表情を浮かべた。

「あっ、そうだ麗華所長。平林さんの歓迎会、どうします？」

「歓迎会かぁ……やらなきゃね」

「そうですね。明日平林さんの予定を聞いて、私が段取りしましょうか？」

「そうね、お願いするわ。ところでほのちゃん？」

「はい？」

「あなたもちゃんと出席するのよ」

「あ、も、もちろん出席するよぉ。異動して来た社員の歓迎会に出席なんて、当たり前じゃないですかぁ」

　ほのかはきょとんとして小首を傾かしげた。

「あなた、今朝平林君が出勤して来た時、めちゃくちゃ無愛想だったじゃない。あれでほのちゃんの好みじゃないってすぐわかったわよ」

「大丈夫だってぇ、ちゃんと出席するから」

「そんなこと言って、当日急に体調が悪くなって欠席とか言わないでよ」

　麗華の美しくも鋭い瞳がほのかを睨にらむ。

「い……言いませんってば……ブルブル。おお、こわ」

　ほのかは小刻みに顔を左右に振った。

「所長、大丈夫ですって。ほのか先輩はそんなことしませんよ」

「ルカちゃん、なんで言い切れるのよ？」

「ほのか先輩はホントは真面目な人だからです」

「そうだ、そうだっ！」

　ほのかは今度は『うん、うん、うん』と大げさなくらい、大きく顔を縦に振ってうなずいた。それに合わせて、栗くり色いろのゆるふわヘアがふわりふわりと揺れる。

「まあ、ルカちゃんの言葉を信じるわ」

「え〜、所長ひどぉーい。あたしの言葉は信じないのに、ルカたんの言葉を信じるのぉ？」

「そりゃそうでしょ。あなた、男性の好き嫌いが激し過ぎるからね。しかも尺度が変だし」

「そ、そんなことないんだから……」

　ほのかはいじけて唇を尖とがらせる。

　そんなほのかの肩にルカが手を置いて優しく笑みを浮かべた。

「ホントに大丈夫ですよね。だって……ねっ、ほのか先輩」

　年下のルカの方がまるでお姉さんのようだ。いや、ほのかがガキすぎるのかもしれない。

　麗華は二人のやり取りの意味がわからずに、きょとんとしている。

「『だって……』ってなに？」

「あ、いえ。私とほのか先輩で、平林さんはいい人ですねって言ってたんです」

「え……？　ホント？　ほのちゃんも？」

「いや、あたしは……」

　せっかくフォローしてるのにほのかが否定的なことを言いそうなので、ルカは眼鏡を指先でクイと押さえながら、ほのかの耳元で囁ささやいた。

「ほのか先輩。ややこしくなるから、そういうことにしといてください」

「わかったよ。あくまで『そういうこと』にしとくだけだからね」

「はい」

　どう見てもほのかは『そういうことにしとく』と予防線を張っているだけだと、ルカには見透かされている。しかし免罪符を得て安心したのか、麗華に向かってようやく素直な気持ちを言葉にした。

「あ、あの……麗華所長。あ、あたしも思ってるよ……　ひ、平林君はいい人だなぁ」

「ん……？」

　麗華はちょっと怪け訝げんそうな目つきでほのかを睨んだが、ふっと目の力を緩めて、仕方ないなぁと柔らかな表情を浮かべた。

「まあ、ほのちゃんがそう言うならいいけど。じゃあ平林君の歓迎会は、彼がそれで良かったら明日の晩にしましょうか。明日は金曜日だし」

「はい、わかりました。ほのか先輩はいいですか？」

「あ、うん」

「じゃあ明日、平林さんにも都合を聞いてから、お店を予約しますね」

「うん、お願いね、ルカちゃん」




　こうして凛太の歓迎会が催されることが決まったが、麗華は、凛太に対するほのかの態度が今朝とちょっと違うことを敏感に感じていた。

　麗華としてはこの営業所の責任者として、メンバー同士がうまくいくようにする責任がある。しかも他のメンバーには言ってはいないが、凛太の加入を起爆剤になんとか業績を回復させなければならない事情があるのだ。

　ここ二年ほどこの営業所は右肩下がりで業績が落ち込んでいて、それを回復させないと志水営業所は閉鎖すると営業本部からお達しが来ている。だから麗華は今朝のほのかのあからさまな態度を見て、凛太がうまくこの営業所に馴な染じめないとかなり困ったことになると心配していた。

　しかし今のほのかとルカのやり取りを見て、麗華は少し意外に思った。ほのかは凛太を極端に嫌っているわけではなさそうだ。

　いや、それどころか──

　今の様子を見ると、今朝の態度はどこへやら。ほのかは本当に凛太をいい人だと思っているようにも見える。

　──このままほのちゃんと平林君がうまくいってくれるといいんだけど……

　そう願う麗華は、とにかくしばらく様子を見ることにした。
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「はぁ……やっぱ新しいヤツ、イケメンじゃなかったかぁ……」

　帰宅して家族と一緒にリビングで夕食を食べたあと、ほのかは自分の部屋で今日のできごとを思い返していた。新たに赴任してくる男性が自分好みのイケメンだったらいいのにと、抱いていた淡い期待はもろくも崩れ去った。

「まあでも、そんなイケメンなんて、そこらにごろごろ転がってるわけじゃないし、仕方ないかぁ、あはは」

　そんなことを呟きながら、ほのかはベッドの上にあるでっかいクマのぬいぐるみを手にして、豊満な胸にぎゅっと抱きかかえる。可か愛わいくデフォルメされたクマだけど、小柄なほのかの上半身よりも大きい。

　部屋の中の本棚には、少女漫画や女の子向けの恋愛小説がずらり。棚の上には可愛いマスコットやぬいぐるみが並ぶ。カーテンや布ふ団とんシーツなど、室内の装飾品はピンク色の物が多い。ほのかは外では割といきがっているけれども、実は案外少女趣味だったりする。

「イケメンで、気が利きいて、頼りになって優しい男……そんなヤツ、現実にはなかなかいないよねぇ……ねえベアくん」

　ベアくんは、ほのかが胸に抱いているぬいぐるみのクマの名前。そのまんまじゃないかってツッコまれそうな名前なのだが、これはほのかの命名である。

　ほのかは今まで男性と付き合ったことはあるものの、自分から本気で好きになった相手はいない。それはもしかしたら少女趣味のせいで、男性に対する理想像が高すぎるのかもしれない。本人はそんなふうには思っていないようではあるけれど。

「まあでも、平林君って思ったよりもいいヤツかもね。男性として好きになるとかは、まあ絶対にないけどねぇ、あはは。イケメンじゃないし。ねえベアくん」

　なぜかそんなことを、ほのかはずんぐりモフモフな熊に向かって語りかける。小柄なほのかが見せるそんな姿は、クリっとした小豆色の瞳、幼く可愛い顔も相まって、まさに美少女にも見える。大きな双丘だけはまるで少女っぽくないけれども。

　そう言えば──と、ふとほのかは思い出した。ルカに『私が間違ってました〜』と認めろって言われたことを。

　確かに凛太をいい人だと思ったのはルカが指摘したとおりではある。だけれども悔しすぎてルカにはそうは言わなかった。

「ねえルカたん。私が間違ってた」

　語りかけるようにそこまで言ってから、ほのかはさらに言葉を付け加える。

「……かもしれないね。もしかしたら、だけど」

　どこまでいっても強情なところは、なかなか変わらないほのかであった。











【第３章：ほのかのピンチ】
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　翌日──

　転勤二日目だ。

　朝出勤すると、愛あい堂どうさんから今夜の予定を聞かれた。独身男の一人暮らしで、予定なんかあるわけもない。

　そう言うと、愛堂さんは今夜みんなで俺の歓迎会をしてくれると言った。

　会社で転勤があると、歓迎会があるのは常識ではある。

　常識ではあるんだけど……

　女性三人と飲み会だなんて、ちゃんと話題が続くだろうか……

　不安しかないのだけれども、もちろん俺は「了解」と愛堂さんに笑顔で答えた。俺のためにわざわざ歓迎会をしてくれるのだからそれが礼儀だ。

　そして業務が始まって、俺は神じん宮ぐう寺じ所長から、取り引きが薄い顧客企業のリストを手渡された。俺はその企業リストを元に、転勤してきた挨拶も兼ねて、今日から継続して訪問活動をすることになった。





＊＊＊






　俺が企業回りをして、夕方にオフィスに戻ると、愛堂さんが一人で仕事をしていた。

「他の二人は？」

「所長もほのかさんも、企業回りに出られてます」

「そっか」

　俺は自分のデスクに座り、パソコンに向かって今日の訪問企業の報告書を打ち始めた。向かい側のデスクでは、愛堂さんが熱心にパソコンで資料作りをしている。

　しばらくするとトゥルルルと電話が鳴って、愛堂さんが受話器を取った。

「あっ、はい……　申し訳ございません。はい……あいにく小こ酒さか井いは外出しておりまして。はい……すぐに連絡を取らせていただきます。はい……本当に申し訳ございません」

　愛堂さんは青い顔で、電話機に向かってペコペコと何度も頭を下げている。どうやらクレームの電話のようだ。

「どうしたの？」

　俺は愛堂さんが電話を切るのを待って、声をかけた。

　話を聞くと、小酒井さんが担当している企業、志し水みず物産からの電話だったようだ。小酒井さんが今日の午前中には届けると言っていた書類が、まだ届かないとのこと。先方さんとしては、その書類を今日の十七時までに社内で回さないといけないので困っているらしい。

　愛堂さんは小酒井さんのケータイに電話をかけるが、留守電になって電話に出ない。今日のスケジュールをホワイトボードで見ると、小酒井さんはちょうど今の時間は新規開拓企業との商談中だ。

「しばらく折り返しがないかも……」

　愛堂さんは不安そうに顔を曇らせた。

　時計を見ると十六時だ。十七時にはあと一時間しかない。

「あっ、その書類……ここにありますね」

　小酒井さんのデスクの上に、先方企業が言ってた書類が置かれているのを愛堂さんが見つけた。中身を確認すると書類は全部揃そろっていて、先方に届ければいいだけだとわかった。

「志水物産ってどこにあるの？」

「えっと……車で三十分くらいのところです」

　三十分かかるのか。もしもすぐに小酒井さんに連絡が取れたとしても……

　彼女が一旦戻ってきて、それから届けに行くとなると、間に合わない可能性が高い。

「愛堂さん。俺が代わりに届けに行くよ。先方の住所を教えて」

「あ……ありがとうございます、平林さん。住所はここです。相手の担当者は氷ひ川かわさんって言う、総務課の女性の方です。あ、氷川さんってかなり気難しい人だってほのか先輩が言ってたから、気をつけてくださいね」

「わかった、ありがとう。じゃあ行ってくる。先方さんには、代わりの者が書類を届けに行くって電話しといて」

「はい、わかりました。お気をつけて」

　愛堂さんはホッとした表情を浮かべて、書類が入った会社の封筒を大事そうに両手で差し出した。俺は書類を受け取ってオフィスを飛び出した。そして営業車で志水物産の事務所に向かう。





＊＊＊






「大変申し訳ございませんでした！　リクアドの平ひら林ばやしと申します。小酒井が外出中で連絡が取れませんので、代わりに書類をお持ちしました！」

　受付のところで待っていると、氷川さんが出てきてくれた。俺は氷川さんの顔を見るなり、九十度のお辞儀をしてお詫わびをした。

　氷川さんは、俺よりもちょっと年上って感じの綺き麗れいな人だ。

　長いストレートの黒髪は艶々して、しっかりとヘアケアをしているのがわかる。会社の制服もしわ一つなく、細型の赤ぶち眼鏡も相まって、かなりキッチリした性格の人に見える。

　そんな氷川さんはきりっとした顔つきの美人なのだが、かなり憮ぶ然ぜんとした表情で、はっきり言って怖い。気難しい人だってルカが言ってたし。

「ちょっと確認します」

　氷川さんは凍いてつく声でそう言って封筒の中の書類を確認した。表情は相変わらず憮然としたままで、正直言ってビビる。

「書類はこれで大丈夫です」

　氷川さんは少しホッとしたのか、憮然とした表情は少し和らいだ。ちゃんと書類を届けることができてとりあえずは良かった。

　だけど氷川さんはまだ無表情。眼鏡美人の無表情は、なぜにこんなに怖いのだろうか？　まだ怒っているとしたら、これはまずい。なんとかしなきゃ。

「本当に申し訳ございませんでした。小酒井も忙しくて、ついうっかりしてたのだと思います。私は昨日から志水営業所に転勤してきました平林と申します」

「平林さん……」

「はい。今後は小酒井と一緒に、私もしっかりと仕事をしていきます。御社のことは、私も小酒井と一緒に担当するつもりで、間違いのないようにしっかりと小酒井をフォローしますので、今後とも小酒井のことは、ぜひともよろしくお願いします！」

　この会社は、小酒井さんの大の得意先と聞いている。万が一担当者を替えてくれなんて言われたら、小酒井さんにとっては大打撃だ。なんとしてでも、小酒井さんが氷川さんに嫌われないようにしたい。だから俺は必死になって、深く頭を下げて氷川さんにお願いをした。

　すると、氷川さんはとても意外なことを言った。

「平林さんは、小酒井さんの上司なのですか？」

「あ、いいえ。小酒井と私は同期です」

「小酒井さんと同期ですか……」

　氷川さんは驚いたような顔をした。なんでだろ？

[image: ]

「必死になって小酒井さんをフォローするから、平林さんはてっきり上司の方だと思いました。違うんですね」

「あ、はい」

「平林さんは、昨日転勤してきたばかりだっておっしゃいましたよね？」

「はい、そうです」

「まだ出会ったばかりの同僚のために、上司でもない平林さんが、なぜそんなに必死にフォローなさるんですか？」

「いや、あの……小酒井は、縁あって同じ職場で仕事をする仲間です。その仲間が御社にご迷惑をおかけしました。だから小酒井のためというか、御社のために、小酒井をフォローして、一緒になってがんばりたいと思ったんです」

「へぇ……」

　氷川さんの表情が急に緩んだ。

　すごく感心したような声を出して、笑みを浮かべてる。俺もホッとする。

「ラグビーみたいですね。ＯＮＥ ｆｏｒ ＡＬＬ、ＡＬＬ ｆｏｒ ＯＮＥ……ですか。一人は全員のため、全員は一人のため……でしたっけ？」

「いや、そんなカッコいいものじゃないです。それに私はラグビーじゃなくてサッカー部出身ですし」

「平林さんって、サッカー部出身ですか!?」

　場を少しでも和ませるつもりで言ったサッカー部という言葉に、意外なくらい氷川さんが食いついてきた。彼女は眼鏡越しでもわかるくらい、目を大きく見開いて驚いている。

　サッカー部出身ってそんなに珍しいかな？

　いや、カバディ部出身ってなら、そんなリアクションもわかるけど。サッカー部出身なんて山ほどいるだろうに。

　──あ、ちなみにカバディって、攻撃する時に『カバディ、カバディ、カバディ……』と発声し続けないといけないっていう、インド発祥のあのスポーツだ。

「あ、はいサッカー部出身です。中学と高校までですけど」

「もしかして……志水東高校だった……とか？」

「えっ？　そうです……けど。なんで氷川さん、ご存じなんですか？」

「あ、私、志水南高校サッカー部のマネージャーをしてたんですよ。それで東高校と試合した時、なんだかすっごく熱心な選手がいるなぁって思って、印象に残ってるんですよ。そう言えば平林さん、あの時の選手に似てるなって思って」

「あ、それ、私かもしれません。南高との試合には何度も出たことありますし」

　なんと。

　なんという偶然。

　あ、いや、でも……俺の出身高校はここと同じ志水市内だ。地方都市のことだし、同世代ならどこかでつながっていることもよくある話だ。

　よくよく聞くと、氷川さんは俺の二つ年上だった。つまり俺が高校一年で出た試合で、氷川さんは対戦相手のマネージャーを務める三年生だったということだ。

　そのことがわかって、俺と氷川さんは一気に打ち解けた。

「あの時も、ちょっと不器用だけどすごく熱心な人だって思ってたのよ。それは今も変わってないってことね」

「あはは。そう言われると、ちょっと恥ずかしいですね。成長がないって言うか」

「そんなことない。いいところは、変わらない方がいいでしょ」

「ありがとうございます」

「平林さん。小酒井さんのことは安心してください。担当者を代えてくれなんて、絶対に言いませんから」

「あ、ありがとうございます！」

　良かった。そう言ってもらえて、ホントに良かった……

「でもいいなぁ、小酒井さん」

「えっ？　何がですか？」

「平林さんみたいな同期がいて羨ましい」

「そんなことないですよ。きっと彼女は、僕のことを疎うとましがってると思いますよ」

「そうなんですか!?　なんてもったいない。なんで？」

「あ、いや……僕にもよくわかりませんが……仕事のことで気になった点を正直に彼女に指摘したりするから……ですかね？」

「ふぅーん、なるほど。でもさっきの平林さんの態度を見てると、それは本気で小酒井さんのことを思いやってるからでしょ？」

「まあ僕は、そのつもりなんですけどね」

「じゃあ、いいじゃないですか。平林さんは話し方もお顔も優しいし、きっと小酒井さんに通じますよ」

　氷川さんはありがたいことを言ってくれる。

　そうなったらいいんだが。

「そ……そうですね………」

「はい。私はそう思いますよ」

「ありがとうございます」

「それでも、もしも小酒井さんがわかってくれないなら、ぜひ平林さん。転職して、私の同僚になってくださいよ」

「えっ……？」

「私が仕事に厳しすぎるのか、私の周りの人は表面的に接するだけで、平林さんみたいに一生懸命私のためにやってくれる人はいませんから……」

　氷川さんは傍はた目めから見てもわかるくらいがっくりと肩を落として、『はぁ〜』とため息をついた。ちょっと寂しそうだ。氷川さんって美人だけど、それが余計に取っ付きにくさに繫つながってるのかもしれない。

「氷川さん……」

「あ……転職の話はもちろん冗談ですよ。会ったばかりの平林さんに、こんな話をすみません。平林さんは誠実そうだし、こんな話も聞いてもらえるような気がして、ついつい」

「あ、いえ。大丈夫です。僕なんかでよければ、いつでもお話をお聞きしますよ」

「ありがとうございます」

　夜空を彩いろどる花火のように、氷川さんの表情がぱあっと明るくなった。笑うとやはり相当可か愛わいい。

　この人も、色々と苦労してるんだな。仕事には厳しいんだろうけど、ホントは優しくていい人なんだって気がする。

「ところで平林さんは、彼女はいらっしゃるんですか？」

「えっ……？」

「あ、いえ……彼女を置いて転勤してきたなら、大変だろうなぁ……って思って」

　ああ、そういうことか。いきなり彼女いるかなんて訊きかれたからびっくりした。

「いや、大丈夫です。いませんから」

「でも平林さんなら、きっとすぐに素敵な彼女ができますよね、きっと」

　彼女いない歴イコール年齢の俺を捕まえて、そんなことを言ってくれるなんて。氷川さんはなんていい人なんだろう。でもそんな社交辞令を言わせるなんて、気を遣わせてるなぁ。

「そんなことないですよ。氷川さんこそ、素敵な彼氏さんがいらっしゃるんでしょ？」

「へっ……？　ななな何を言ってるんですか平林さんっ！　そんな人、いませんよぉ！　もぉ、平林さんったら！」

　真っ赤になった氷川さんに肩をバシンと叩たたかれた。結構痛かった。

　クールな人かと思ったけど、なかなかフレンドリーな人だな。

「なに言ってんすか氷川さん。そんなに美人なのに」

　氷川さんのフレンドリーさにつられて、そんなことを言いながら、ついつい俺も氷川さんの肩を軽くポンと叩いた。

　冷静に考えれば取引先の女性にそんな言動をするのは、今どきはセクハラと言われるリスクもある。だけども氷川さんの方から俺のプライベートな話を出したし、かなりフレンドリーになった雰囲気からついそんな話をした。

　その時突然、後ろから女性の大きな声が響いた。

「ななな何をやってるの平林君っ！　ひ、氷川さん！　ウチの平林が失礼なことをしまして、大変申し訳ありません！　なにとぞお許しをっ!!」

　振り向くと、そこには両手を前に出して大仰にお辞儀をする小酒井さんがいた。顔は青ざめているし、まるで「ははぁぁぁ〜」って声が聞こえてきそうだ。お奉行様にひれ伏す悪代官かよ。

「あ、小酒井さん、大丈夫ですよ。平林さんは何も失礼なことをしてませんから。二人で楽しくお喋しゃべりしていただけです」

「へっ……？」

　小酒井さんは、今度は美女が台無しなくらい間の抜けた顔になった。目まぐるしく表情が変わる人だなぁ。

「実はさっきまでね、私も怒ってたんだけど。平林さんのおかげで、こんな感じになっちゃいました」

　氷川さんは肩をすぼめて、えへっと舌を出した。クールな美人が見せるこんな仕草は超絶可愛いのだと、俺は人生で初めて気づいた。

　今までそんな可愛い生き物は見たことがない。

「あの……氷川さん。いったいなにが……」

　啞あ然ぜんとしてる小酒井さんに、氷川さんが経緯を説明してくれた。しかも俺のセリフまで忠実に再現しての説明だったから、超絶恥ずかしかった。




「──というわけです。小酒井さん、良いお仲間を持ちましたね」

「は……はぁ。ありがとうございます」

「それにしても羨ましいです。小酒井さんって、愛されてますね」

「へっ……？　あ、あい……あい……愛されてるぅっ!?」

　さすがに俺もその言葉には驚いたけど、小酒井さんはもっと驚いたみたいで、顔を真っ赤にしてワタワタしてる。

「ええ。仲間としてね」

「あ……ああ。な、仲間ですね……」

「はい」

　氷川さんはプッと吹き出すのを堪こらえながら、笑顔で小酒井さんを見つめた。

　そうだな。仲間として愛してるというなら、まあ俺も異論はない。

「ベストパートナー、って感じがしますよ、小酒井さん」

「あ、ありがとうございます」

「では小酒井さん、平林さん。私はいただいた書類の処理があるので、仕事に戻らせていただきますね」

「あ、氷川さん！　あたしのミスでご迷惑をおかけして、ホントにすみませんでした」

「あ、いえ、小酒井さん。今後はしっかりとお願いしますよ。これからもよろしくお願いします」

　氷川さんがペコリと頭を下げたのを見て、小酒井さんは深々と頭を下げた。氷川さんは穏やかな表情になってるし、ひと安心だ。




　志水物産の事務所を出て、駐車場で車に乗る前に小酒井さんが声をかけてきた。

「平林君、ホントにありがと。書類の提出は来週だって勘違いしてた……」

「いやいや。俺だってミスするし、こんな時はお互い様だよ」

「でも平林君が迷うことなく、すぐに飛んで出てくれたってルカたんに聞いたし……感謝してる。しかもあの怖い氷川さんとあんなに仲良くなってるなんて、アンタいったいどんな魔法を使ったの？」

「いや、魔法なんてなんにも。氷川さんが説明してくれたとおりだよ。俺はとにかく一生懸命謝っただけだし」

「ふぅーん……」

　小酒井さんは、ちょっと納得したようなしないような複雑な顔つきだ。そんなジト目で見ないでくれ。それが事実なんだから、俺はそう言うしかないんだ。

「まあ氷川さんにはベストパートナーだなんて言われたし、これからも小酒井さんよろしくね」

「べ、ベストパートナー……確かに、そう言ってたよね氷川さん。あはは……平林君とあたしがベストパートナーだって？　お、おかしい……よねぇ……？」

　ん？　小酒井さんは、そんなふうに言われるのが嫌なのかな？

　いや……そんな感じでもないな。ちょっと上目遣いだし、今のはなんだか探るような言い方だ。

「あ、俺はそう思ってるんだけど。ダメか？」

「へっ……？　あ、いや……べべ別にぃ。ダメとかじゃないけど……　だって実際に、今回も平林君に助けられた訳だし？」

「そっか。じゃ、俺たちはベストパートナーということで」

　ちょっと冗談のつもりもあって、そう言った。そしたらなぜか小酒井さんは突然あわあわし始めた。栗くり色いろのゆるふわヘアを揺らしながら、小豆色の瞳がゆらゆらと揺れている。

「平林君は、あ、あたしをベストパートナーってことにしたいわけね。あははー　いきなり惚ほれられても困るんだけどぉ」

「はっ？」

　なんの話だよ？　なに言ってんだコイツ？　惚れるってなんだよ？

　氷川さんも、仲間としてだって言ってたじゃないか。

「そそそそ、そうね。ひら、ひら……平林君がどうしてもって言うならあたしとベストパートナーってことにしといてあげてもいいんだけどぉ？」

　なんかよくわからんけど。いきなり上から目線になってるし。でもあわあわしてる小酒井さんが面白いし、話に乗っかってみるか。

「ああ。じゃあ、どうしても、ってことで。ひとつよろしく」

「そ、そうなんだね。ひら、ひら……ひらりんがそう言うなら、そうしといてあげる」

「うん」

　ん……？　ひらりん？

　俺は今までも多くの友人にひらりんと呼ばれてきた。きっと呼びやすいんだろな。小酒井さんも親しみを込めて言ってくれてるんだろうし、まあいっか。

　でもこんなに焦あせってあわあわしてる小酒井さんは初めて見た。ずっととんがったキャラだったからなんだか新鮮だ。

「小酒井さんが俺をひらりんって呼んでくれるなら、俺はなんて呼んだらいい？　ほのちゃん、とか？」

「ほのちゃん……？　それはヤダ。麗れい華か所長に呼ばれてるみたいだし」

「じゃあ、やっぱりほのか、か？」

　小酒井さんがあまりにもあわあわしてるもんで、面白くて完全に冗談のつもりでそんなことを言った。

「ふぇっ!?　なな、なんでアンタがあたしをいきなり呼び捨てにするのよっ!?　ひらりんのくせに！」

　なんなんだよ、ひらりんのくせにって？

　──あ、怒らせたかな？　さすがに失礼だったか。冗談がすぎたかな。

「いや、あの……親しみを込めたつもりなんだけど……ごめん」

　でもやっぱり名前の呼び捨てなんて、いくら冗談だとしてもちょっと調子に乗りすぎたか。小酒井さんは気分を害したに違いない。反省だ。いや猛省だ。

　──ん？

　気分を害したというか……小酒井さんは顔中真っ赤じゃんか。大丈夫か？　風邪ひいて熱でも出てるのかな？　もしそうなら大変だ。こんな所で立ち話をしている場合じゃない。

「小酒井さん、体調は大丈夫か？」

「へっ？　な、なんの話？　全然大丈夫だけど？」

　いや。きっと俺に心配をかけまいとして、何でもないフリをしているのだろう。こんなに顔が真っ赤なのは、やっぱり熱があるに違いない。

「無理すんなよ」

　俺は右手のひらを、小酒井さんの額にぴとっと当てた。

　ん……やっぱり熱い。

「ひゃぅっ……？」
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　今までキョドってあわあわしていた小酒井さんの動きが、電池が切れたようにピタッと止まった。そして潤んだ瞳で俺を見つめている。

　あれ？　これって、もしかして照れてるとか？　いや、小酒井さんの今までの俺に対する言動を考えたらそれはない。そんな勘違いをするなよ俺。

「おいお前、やっぱり熱があるんじゃないか？」

　小酒井さんの額はかなり熱を帯びている。瞳が潤んでいるのもきっと熱のせいだ。こりゃまずい。本格的に発熱しているようだ。

「あの……お前じゃなくて、ほのかだし」

「はい？」

　こんな時に、コイツは何を言っているのか？　そんなこと、今はどうでもいいじゃないか。それよりも医者に連れて行かなきゃ。

　でも変に逆らって気分を害されても困るな。きっと熱のせいでおかしなことを言っているだけだろう。ここは小酒井さんの言うことに合わせて、ほのかって呼んでおくのがいいな。

「わかったよほのか」

「は、はいっ！」

　なんだ？　やたらと威勢のいい返事が返ってきた。

「熱は大丈夫か、ほのか」

「はい！」

　まただ。威勢のいい返事。ん〜、元気そうにも見えるな。

　病気なのか元気なのか、いったいどっちなんだよ？

「熱が出てるみたいだから、医者に行こうか？」

「い、いえ……だ、大丈夫！　大丈夫だから、とにかくオフィスに帰ろぉ」

「辛つらいなら遠慮するなよ？　ホントに医者に行かなくていいのか？」

「うん、いい！　大丈夫だから。ホントに大丈夫だから。会社に戻らなきゃ！」

「あ……ああ。そう言うならわかったよ。とにかく会社に帰ろう、ほのか」

「はい！」

　またもや威勢のいい返事。うーむ……ワケわからん。

　でもほのかって呼ぶと面白いリアクションをするってことはわかった。嫌がってるわけではなさそうだし面白いから、今後もほのかって呼ぶか、あはは……

　でもまあ体調は大丈夫そうだし、少しほっとした。だから一旦会社に戻ることにしよう。愛堂さんも心配して待ってるだろうから。

　そう考えて、俺たちはそれぞれの営業車に乗ってオフィスへと帰った。
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　オフィスに戻ると、予想どおり愛堂さんが心配そうな顔で出迎えてくれた。

「あ、どうでしたか？」

「あ、うん。ちゃんと謝ったら、氷川さんは許してくれたよ」

　俺はそう答えたけど、愛堂さんはまだ心配している。

「でも氷川さんって厳しい人らしいから、かなり怒られたでしょ？」

　愛堂さんが眼鏡の奥から不安そうな目をほのかに向けたら、ほのかは「あははー」と笑った。なんて能天気なヤツだ。熱が出て辛いんじゃなかったのか？

「それがね、ルカたん。あたしが着いた時には、氷川さんと平林君が和気あいあいと話してたんだよ」

「えっ……？　そうなんですか？　凄すごいですね平林さん」

　愛堂さんは美しい目を、これ以上ないくらい大きく見開いて俺を見た。

　──いや、そこまで驚かなくても……

「氷川さんって高校時代サッカー部のマネージャーだったらしくてさ。たまたま俺のことを知ってたみたいで、そのおかげなんだよ。俺が凄いとかじゃないよ」

「あ……平林さん、サッカー部でしたもんね」

「え……？」

　──あれっ？

「俺が元サッカー部だったって、愛堂さんに言ったっけ？」

「えっ？　あれれっ？　言ってませんでしたっけ？」

「いや、言った覚えがないなぁ」

「あっ、そうでしたっけ？　あっ、そうですね。今の話の流れで、そうなんだと思い込んだだけでした。ああ、それとも他の人の話と勘違いしたかな。えへへ。あはは」

　だよなぁ。愛堂さんに言った覚えはないし。

　それにしてもいつも淡々としてる愛堂さんなのに、なんかキョドってる。

「さ、サッカー部ってカッコいいですね、ひ、平林さん」

「あ、いや。世間一般的にはカッコいいのかもしれないけど、俺はそうでもなかったよ。下手くそだったし。あはは」

　高校のサッカー部ではトラブルもあったし、ちょっとしたトラウマになってる。だからあんまり高校サッカー部時代の話はしたくないんだよなぁ。

　そんなことを考えていたら、愛堂さんはおずおずと切り出した。

「あの、私……　サッカー大好きなんですよ」

「あ、そうなの？」

　へぇ、そうなんだ……って思ってたら、ほのかも意外そうな声を出した。

「へぇ、ルカたん、サッカー好きなんだ。初めて聞いたよ」

「ですね。ここは女子ばっかだから、皆さんあんまり興味はないかと」

「うん、まったく興味ない！」

　ニッコリ笑顔でばっさり切り捨てるのかよ、ほのかさんよ。

　それにしても愛堂さんがサッカー好きだなんて意外だ。そんなに活発な感じじゃないし、インドア派かと思ってた。

「まあサッカー大好きって言っても、観みるだけですけどね」

「そうなんだ」

「はい」

　愛堂さんは嬉うれしそうに、なぜかちょっとはにかんだ。

「はい、平林君、コーヒー」

「えっ？」

　突然のほのかの声に振り向くと、俺のデスクにコーヒーを置いてくれている。さっきから少し離れた所でなにかガチャガチャやってると思ったら、インスタントコーヒーを入れてたのか。

「あっ、ありがとう」

「えっ……？　どっ、どうしたんですか、ほのか先輩？」

「なにが？」

「だっ、だって……ほのか先輩が男の人にコーヒー入れるなんて、初めて見ました。明日は嵐になりますね。いえ、地球丸ごと氷河期に突入するかも」

「あっ、いやっ、あのっ……ななな何を言ってるのかな、ルカたんはっ!?　あ、あたしだって、たまにはコーヒーくらい入れるって！　たまたまルカたんが見てないだけだから」

「そうですかぁ……？」

　愛堂さんにジト目を突き刺されてほのかが焦ってる。後輩に対してタジタジだな。ほのかってすっごく気が強くて物おじしないタイプかと思ったけど、そうでもないみたいだ。案外気が弱くて優しいのかもしれない。

「そ、そうだよっ！　あっ……って言うか、これは平林君が、あたしの代わりに謝りに行ってくれたお礼だから」

　なるほど、そうだったのか。ほのかは律りち儀ぎないいヤツだな。

「ありがとう小酒井さん。いただくよ」

「あ、うん……」

　俺が感心してじっと見つめてたら、なぜかほのかは小さな肩をぴくっと震わせた。そして恥ずかしそうに視線を逸そらせた。

　うーん、よくわからんな。律儀にコーヒーを入れたことをルカにツッコまれたくらいで、そんなに照れるか？

　まあ、普段は傍若無人なヤツだからなぁ。そんな『いい人モード』を周りに見られるのは、きっと恥ずかしいんだろうな。

　──俺は、そう得心した。
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「ただいま」

「あ、お帰りなさい」

　しばらくすると神宮寺所長が帰ってきた。すぐに愛堂さんが声をかけたけど、所長は固い表情で、なんだか機嫌が悪そうだ。どうしたんだろ？

「ちょっとほのちゃん、いいかな」

「ふゎーい」

　席に着いた途端、所長がぶっきら棒な口調でほのかを呼んだ。ほのかは席を立って、所長席の横に移動する。

「これ、直近のほのちゃんの営業成績だけど、目標に全然届いてないよね？」

「あ、はい……」

　所長はいきなり厳しい表情でほのかを睨にらんだ。元々ちょっと猫目がちな美しい目が、キッと鋭くなってて怖い。さっきは『ふゎーい』なんて言いながら所長に近寄ったほのかも、さすがに顔がきゅっと引き締まった。

「どうするつもり？」

「ら、来月がんばります……」

「ほのちゃん、先月も同じことを言ってたよね？」

「は……はい」

「じゃあ来月はどうするつもり？」

「あの……えっと……」

　ありゃりゃ。いつもは強気なほのかがテンパっちゃってるよ。顔つきも姿勢もガチガチだ。

　詳しい状況はわからない。だけどそう言えば、転勤前に営業部長も確かこんなことを言ってたのを思い出した。志水営業所は優秀な人材が揃そろってるけど、業績が低迷してるって。

「あの、神宮寺所長、ちょっといいですか？」

「なに、平林君？」

　所長の美しくも厳しい目が、今度は俺をキッと睨みつけた。怖ぇ……

「俺もこれから成績を挙げていかなきゃいけませんし、一度小酒井さんと今の状況を打ち合わせして、今後どういう動きをするか、二人で考えてさせてもらえませんか？」

「えっ……？」

　所長の驚いた顔。さすがモデルのような容姿の所長だ。驚いた顔も美しい。

「そうだよ所長！　それがいい！　そうしましょー」

　さっきまでガッチガチに固まってたはずのほのかが、横で急にキャピキャピした声を上げた。コイツ……ホントにちゃんとやる気があるのかよ？

　──ほのかと二人で考えるなんて言ったけど、ちょっと不安が湧いてきた……

「まあそうね。自分たちで考えて行動するのは大事だからそれでいいわ。二人で考えた結果を報告してちょうだい」

「ありがとうございます、神宮寺所長」

「りょーかいですっ！　所長ぉ！　任せてくださいっ！」

　俺が頭を下げる横で、なぜかほのかは腰に手を当てて偉そうにしてやがる。胸を張るもんだから、大きな二つの果実がプルンと揺れてる……

　あ、いや。そんなことはどうでもいいんだ。それよりも、なぜにそんな自信満々な態度なんだ？　まだ何も始まってないのに。

　ほのかは突然腰を折って所長にグイッと顔を近づけた。

「ところで所長ぉ」

「なに？」

「なにか嫌なことでもあったの？」

「はっ？」

「だって所長、いつもと違って機嫌悪いんだもん。絶対何か嫌なことがあったんでしょ？」

　うっわ。所長に向かって、なんてフレンドリーなんだよ？　さっきまで叱られてしょぼんとしてたくせに、なんと早い立ち直り。コイツ、ある意味凄いヤツだな。

「いや別に、嫌なことなんて……」

「あっ、わかった！　今日おっきな商談があるって言ってたでしょ？　それがうまくいかなかったんだねぇ？」

「あ、いえ……う、うん。そうよ」

「やっぱドンピシャ！」

「こら、ほのちゃん！　私は機嫌が悪くてほのちゃんを叱ったんじゃないからね。ほのちゃんが先月から全然行動が変わってないから言ってるのよ」

「はいはい、それはわかってます！」

「ホントにわかってんのかしら……」

　所長は綺き麗れいな形の眉毛をハの字にして「はぁ〜」とため息をついてる。まあでも本気で呆あきれてるわけじゃなさそうだ。この二人、それなりの信頼感があるんだろうな。

「じゃあ麗華所長。気分転換のために、今日はもう早めに仕事を切り上げて、平林君の歓迎会に行こ！」

「なに言ってんの？　仕事をちゃんと終えてから！」

「あ……ふぁーい……」

　所長にピシャッと言われて、さすがにほのかもしゅんとした。相変わらず目まぐるしく表情が変わるヤツだ。今までは『なんかよくわからんヤツ』という印象だったけど、段々と俺も慣れてきたのか、そんなほのかの態度もちょっと可か愛わいく見えたりする。

　──いや、こんな気まぐれな態度が可愛く見えるなんて、俺やべぇな。気をつけよ。




　それから俺たちは今日の残務処理をした。そしていよいよ俺の歓迎会に向かう。

　それにしても──こんな個性的な女子三人に囲まれた飲み会なんて、無事に終われるのだろうか……

　俺は一抹の不安を抱えたまま、歓迎会へと向かった。











【第４章：凛りん太た、歓迎される】
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　歓迎会会場に着いて驚いた。

　そこは駅前にある、お洒しゃ落れなイタリアンレストランだった。店内の壁は白い手塗りの漆しっ喰くいだし、インテリアは幾何学的なデザインで、きっと高級なイタリア製なんだろうなって感じ。

　まあ俺はインテリアとか詳しくないからあくまでイメージなんだけど。だってイタリア料理店なんだから、って理由だけだ。

「へぇ〜！　お洒落な店だなぁ……」

　店内を眺めて俺が呟つぶやくと、横で愛あい堂どうさんが口に手を当てて、くすりと小さく笑った。

　俺の認識では会社の飲み会なんてチェーン店の居酒屋が定番だ。お洒落な店で飲み会なんてやったことがない。

　ほのかはジト目で睨んでくる。

「ここは田舎だと思って馬鹿にしてるんでしょ？　この町にもお洒落なレストランくらいあるって」

「いや、そうじゃなくて。俺の歓迎会なんて、居酒屋だと思ってたからさ」

「いえいえ。平ひら林ばやしさんの歓迎会だからこそ、良いお店をチョイスさせていただきましたよ」

　アフターファイブということで眼鏡を外している愛堂さんは、鶯うぐいす色いろの綺麗な瞳を俺に向けた。そんなふうに言ってくれるなんて、嬉うれしいじゃないか。

「ありがとう」

「いえ、どういたしまして」

　料理もコースを頼んでくれてあるらしい。こんなお洒落な店で女性三人との歓迎会だから、きっと落ち着いた雰囲気での歓迎会になるんだろうなぁ。




　──なんて考えていた俺が甘かった。

　乾杯の後、最初こそ全員の軽い自己紹介で始まったものの、お酒が届くと三人ともグイグイ飲み始めた。

　俺はとりあえずビールでスタートしたけど、神じん宮ぐう寺じ所長は甘めのカクテル、ほのかはワイン、愛堂さんはウイスキーと、それぞれお好みの酒を一杯目から飲んでいる。そして俺のことなんかそっちのけで、グルメやファッション、ドラマやらの女子トークを三人で、侃かん々かん諤がく々がくとやっている。

　眼鏡を外した愛堂さんは美少女オーラ満開だし、ほのかはいつもどおり天てん真しん爛らん漫まんな女の子って感じ。きっちりしているイメージの所長は、きっちりと紺のスーツの上着を着たまま飲んでて、やっぱりきっちりとした感じなんだけど……

　それでもやはり飲み会。美味おいしいモノを口にすると、モデルばりの美形な顔が楽しそうに緩んでくる。

「このバーニャカウダー美味しいですね」

「だねぇー！　ヘルシーに野菜を美味しくいただく。サイコぉー！」

「ほのちゃん、ルカちゃん。こっちの生ハムもすっごく美味しいわよ！」

　俺は圧倒されて、チビチビとビールを飲みながら、会話をしている彼女たちを横から呆ぼう然ぜんと眺めるしかなかった。

　わいわいキャイキャイ。女子会のような俺の歓迎会がしばらく進んだ頃、愛堂さんが立ち上がった。

「あ、ちょっと私、トイレ行ってきます」

「ルカたん待ってぇ。あたしも行く〜」

　愛堂さんを追いかけてほのかが席を立った後、所長が俺に目を向けた。

「あ……平林君」

　いや、まるで今まで気づいてなかったような顔はやめてもらいたい。俺はずっとここにいますけどー

　──と言いたいのを我慢して、「はい」と答えた。

「それにしても皆さん、すごく飲みますね。いつもこんな感じなんですか？」

「まあみんなお酒は好きだからね。でも今日は、いつもよりみんなハイペースね。平林君がいるからじゃない？」

「え？　なんで俺がいたらハイペースなんですか？」

「さあ……？　楽しいからじゃない？」

　え？　なんで？　俺がいるからみんなが楽しいなんてあり得ないでしょ。だって俺は完全に蚊か帳やの外で、全然会話に参加すらしてないんだし。まあ所長の冗談なんだろな。

「ところで平林君。ひとつだけ忠告しとくわ」

「えっ……な、なんですか？」

　所長に切れ長の美しい目を細めて睨にらまれた。目の周りはほんのり赤くなっている。所長も既に酔いが回ってるみたいだ。モデルのような綺麗な顔が火ほ照てってるのは、とても色っぽいんだけど……そんなに睨みつけて忠告だなんて恐ろしすぎる。

「この営業所には私は別として、可愛い女の子が二人もいるからってね。いい加減な気持ちでほのちゃんやルカちゃんに手を出したら、私が承知しないからね！」

「あ、もちろんわかってます！　そんなことは絶対にしません！」

　俺はなんの曇りもなく即答した。俺は女好きじゃないから、そんないい加減な気持ちで手を出すなんてあり得ない。

　……ってか、ここの女性陣はレベルが高すぎて、俺が手を出すなんて不可能でしょ！

「真面目で真剣に付き合うことは、もちろんありだけどね。二人ともとても可愛くていい子だから」

　真剣に付き合うなら、ありなんだな……

　──あ、いや、だからですね。みんなあれだけの美人揃ぞろいだし、俺みたいに特にイケメンじゃない男は相手にされないでしょうに。何を言ってんだ、神宮寺所長は。

「所長。そんな心配はご無用です。俺なんかモテないし、付き合うなんてあり得ません」

「そんなのわからないでしょ。女の子が二人もいれば、もしかしたら気が合うことがあるかもしれないし」

「あ……いえ。確かにここには所長も含めて、素敵な女性が三人もいらっしゃいますけど……」

「私は含めなくていいから」

　ありゃ。神宮寺所長にぴしゃりと言われた。怖い……

　他の二人のことばかり素敵って言うのは所長に失礼かと思って、あえてそう口に出したんだが……

　おべっかじゃなくて、実際に所長もとても素敵な女性だ。でも所長みたいなレベルの高い大人な女性を、俺が付き合う対象の話題に含めたら確かに失礼だったな。

　──俺の気配りが足りなかったよ。

「大変失礼なことを申し上げまして、申し訳ございませんでした」

　俺は深々と頭を下げた。

「あっ、いえ、平林君。そんなにかしこまらなくても……」

　所長はちょっと焦あせった感じで、俺の肩に手を乗せた。

「別に失礼なことなんて思ってないから。逆に平林君にとっては私なんか恋愛対象になり得ないのに、上司だからって気を遣ってるんでしょ？　私にそんな気を遣わなくていいわよ」

「え……？」

　この人……他人に厳しくて、プライドが高い人なのだと思ってたけど。これだけの美人なら『私をあなたの恋愛対象になんか入れないで』って思っても不思議じゃない。それを俺に気遣ってこんな言い方をしてくれてるんだ。

　なんて優しくて心配りに溢あふれた人だ。モデルのように美人で、しかも気配りができるなんて凄すごい。さすが大人の女って感じだ。

　俺はあまりに感心して、つい無意識に神宮寺所長の整った顔を見つめていた。

「ど、どうしたのかな、平林君。な、なにか私の顔についてる？　ちょっと照れるんだけど？」

　所長はちょっと焦ってキョトキョト視線が泳いでる。

「えっ……？　あ、すみません。お気遣いありがとうございます。所長から見て俺なんか、恋愛対象にならないことなんてわかってます。でもそういうことは関係なく、所長が素敵な女性だと思うのはそのとおりですから」

「へっ……？　あ、あの……ありがとう。ひ、平林君は上司にゴマをするタイプなのかな？」

「えっ？　ゴマ？　あ、いえ。ゴマなんか全然すらないタイプです！」

　それはまったく噓うそ偽りのない言葉だ。上司であろうとなかろうと、その人のいいと思ったところはできるだけ口に出して伝えようと思っている。だけど思ってもいないことを言ってゴマをするなんて俺は嫌いだ。

　俺がずっと真顔でいるのがそんなにおかしかったのか、神宮寺所長は口に手を当てて突然クスッと笑った。整った顔から漏れた突然の笑みに、俺はドキッとした。

「噓はないようね。平林君、君ってなかなか面白いね。真面目で誠実なところは伝わってきたよ」

「は、はぁ……ありがとうございます」

「まあここは女性ばかりの営業所だし、いい加減な男性に来られると困るからね。真面目で信頼できる人を来させてくださいって、人事にお願いしたのよ。それで選ばれたのがキミ」

「そ……そうなんですか？」

　そんな基準で俺が選ばれたのか。

　まあ自分では、自分を真面目で誠実なタイプだと思ってはいるが、会社の人事がそういう評価をしてくれていたなんて驚きだ。それが事実なら、嬉しいことではある。

　──ん、待てよ？

　それとも……俺は女には興味がないって思われてるか、もしくは相手にされないって評価だったりして？　それなら凹へこむぞ。

「それって……俺が人畜無害だってこと……ですかね？　あはは」

「さあ、どうかな？　ふふふ。少なくともいい加減に女に手を出すようなタイプには見えないけどね」

「あ、それは間違いないです」

「私にとっては、ほのちゃんもルカちゃんも大切な部下だからね。そしてもちろん平林君も昨日から私の大切な部下。だから君にも変なことにはなってほしくないわけよ」

「あ、ありがとうございます所長。もちろんわかってます！」

　俺も大切な部下かぁ。所長はすっごく嬉しいことを言ってくれた。ホントに素敵な所長だ。

　だけどこれで、自分なんて、所長からは男としては見られないってことはわかった。所長ほど美人で仕事ができる人からそう捉えられるのは当たり前なんだけど。

　いやいや俺は今まで彼女なんかできたことがないんだもんな。所長だけでなく、女性から恋愛対象として見てもらうのはなかなか難しいのかもしれない。うーん残念だけど、それが現実ってヤツだよな。

　あ、いや。男とか女とか関係なしにがんばろうと心に誓ったではないか。そうやって日々一生懸命過ごしていたら、いずれは俺もまだ見ぬどこかの女性から、好きになってもらえる可能性だってゼロではない……はずだよな。うん、よしがんばろう。

「それにしても、神宮寺所長って、噂うわさでお聞きしていたように、やっぱりすごくキッチリされている方ですね。凄いです。尊敬します」

「えっ？　そうかしら……」

「はい。仕事の進め方もそうだし、今のお話からもそう思います。キッチリした性格なんだってことがわかります。きっとお部屋とかもすっごく綺き麗れいにされてるんだろうって想像できますよ」

「そ……そうね。仕事も私生活も、キッチリするのが社会人としては大切よ、平林君」

「はい！　自分も所長のように、公私ともにしっかりキッチリやれるようにがんばります」

「うん。期待してるわよ」

　そんな会話をしていたら、ほのかと愛堂さんがトイレから戻ってきた。ほのかは席に座りながら、俺に声をかけてくる。

「ひらり〜ん。元気ぃ〜？」

　──は？

　ほのかの顔を見ると真っ赤だし目が据わっている。確かにガバガバ飲んでたけど、さっきはそこまで酔ってるとは思わなかった。トイレに立って急に酔いが回ってきたのか？

「お、おう。元気だよ」

「そっかぁ。じゃあ、飲もっ！」

　ほのかは自分のワイングラスを片手に持って、俺の方にグイッと差し出す。俺も仕方なしにビアグラスを手にした。

「かんぷぁーいっ！」

「お、おう。乾杯！」

　グラス同士をカチンと合わせると、ほのかはなんとワインをグイッと一気飲みしやがった。

　大丈夫か、コイツ？　まさか倒れたりしないだろうな？　栗くり色いろのゆるふわな髪が乱れて、ふわっふわって感じになってるぞ。

「あ、じゃあ平林さん……私もまた乾杯、いいですか？」

　横から愛堂さんもウイスキーのグラスを差し出した。俺は今度は愛堂さんに向けてビアグラスを持った手を伸ばす。愛堂さんも顔が赤らんではいるけど、胡桃くるみ色いろのポニーテールはいつもどおりきっちり整ってるし、顔つきもしっかりしている。さすが真面目な愛堂さんだな。いや、少し目がとろんとしてるかな。

「はい、乾杯です」

「うん、乾杯」

　グラスがカチリと音を立てる。丁寧な愛堂さんらしい可か愛わいらしい乾杯だ。

「こらぁ〜　ひらりん、飲んでるかぁ〜？」

　真っ赤な顔のほのかが絡からんできた。

　とほほ。コイツ、質たちの悪い酔っ払いオヤジかよ……

「あ、ああ、飲んでるよ。ほのかは飲み過ぎじゃないのか？　大丈夫か？」

「あたしはこう見えて、お酒には強いから大丈夫なのだぁ〜」

　ホントかよ？　ちょっと心配だぞ。

「あの……ほのか先輩？」

「ん？　なに、ルカたん？」

「ほのか先輩、平林さんをひらりんって呼んでますよね。なんで？」

「なに言ってんのぉ、ルカたん。平林凛りん太たを縮めたら、ひらりんだからだよぉ」

「あ、いえ。それはわかってますけど。そういうことじゃなくて。それに平林さんも『ほのか』って呼んでるし……」

　そりゃそうだな。急に呼び方が変わったら、誰だって疑問に思うよな。オフィスではお互いに気をつけて名字で呼び合ってたけど、飲み会でほのかも俺も気を抜いてた。

「むぅぅぅ……」

　愛堂さんは、なぜか悔しげに唸うなってる。柔らかそうな眉毛のところにシワが寄っている。

　──なんでだろ？

「あ、あのさ愛堂さん……」

　俺とほのかがベストパートナーだと氷ひ川かわさんに言われた話をした。そしてここからは、若干事実とは異なるけど、こんなふうに説明をする。

「──で、俺たちは同期だしさ。お互いに気兼ねなくやれるように、フレンドリーに呼び合うことにしたんだよ」

「ふぅーん……」

　なぜか愛堂さんは横にいるほのかの方を向いて、ジト目で睨にらんでる。ほのかは「うっ」と小さく唸って、ちょっと上半身を反らせて引き気味だ。

「なんか、ほのか先輩だけ平林さんとフレンドリーって……全員がフレンドリーになった方が、営業所として良くないですか？　ねえ、麗れい華か所長」

　──へっ？　なんだって？　この人たち全員と俺がフレンドリー？　なんで？

　あ、いや。こぢんまりとした営業所だし、ほとんどが女性メンバーということを考えると……やっぱり所員全員がフレンドリーというのは大切なのかもしれない。

　愛堂さんにそんな提案を向けられた所長は、ちょっと苦笑いを浮かべた。

「それにしてもほのちゃん。あなた平林君が来る前はあんなに言ってたのに、まあ仲良くなって良かったわ」

「えっ？　あんなにって何ですか？　なにを言ってたんだ？」

　俺が来る前に何を言われてたのか、疑問に思ってほのかに目を向けた。そうしたらほのかは大きな目をくりんと見開き、ぎょっとした顔で盛大にキョドり始めた。

「わーわーわー、なんでもない、なんでもないってば！」

「あのですね平林さん。ほのか先輩が言ってたのは……」

「こらぁルカたんっ！　喋しゃべったらぶっコロす!!」

　ほのかはものすごく恐ろしい形相で、栗色のゆるふわヘアを振り乱してる。アイドルばりの可愛い顔が台無しだよ。

　喋ったらぶっ殺すって……俺はほのかに、いったい何を言われてたんだ？　ホラー映画並みに恐ろしすぎて聞くのが怖い……

「『今度来る平林さんって、いい人で仲良くなれたらいいねぇ』って、ほのか先輩は言ってたんですよ」

「へっ……？」

　なんかわからんが、ほのかはまるで時間が止まったようにピタリと固まって、きょとん顔をしている。

　もしかしたらとてつもなく酷ひどいことを言われていたのかと不安だったけど、俺も一気に気が抜けた。ほのかは俺が来る前からそんなふうに思ってくれてたんだ。やっぱコイツいいヤツだな。

「そっかぁ。ありがとうな、ほのか」

　俺がほのかに礼を言うと、横から所長が、なぜかちょっと意地悪そうな顔で口を挟んだ。

「そうそう。そう言ってたよねぇ、でもほのちゃん。あなた照れ屋だからそんなことはバラされたくないんでしょうけど……『喋ったらぶっコロす』は言いすぎじゃない？　平林君がびっくりするわよ？」

「あ、ああ……そ、そぉですわね。わ、ワタクシとしたことが……おほほほほ」

　ほのかはふわっふわになってる髪をせわしなくいじりながら、なぜか悪役令嬢みたいな口調になってる。

　正直『喋ったらぶっコロす』にはちょっとビビったけど、ほのかは照れ屋なんだな。意外だ。

　──なんて思いながらほのかを見たら、なぜか愛堂さんを刺すように睨んでいる。けれども愛堂さんはそれを横目でチラッと見ながらも、鮮やかにスルーして所長に目を向けた。さすがだ。俺なら既に視線に刺し殺されて絶命していたと思う。

「……で、麗華所長。さっきの話ですけど」

「ん？　なに、ルカちゃん。さっきの話って？」

「全員がフレンドリーに、って話ですよ」

「ああ、うん」

「私たちがあだ名で呼び合ってるように、私と所長も、平林さんとフレンドリーに呼び合うってのはどうですか？」

「わ、私も？」

「はい。平林さんを所長は『凛太君』、私は『凛太先輩』でどうでしょうか？」

「私が？　平林君を？　凛太君？」

　毅き然ぜんとしたモデルのような感じの所長に、俺が凛太君って呼ばれる？

　あ、いや……　それはないでしょ。そんな呼び方をされたら落ち着かないこと間違いなし。それに所長も、さすがに抵抗があるだろう。事実、神宮寺所長は困ったような顔で、俺と愛堂さんの顔を交互にキョトキョトと見ているし。

「あ、いえ……私は上司だし、やっぱり『平林君』が自然よね……　でもルカちゃんは『凛太先輩』でも、いいんじゃない？」

「あ、はい」

　そうだよな。それが普通だ。愛堂さんが『全員がフレンドリーに』って提案してくれたのは、俺が早くこの営業所に馴な染じめるようにって配慮だ。それは大変ありがたい。けれどもやっぱり所長の言うとおり、所長は平林君と呼ぶのが自然だろう。

　愛堂さんはなぜか緊張した面持ちで、俺を真っすぐに見ている。そして背筋をピンと伸ばして尋ねてきた。

「そうですね。わかりました。じゃあ私はこれから、平林さんのことを『凛太先輩』と呼ばせていただいてよろしいでしょうか？」

　愛堂さんがしてくれた配慮を考えれば、もちろんダメだなんて返事はできない。それに俺も、確かにここのメンバーとはできるだけ早く仲良くなりたいし。

「うん、もちろんいいよ」

「ありがとうございます。では、早速失礼いたしまして……」

　──ん？　なに？

　愛堂さんは突然目を瞑つぶった。そしてスーハースーハーと、二、三度大きく深呼吸をしている。ほのかほど大きくはないけど、形のいい胸が上下に揺れているのが思わず目に入って、なぜか俺がちょっと恥ずかしい。

　そして愛堂さんはパッと目を開けた。

「よよよ、よろしくお願いします。りりり凛太先輩っ♡」

　──あ、いや……なんと言ったらいいのか……

　普段クールな話し方の愛堂さんだから、余計にそう感じるのかもしれないけど。

　俺を呼ぶ『凛太先輩っ』のところが、特に語尾が弾はじける感じというか、今すっげぇ可愛かった。

「こ、こ、こちらこそ、よろしくね愛堂さん」

　うわ、俺も思わず嚙かんじまったよ。

「あの……凛太先輩の私への呼び方は、やっぱり『ルカ』が一番よろしいのではないでしょうか？　いかが思われますか？」

　──え？　俺が？　後輩の女の子を？　名前呼びする？

　ほのかのことを名前呼びしてるのだから、それもおかしくは……ないのかな？

　あ、いや。俺の人生史上、女子を名前呼びするなんてなかった。だから同じ職場の女子を二人とも名前呼びするなんて、果たしてそれが正解なのかどうか、今、俺の頭の中は激しく混乱している……

「だ……ダメでしょうか……？」

　愛堂さんがとても悲しそうな顔をしている。柔らかそうな眉毛が八の字になってるし、綺き麗れいな二重の目も情けない目つきになっている。

　よくわからないけど、女の子って彼氏でもない男に名前呼びされるのって抵抗があるんじゃないのかな。でも愛堂さんは営業所の一体感を考えて、そして俺が早くこの営業所に馴染めるようにと、全員がフレンドリーに呼び合おうって提案してくれてるんだ。なのに俺がそれを拒否なんかしたら、それは悲しく思うよな……。

「あ、いや、もちろんダメだなんて、まったくないよ！　逆に愛堂さんがホントは抵抗があるんじゃないのかな。俺のために無理をして、名前呼びするように言ってるんじゃないのかなって心配になってさ。思わず考え込んじゃったんだ」

「あ、いえ、凛太先輩。そんなことありません。凛太先輩にルカって呼んでいただけたら嬉うれしいです」

「えっ？」

　──嬉しいって……どういう意味？

　愛堂さんがそんなことを言うなんて俺は耳を疑った。だから思わず呆ぼう然ぜんとして、愛堂さんの顔を見つめてしまったのだが……

　愛堂さんはハッと何かに気づいたような顔になって、ぷるぷるとその整った顔を左右に振った。そして念押しをするように、ゆっくりと、言葉を確かめながら俺に語り掛けた。

「あ、凛太先輩。もちろん、みんなで、フレンドリーになったら、嬉しい、という意味ですよ」

「あ、ああ。そうだよね」

　ああ、びっくりした。一瞬、俺に名前呼びをされたら嬉しいって言ってるように聞こえた。

　いかんいかん。ここに来てから、俺は自意識過剰になっているのかもしれない。危うく勘違い男になりかけた。愛堂さんのせっかくの心遣いを、変なふうに勘違いするなよ、俺。

「わかった。じゃあそうするよ。これからもよろしくね、ルカ」

「は、はいっ！」

　なんだ？　やたらと威勢のいい言葉が返ってきた。

「これでいいかな、ルカ？」

「はい！」

　まただ。居酒屋のお兄ちゃんみたいな威勢のいい返事……

　あれ？　こんなシーン、どこかで見たことが……

　──あっ、そっか。

　初めてほのかを名前呼びした時だ。ほのかも同じように、やたらと威勢のいい返事をしていた。まさかこの営業所では、下の名前を呼ばれたら威勢よく返事をするという謎な取り決めでもあるんだろうか？

　いやそれとも、この地方独特の風習……？

　──な、はずはないよな。

　俺はこの近くの町の出身だし、高校は志し水みず市内だった。まさか俺が高校を卒業して東京の大学に行ってからたった七年で、こんな風習ができあがるはずもない。

　うーん、わからん。わからないことは訊きくのが一番だな。

「あの……ルカ？」

「は、はい！　なんでしょうか？」

「この営業所には、下の名前で呼ばれたら、そうやって威勢よく返事をしないといけないってルールがあるのか？」

「え……？」

　ルカは思いっきりきょとんとした。俺が今までの人生で見た中で、最大のきょとん顔かもしれない。

「あ、いえ……そんなのないです。もちろん、ないですよ……あはは」

「あ、そうだね。そうだよね！　そりゃそうだな、あはは……」

　やはりそんなルールはなかったか。ルカに変なことを言うなぁと思われただろうから、笑って誤魔化した。まあよくわからないままだけど、この話題はスルーしておこう。

　そう思って、俺はＪリーグの話題をルカに振った。サッカー好きだってルカが言ってたからだ。そしたら幸いルカは食いついてきて、そこからはサッカーの話で盛り上がった。

　ルカと話しながら他の二人を見たら、ほのかは興味がないからか、そのうち座ったままこっくりこっくり船を漕こぎだしたので放置しておいた。

　所長はルカが嬉しそうに俺と話すのを、楽しそうに微ほほ笑えみながら聞いている。なんだか娘を見守る母みたいだ。ルカと所長は五歳差だから母親なんて所長に失礼だけど、やっぱりこれが上司としての意識なんだろうなと感心する。

　そんな感じでルカと楽しく会話が弾んで、気がついたらあっという間に俺の歓迎会はお開きの時間を迎えていた。




　今日の飲み会の費用は、俺以外の三人が支払ってくれた。俺はもちろん払うって何度も言ったし、女性に奢おごってもらうのもなんとなくカッコ悪い気がしたんだけど……

　歓迎会や送別会は、主役は払わないのが慣例だと言われて、今日のところは皆さんにご馳ち走そうになることにした。三人の心遣いが本当に嬉しい。

　そして店から外に出たところで、突然ほのかがこんなことを言い出した。

「ねぇねぇ。ラーメン食べたぁい」

　ほのかは器と箸を持ってラーメンをすする手て真ま似ねをしている。さっきまで寝てたのに、元気なヤツだ。ちょっと眠ったおかげで元気を取り戻したか？

「あ、いいですね。私も食べたいです」

「でしょー？　所長はどうする？」

「あ、私はいいわ。これ以上食べ物は入らないし……　あなたたちだけで行ってきて。私は帰るから」

　所長は顔が真っ赤で、ちょっと足元がふらついている。結構酔ってるみたいだ。

「はぁーい。じゃあ、三人で行ってきまーす！」

　ほのかは元気に所長に手を振った。コイツの中では確かめるまでもなく、俺はラーメンメンバーに入っているみたいだ。まあラーメンは大好きだからいいけど。

　それよりも俺は、一人でふらふらとした足取りで、駅に向かって歩き出した所長が気になる。

「なあ、ほのか、ルカ。所長はかなり酔ってるみたいだけど、一人で帰らせて大丈夫か？」

「うん、大丈夫、大丈夫！　いつもよりも飲んでるみたいだけど、あれくらいなら麗華所長は大丈夫だから！　時々記憶がなくなるみたいだけど、いつもちゃーんと家に帰ってるし」

　おいおい！　時々記憶がなくなるって、ホントに大丈夫なのかよっ!?

　ほのかの能天気な返答に、俺は余計に不安になる。

　俺が心配そうな顔で所長の後ろ姿を見ていることに気づいたルカが、「大丈夫ですよ」と言った。

「所長は今までも、かなり酔うことが何度かありましたけど、今日よりも酔ってる時でもちゃんと帰っていましたし。その辺はさすがに、所長は大人の女性です。所長の住まいはここから一駅だし、駅から近くですし、大丈夫ですよ」

「そっか。まあルカがそう言うなら、大丈夫なんだろうな」

「あーっ、ひらりん、ひっどぉーい！　あたしが言ったら信じないのに、ルカたんが言ったら信じるんだぁ！」

　ほのかが腰に手を当てて、ほっぺをぷくんと膨らませた。上半身を横にゆらゆらと揺らすもんだから、胸まで揺れている。別にスケベな意味じゃないけど、気になって仕方ないからそんな動作はやめて欲しい。

「いや、別にそういうわけじゃないけどな」

「だって、そういうわけじゃん！」

「まあ……そういうことになるかな。あはは」

「やっぱりぃー！　ぶぅぅぅっ！」

　豚かよ。豚骨スープにされちまうぞ。

「まあ、とりあえずラーメン行こうや」

「そうですね。ほのか先輩、早く機嫌直さないと、ラーメンが逃げてっちゃいますよ」

「あ、うん。そうだね。ラーメン、ラーメンっ！」

　ラーメンのワンワードで機嫌が直りやがった。想像を絶する食いしん坊だな。

「何ラーメンを食いに行く？」

　俺の質問に、ほのかは人差し指を立てて「もっちろん、豚骨ラーメンっ！」と得意げに即答した。あ、やっぱ豚つながりか？　なんて失礼なことが頭に浮かんだので、慌てて打ち消す。

「豚骨ラーメンね。ルカは？　それでいい？」

「あ、私も豚骨は好きですけど、鶏とり白ぱい湯たんも捨てがたいです。凛太先輩は何がいいですか？」

「そうだなぁ。それぞれ良さがあるから、俺は何ラーメンでもいいよ」

　俺がそう言ったら、ほのかは真剣な顔で、人差し指をビシッと突き刺すように向けてきた。

「豚骨以外はラーメンじゃなぁぁいっ！」

「はっ？」

　こりゃまた暴論だな。醬しょう油ゆラーメンファンが聞いたら暴動が起きるぞ。

「あれっ？　ほのか先輩。豚骨以外にも美味おいしいラーメンがあるって認めたんじゃなかったですか？」

「ん？　なんの話だ？」

　彼女たちの間で、そんなラーメン談義があったのかな？

「いえね。凛太先輩が来られる前日にもほのか先輩は、豚骨以外はラーメンじゃないって言ったのですよ。でも……その後てっきり、豚骨以外にもいいラーメンがあるって認めたのかと思ってました」

「みんなでラーメン屋に行ったの？」

「いえ、その時はラーメンは食べなかったんですけどね。だから今日は美味しいラーメンを食べたいですね。ねぇほのか先輩？」

「あっ、いやっ、そのぉ……」

　ほのかは急にもごもごし始めた。

　なんでこんな話で、まごついているんだ？

「なんの話か、わかってますよね？」

「わ、わからにゃい……」

「へぇ……そうなんですね。わかりました」

　ルカはほのかに極めてクールな口調で返した。

「凛太先輩。やっぱりほのか先輩は豚骨以外はラーメンじゃないって言い張ってますので、豚骨にしましょう。ほのか先輩は自分の好み以外のものの良さは、絶対に認めないそうです」

「そ……そうなのか？」

　ほのかはなかなか強情だな。ラーメン屋の頑固おやじかよ。

「ちょちょちょ、ちょっと待ったぁルカたん！　なんか私が心の狭い女みたいじゃない！」

「そうじゃないんですか？」

「違うしっ！」

「だってほのか先輩は、イケメン以外は……」

　ん？　ラーメンとイケメンってなんの関係だ？　ダジャレか？

　面白いヤツらだな、こいつら。三人ともめちゃくちゃ美女だからとっつきにくいのかと思っていたけど、それは俺の誤った先入観だった。うーん、反省だ。

　──なんてことを考えている俺の横で、なぜかほのかが盛大に慌てている。

「わーっ、わーっ、わーっ！」

　髪を振り乱して、両手をルカに向けてぶんぶん振り回してる。美女っぷりが台無しだ。

　──って言うか、ほのかって美女っぷりが台無しな言動が多いな。

　それと対照的なのはルカ。整った美少女っぷりを決して崩すことなく、至って冷静にほのかに対応している。いや、うまくあしらってるって言った方がいいか。

「なんですか？」

「もぉっ、ルカたんの意地悪っ！　わかったから、今日は鶏白湯にしよっ！　あーっ、なんか鶏白湯ラーメンが食べたくなってきちゃったよぉー」

　手のひらを返したようなほのかを見て、ルカはくすっと笑った。

　ほのかはなんでいきなり主張を変えたんだろ？

　──あ、そっか。きっと後輩のルカに合わせてあげたんだな。ほのか、やっぱいいヤツじゃないか。

「冗談ですよ。ほのか先輩をちょっとからかっただけです。ホントは私も今日は豚骨の気分です。豚骨ラーメン行きましょう。いいですか、凛太先輩？」

「お、おう。俺はなんでもオーケーだ。じゃあ、豚骨食いに行くか、ほのか」

「う……うん。行こぉ……」

　ほのかは、ぜぇぜぇと肩で大きく息をしている。顔も疲労感が溢あふれ出てるし、ひと試合終えたスポーツ選手かよ。

　しかしほのかは、なんでラーメンひとつでこんなに必死になってるんだろう？　相変わらずトリッキーな反応をするヤツだな。でも、そんなほのかの言動にも段々と慣れてきている自分が怖いけど……

　まあなんだかんだあったが、結局俺たちは豚骨ラーメンを食いに行くことに決まった。ほのかが超おススメだという店が近くにあって、そこへ三人で向かう。

　ほのかが言うとおり、そこのラーメンは超絶旨うまかった。

　俺たちはラーメンを食った後、解散した。
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　結構飲んだ気もするが、帰り道で夜風に当たりながら歩いたこともあって、そんなに酔った感じはない。俺は特に酒好きでもなくて、普段はほとんど飲まない。だけど飲み会になると結構飲めるタイプだ。

　自宅のワンルームマンションに着いて、エレベーターで三階に上がる。

　それにしても今日は、メンバー三人のなかなか意外な姿を見ることができて楽しかった。歓迎会ってのはこういう発見があって、そしてみんなとの距離が縮まるからいい。

　歓迎会は日本が生んだ偉大なる発明だな、うん。海外にも歓迎会というものがあるのかどうかは知らんけど。

　──なんてどうでもいいことを考えながらエレベーターを降りると、廊下に立っている一人の女性の後姿が目に入った。

　俺の部屋はワンフロア三室並びの中部屋だ。女性が立っているのは、俺の部屋の手前側にある部屋の前。ドアの前でカギを開けているから、たぶん隣の住人なのだろう。

　引っ越ししてきた日に挨拶に行ったが留守だった。ちょうどいい。挨拶しておこう。

　少し近づいてその女性の後姿をよく見ると、ラフな感じの白Ｔシャツにデニム姿と、まあ服装はいたって一般的な感じ。だけど髪はくるんくるんとカールがかかったド派手な金髪で、質素な服装との違和感が半はん端ぱない。

　──欧米人か!?

　俺は英語なんてさっぱりだ。だからちょっと緊張しながら声をかける。

「は……ハローっ！」

　その女性はカチャリとドアのロックを外した後に、恐る恐る振り返った。顔を見ると、真っ赤な口紅に濃いアイメイクと、いかにも水商売に勤めているって感じの若い女性。俺と同い年かちょっと上くらいか？　だけど、いや……どう見ても日本人顔だ。金髪は染めているのか、それともウィッグなのかもしれない。

　その子は俺と目が合った瞬間、不審者を見るような怯おびえた目で呟つぶやいた。

「だ……だれ……？」

　そりゃそうだ。夜中にいきなり、後ろから「ハローっ！」なんて知らない男から声をかけられたら、誰だって不審に思って当然だ。『だれ？』って言ったからたぶん日本人だろうし。

　ヤバい。このままじゃ叫ばれるかもしれない。なんとかしなきゃ。

「あ、あの、驚かせてすみません。俺、隣に越してきた平林凛太です。はじめまして！」

「えっ？　あっ、そうですか。……あ、この前、引っ越し挨拶って洗剤を置いてくれてた……」

　改めて顔を見ると、やっぱり水商売……キャバクラとかにいそうな感じの濃いメイクだ。目がくりっとしてなかなか美人だし、キャバ勤めだとしたらかなりの人気嬢だという気がする。服装が質素なのは、お店での派手な衣装を着替えて、私服で帰宅したからだろう。

　キャバ嬢ならばもっとハキハキと話すイメージがあるが、この人の話し方はちょっと自信なさげな感じで、派手なメイクの顔と違和感がある。

　まあお店での接客トークとプライベートでは違うのだろうし、ましてや今は俺は不審がられているのだから、こんな感じになるのが普通かもしれない。だからできるだけ優しい笑顔を心掛けて返事をした。

「あ、そうです！　それ、俺です」

「あ、ども、ありがとです」

「いえ、どういたしまして」

「じゃあ、さよなら」

　その人は固い表情のまま名乗りもせずに、慌ててドアを開けて逃げるように室内に入って行った。感じよく振る舞ったつもりなのだけれど……バタンと閉まったドアの音が、俺を拒絶する合図のように感じてちょっと悲しい。

　まあでも。女性の一人暮らしで、隣に男が引っ越して来たらそんなリアクションも当たり前か。それにしても、変なおっさんが隣人じゃなくて良かったな。

　そう思い直して、俺は自分の部屋に入った。
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　一人暮らしをしている自宅のマンションに着いて、麗華は玄関の電気をつけた。今日は知らず知らずのうちにかなり飲んでしまったようで、まだ酔いで頭がふらふらしている。しかも歓迎会の終わり頃から、マンションに着くまでの記憶がぼんやりしていて、飛び飛びにしか覚えていない。

　ふらつく足元で、床にちらかったクッションや買い物袋につまずかないように気をつけながら、リビングを通って寝室に向かう。麗華の住まいは１ＬＤＫの間取りだ。

「でも、平林君がみんなと馴な染じんでくれそうで良かった」

　そんなことを独ひとり言ごちながら、ベッド上の脱ぎ散らかしたパジャマをどけてベッドの端に腰かける。そしてふーっと息をついた。

　志水営業所の業績はここ二年ほど、右肩下がりでかなり落ちている。実は本社の営業本部から、今期の業績もさらに落ちるようなら、この営業所は閉鎖すると言われている。そうなると総合職の麗華とほのかは遠方に異動させられてしまうだろうし、転勤のない事務職のルカは退職も考えないといけない。

　自分が降格や異動になるのは、自分の力不足だから仕方がない。けれどもせっかく自分を慕ってくれているほのかやルカに迷惑をかけるわけにはいかない。それに麗華は二人が大好きだ。できるだけ長く一緒に仕事をしたいと思っている。

　そんな中で異動してきた凛太には、麗華も並々ならぬ期待を抱いている。本部の部長から「適任者を行かせるから」と聞いていたので、実はもっと、いかにもやり手でバリバリな感じの人が来ると思っていた。しかし凛太はそんな感じではない。

「女の子ばかりの営業所だからね。まあいかにも仕事ができるって感じの男よりも、平林君みたいに熱心で優しそうな男性の方がいいかもね」

　麗華は凛太の顔を思い浮かべながら、そんなことを呟いた。

　凛太にはとにかく営業所のメンバーに馴染んでもらって、所内の雰囲気を盛り上げてもらおう。彼の熱心さ、真面目さがあれば、それはそれでほのかやルカのいい刺激になるだろうと思える。

　──まあだからと言って、彼を甘やかすなんてしないけどね。それと自分自身ががむしゃらに数字を上げないといけない。とにかく私が、しっかりキッチリやらなきゃ。

　そう考えた時に、飲み会での凛太の言葉がふと甦よみがえった。あの時凛太はこう言った。

『きっとお部屋とかもすっごく綺き麗れいにされてるんだろうって想像できますよ』

　麗華は室内をぐるっと見回して、「はぁっ……」と大きくため息をついた。寝室もリビングも、結構ちらかっている。麗華は仕事ではデスク周りをきちんと整理整頓している。しかし実はプライベートでの部屋の片づけは苦手で、ついつい散らかしたままになっているのである。

　あの時麗華は、『仕事も私生活も、キッチリするのが社会人としては大切よ、平林君』なんて偉そうに言った。しかも語尾に『おほほほ』なんて笑いを付け足しそうな勢いだった。実際には付け足していないけれども。

　麗華はそれを思い出して恥ずかしさで顔が熱くなる。

「さあっ、たまには部屋の片づけでもしましょうかね！」

[image: ]

　酔っているくせにそんなことを口にして麗華は立ち上がり、床に転がっている紙かみ屑くずなどを片づけ始める。ところがチラシを床から拾い上げた時──

「きゃぁぁ！」

　チラシの下から現れた黒い小さな物体を目にして、飛び上がって絶叫した。

「ふぇぇん、ごごご、ゴキ……ゴキ……」

　麗華は美しい顔を情けなく歪ゆがめて泣きそうになっている。しかしよくよくその物体を見ると──

「ゴキ……じゃないね。ゴミ？」

　麗華が使っている黒い毛布の毛が抜けて、固まりになったもののようだ。

「はぁぁっ、びっくりした……腰が抜けるかと思った……」

　しっかりキッチリしている麗華ではある。仕事ができて、いつも凛りんとしている麗華ではある。それは事実なのだけれども、案外私生活ではだらしないところもあるようだ。そしてゴキブリを見たと勘違いして泣きそうになるなんて……案外可か愛わいらしいところもあるのだった。











【第５章：神じん宮ぐう寺じ所長の危機】







[image: ]



　歓迎会の翌日、翌々日は土日で会社は休みだった。俺は部屋の片づけやら足りない物の買い出しを兼ねて、街をぶらぶらと探索して過ごした。

　俺が高校卒業と同時に志し水みず市を離れて七年。田舎町のことだしそんな大きな変化があるわけではないけれども、それでもちょこちょこと見知らぬお店があったりして、ぶらり歩きもなかなか楽しかった。




　そして週明けの月曜日、出勤すると既に他の三人は出社していた。

「あ、皆さん。金曜日は俺の歓迎会、ありがとうございました！　楽しかったです！」

　俺がお辞儀をすると、三人とも笑顔で「どういたしまして」と言ってくれた。

　ところで……と、神じん宮ぐう寺じ所長がちょっと不安そうな顔で、俺たち三人を見回した。

「歓迎会の途中から記憶がないのよねぇ。家に着いてからは覚えてるんだけど。私、なにか変なこと言ってなかった？」

　──おりょ？　やっぱりか。

　でもまあ、別に変なことなんか言ってなかったですよ……と俺が言おうとした時、横からほのかが呆あきれたような声を出した。

「もおっ、麗れい華か所長！　覚えてないんですか？　所長はひらりんに『キスして』って迫ってましたよぉ」

　はぁっ!?　なんだって？　そんなことはなかったぞ。

「えぇぇっ!?　そ……そうなの!?　ご、ごめんねっ、平ひら林ばやし君！」

　オフィスではいつも冷静できりっとした麗華所長がおろおろしてる。

　こんな騙だましは、ちょっと所長が気の毒すぎる。

「こらこらほのか！　いい加減なことを言うな！　所長はそんなことは言ってないだろ！」

　俺の言葉に、横にいるルカもコクンコクンとうなずいている。

「そうですよ。ほのか先輩の作り話です」

「え……？　そ、そうなの？」

　所長がキュッと鋭い視線をほのかに向けると、ほのかは「てへへ」と頭を搔かいてやがる。所長はほのかに向かってぷるぷる震える拳を振り上げ、鬼の形相で叫んだ。角まで幻視で見えておっかなすぎる。

「くぉらぁーっ、ほのかぁ！」

「ごごご、ごめんなさい所長っ！」

　ほのかは謝りながら、脱だっ兎とのごとく走って部屋の隅に逃げ出した。しかし逃げながらも、さらに所長への口撃をする。

「でも所長！　そんなこと言うはずがないって、否定しなかったのはなぜですかっ!?　自分でもそんなことを言っちゃうかもって思ってるんでしょ？」

「ちちち違うわっ！」

　所長は、それはもう、いつもの凛としたモデルのような姿はどこへ行ったのやら……顔を真っ赤にして、ほのかを追いかけ回している。ほのかは逃げ回りながらも、ニヤニヤしながら所長をからかっている。

　すらりとしたスタイルの所長に追いかけられる小柄なほのかは、まるで悪戯いたずらをして大人に追いかけられている子供だ。そしてそれをニコニコしながら冷静に眺めるポニーテールのルカ。眼鏡をかけたクールな顔に優しい微ほほ笑えみが浮かんでいる。

　うーん……ドタバタコメディみたいな営業所だなここは。でも、こんな感じの職場って今までなかったけど、楽しい雰囲気でなかなかいい。

　俺はそう思いながら、美女三人の姿をほのぼのとした気分で眺めた。




　朝イチはそんなドタバタした雰囲気だったが、それからすぐにみんな仕事モードに入った。そこら辺は、やっぱりさすが社会人だ。

「平林君。先週言ってたほのちゃんとの業績アップ策の打ち合わせは、午前中にやってくれる？」

「あ、はい」

「午後からは私が何社か取引先を訪問するから、挨拶も兼ねて平林君に同行してもらうから」

「わかりました」

　所長が外で営業する姿を見せてもらえる。これは勉強になりそうだ。楽しみだな。

　俺はそんなことを思いつつ、応接スペースに移動して、ほのかと業績アップ策のミーティングをした。ほのかとの打ち合わせは、結構意見が衝突するところもあったけど、とりあえずの方向性は決めることができた。

　ミーティングが終わったらもう昼過ぎだったので、近くの喫茶店で軽くランチを取ってからオフィスに戻った。打ち合わせ結果を報告しようと所長を見たら、ちょうど電話中だった。

「えっ……？　ホントですか？　ありがとうございます。あ、はい。わかりました。今からお伺いします！」

　神宮寺所長は嬉うれしそうな顔で電話を切った。

「あの、所長。業績アップ策の打ち合わせ結果の報告ですが……」

「あ、平林君。その話は後で聞くわ。ちょっと今から取引先に訪問するから、キミも同行して」

「あ、はい。わかりました」

　慌ただしく外出の準備をする所長についてオフィスを出て、営業車に乗り込む。俺が助手席に座り、所長がハンドルを握って走り出した。紺色のスーツに身を包んだ神宮寺所長は、ハンドルを握る姿も様になっている。ミニスカートからすらりと伸びる、黒タイツに包まれた脚が眩まぶしすぎる。眩しすぎて目がつぶれそうだ。

「神宮寺所長。なんだかいい電話だったようですね」

「うん、まあね。先週金曜日に断られた大型案件なんだけど、担当者の人から、やっぱり御社にもお願いしたいって」

　そう言えば俺の歓迎会に行く前、外出先から帰って来た所長はちょっと不機嫌だった。ほのかに、おっきな商談がダメだったのかとツッコまれてたな。

「良かったじゃないですか！」

「いえ。まあまだ、良かったとまでは言えないんだけどね」

　そう言って所長が詳しく説明してくれた。

　商談先は地元の中堅メーカー、株式会社加か賀が谷や製作所。

　普段はそんなに多くの採用はないが、今回新たなプロジェクトの立ち上げに伴い、一度に十人もの採用を考えてるらしい。ほのかが『おっきな商談』って言ったけど、まさに大きな話だ。

　先方はウチを含めて三社の人材紹介会社と付き合いがあるが、今回の話では先方の専務の意向で、ウチだけが依頼先から外されたそうだ。しかし担当者の総務課長が、やはり他の二社だけで十人もの人材を確保するには不安があるからと、もう一度話をしたいと連絡をくれたらしい。

「専務の意向って……なにかウチが外される理由があったんですか？」

「あ、いや、べ……別に。と、特に何もないわよ」

　どうしたんだろ？　ハンドルを握りながら答える所長は、いつもは見せない焦あせった態度で眉をしかめた。まあでも、総務課長が前向きな話をしてくれるってんだから良かった。細かいことは気にしないでおくか。

　運転する所長の美しく整った横顔を眺めながら、そんなことを考えた。

　うーん、それにしても神宮寺所長って鼻が高いな。鼻筋も通っていて、さすがの美人っぷりだ。襟元でお団子にしたヘアスタイルと相まって、できる女感が溢あふれ出ている。




　先方の事務所に着くと応接室に通された。相手は総務課長の鈴すず木きさん一人。歳としは五十前後だろうか。ちょっと気が弱くて、人の良さそうな眼鏡のおじさん。俺が名刺を交換して自己紹介すると、横から神宮寺所長がフォローしてくれる。

「今後はこの平林も色々とお世話になると思いますので、よろしくお願いいたします」

「ああ、はい、鈴木です。こちらこそよろしく」

　お互いに挨拶を交わし、打ち合わせテーブルの所に座るように促された。俺と所長が並んで座り、その向かい側に鈴木さんが腰掛ける。

　鈴木さんは一枚の資料を所長に渡した。横から覗のぞくと募集人材の条件が書かれている。

「あのう、鈴木さん。これをいただけるということは、弊社でも人材紹介をさせていただけるのでしょうか？　先日専務さんが弊社には頼まないとおっしゃったのは、方針変更ということでよろしいのでしょうか？」

　所長の言葉に、鈴木さんは少し困ったような表情を浮かべた。眼鏡の奥の目が情けない感じになっている。

「えっと……あのですね、神宮寺さん。実はまだ正式に御社に依頼すると決まってるわけではないです。けれども他の二社の様子をお聞きすると、どうやら二社で十人全員を確保するのは難しそうなんですよ」

「なるほど。そうなんですか」

「実は今の段階では、御社への依頼は専務からオーケーが出ていません。だけど、いざ人材が足りないとなってから御社に頼むのは遅すぎると思いまして……」

　鈴木さんが言うには──

　水面下でウチも人材確保に動いて、他社が紹介する人数が足りない場合に限って、ウチから紹介した候補者と面接を進めたい、ということだった。つまりウチは他社のバックアップ要員ってことだ。いい話だと思ってここまで来たけど、なかなか微妙な話だな。

　鈴木さんの心配もわかるけど、なんでそんな面倒なことをするのか？　普通にその専務の承諾を取ってくれたらいいのに……

　所長がどう返事するのかその横顔を見た。所長は「うーん……」と唸うなりながら難しい顔をしている。

　──と、その時。突然応接室のドアが開いて、なんだかチャラそうな男が入ってきた。

「あっ、専務！」

　鈴木さんが焦った顔で叫んだ。これが件くだんの専務か。

　ストライプ柄の高級そうなスーツに、ピシッと決めた髪型。彫りの深いイケメン男。歳は三十半ばか四十くらい。専務だっていうからもっと年配かとイメージしてたけど案外若い。やり手なんだろうか。

　その専務はニヤニヤしながら、神宮寺所長のモデルのような身体からだを、頭の上から足先まで舐なめるように眺めた。

「あれあれぇーっ？　神宮寺所長。貴女あなたがここに来て、人材募集要項を見てるってことは、例のお話は承諾してくれたってことでいいのかな？」

「あ、いえ、専務……そういうわけでは……」

　神宮寺所長は困ったように眉を寄せて、申し訳なさそうに答える。

　それにしてもこの専務の声は、甲高くてちょっと他人をイライラさせる。

「鈴木くんっ！」

「はっ、はいっ！」

　専務がいきなり鈴木さんを鋭い目つきで一喝した。鈴木さんは椅子からぴょんと飛び上がるように立ち上がる。そして専務の前でガチゴチに直立不動になっている。

「僕の意向を無視して、こんなことをしてもらっちゃあ困るなぁ！」

「は、はい！　申し訳ございません！　わ、わたしは会社のためを思って……」

「じゃあなにかい、鈴木くん。僕は会社のためを思ってないと言いたいのかな、君は？」

「あっ、いえ……決してそんなことは……」

　下を向いて恐縮しきっている鈴木さんに向かって、専務は「フンっ」と鼻で笑って、所長の方を向いた。

「まあ神宮寺さん。この前の話を、貴女が承諾するだけで話は前に進むんだからさ。そう意地を張らなくてもいいんじゃない？」

　この前の話ってなんなんだ？

　専務は猫なで声になってるし、ちょっとキモい。なにかあるな、これは。

「あ、あの……その件は、もう一度考えさせてください」

「ん……？　まあいいでしょう。それを承諾してくれたら、御社にも正式に人材紹介を依頼しますからね。良いお返事をお待ちしてますよ」

「は、はい……」

　いつも凛りんとしている所長が、苦笑いしながら、なぜかとても歯切れの悪い返事をしている。

　とにかくこれ以上話は進みそうになかったので、俺と所長は一旦その場を辞することになった。嫌らしい笑顔で見送る専務の後ろでは、鈴木さんが小さくなって申し訳なさそうな顔で俺たちを見送っていた。





＊＊＊






　帰りの車中で、所長は運転しながらじっと前を見つめ、何かを深く考え込んでいた。最初からダメな場合よりも、変に期待を持たされてから突き落とされた方がダメージが大きい。

　気落ちしているであろう所長に話しかけるのは気が引けたけれども、さっきの専務の話も気になる。それに、何よりもなんとか所長の力になりたいと考えて、思い切って訊きいてみた。

「あの……所長。なぜウチは今回の話から外されてるんですか？　この前の話ってなんですか？」

「うーん……そうねぇ……」

　所長はなんだか奥歯に物が挟まった感じ。どうしたんだろ？

「実はね。専務から、二人きりで食事に行かないかって誘われて、断ってたの」

「ええーっ!?　例の話ってそれですか？　それが理由で、今回ウチが外されたんですか？」

　あの専務の嫌らしい表情や言葉から、もしやとは思っていたけど。まさか企業を預かる経営者が、そんな個人的な欲望で取引先を選別するなんて……公私混同も甚だしい。

「まあ、そうね。以前から何度か誘われてたんだけど、ずっと断ってたのよ。それでとうとう誘いに乗らないなら依頼先から外すってなったの。あの人、社長の一人息子で権力があるのよ」

「じゃあ、その社長に直接話をしたらいいんじゃないですか？」

「私も今まで、何度も直接社長にアプローチしようとしたんだけどね。専務はもちろんのこと、鈴木課長からも社長へはつないでもらえないし、直接連絡を入れても手紙を書いても、秘書の壁が厚くて……なかなか直接は話せないのよ。まあ地元企業とは言え、千人規模の会社だからね。普通は社長と直接話すのは難しいわ」

「そうなんですか……」

　じゃあ、やっぱり専務のオーケーを貰もらわないといけないってことか。だからと言って、食事に行くのを承諾するというのは違うよな。

「まあ所長が断るのは正解ですよね。そんなことを受ける必要なんかない」

「そうなんだけど……」

　所長はチラと横目で俺を見てから、黙り込んだ。どうしたんだろう。まさか誘いに乗るか迷ってるとか？

「でも……平林君がさ。ああやって業績アップのために一生懸命動こうとしてるのを見たら……　所長の私が、たかが食事をするのを断って、仕事を逃してるのってどうかなと思ってね」

「いやいや、所長。ちょっと待ってくださいよ。たかが、なんておっしゃいますけど、二人きりで食事なんて誘いは完全に仕事の範はん疇ちゅうを超えてますよ！」

「それはそうなんだけどね……　キミたちに営業成績を上げろって発破かけながら、自分が受注のチャンスをあえて逃すなんて、所長としてはどうかと思うの」

　神宮寺所長は美しい顔を曇らせて苦しそうだ。苦渋の選択ってヤツか……

　所長の責任感は尊敬に値する。素晴らしい人だ。だけどその判断は、何かが違う。

「俺たちは人材情報というサービスを売ってるんであって、所長のプライベートを売ってるわけじゃない。そんな話を受ける必要はありませんよ、所長」

「それはそうだけど……今のままじゃ、目標売り上げを達成できないのよ。このままじゃ志水営業所のみんなは……」

「えっ……？」

「いえ……このままじゃみんなの評価やボーナスが下がってしまうのよ」

　たまたま信号待ちのタイミングで、所長は真剣な眼まな差ざしを俺に向けた。少し切れ長の目が綺き麗れいだ。

「私には自分のことよりも、営業所のみんなを守る責任があるのよ。今回の案件で五件でも紹介が成立したら、なんとか目標達成が視野に入るの。食事くらいなら接待ってことで、どこでもやってることだし」

「神宮寺所長は本気でそう思ってますか？　あの専務の言い方だと、単なる接待とは思えない。所長を女性としてアプローチしたいってことがありありだ」

「そ……それは……」

「だから一回の食事だけで済むとは思えません。一度食事に付き合ったら、次も、次もって要求をしてくるでしょう」

　俺の言葉に、所長はうつむいて黙り込んでしまった。やはり今までの専務からのアプローチは、単なる接待なんていう生易しいものではなかったみたいだ。

「それに一回の食事であっても、所長に酒を飲ませて、何か変なことをしてくるかもしれない」

　うん、そうだ。所長が酒に酔うと危ないのは、この前の俺の歓迎会でわかった。そんなところに所長を行かせたら、飢えた狼おおかみの前に丸裸の羊を放り込むようなものだ。

　──って考えてたら、丸裸の所長が頭にぽわんと浮かんでしまった。美し過ぎる裸体がヤバヤバだ。俺は慌てて頭から妄想を打ち消した。

「いや、でも、平林君。私にはやっぱりみんなを守る責任が……」

　営業所のみんなを守る責任がある……か。なんとありがたいことを言ってくれる所長なのか。

　──いや正直言って、胸にグッと来た。

「所長、ありがとうございます。でも所長がそう言ってくださるなら……」

　所長は俺の目を真っすぐに見ている。

「俺たち所員には、所長を守る……って言うか、所長に迷惑をかけない責任があります。俺とほのかで、なんとしても成約の目標数字に五件上乗せして達成しますから、あんな専務の誘いに乗らないでください！」

　営業所の業績のために、所長が望まない相手との食事になんて行ってほしくない。

　所長は綺麗な二重の目を細めて、少し潤んだ瞳で俺の目をじっと見つめた。

「ひ……平林君。キミって子は……　あ、ゴメン。子、だなんて失礼よね。キミって人は、なんて嬉うれしいことを言ってくれるのかな？」

　所長は気を取り直したようにニコリと笑って、ちょっとからかうような口調になった。しまった。ちょっと偉そうに言ってしまったかも。

「あ、いえ……それほどでも……思ったままを言っただけです。俺みたいなペーペーが偉そうにすみません」

「ううん、全然偉そうだなんて思わない。平林君の言う通りね。食事に付き合って仕事を貰うなんて邪道だわ。危うく判断を間違うとこだった。冷静さを欠いてたわ。そうじゃなくて、私も他の案件でなんとしても売り上げを立てるようにがんばるわ！」

　車が動き出して、所長はまた前方を見ながら、弾はじけるような感じでそう言ってくれた。その横顔はどこまでも綺麗な大人の女性なんだけど、弾けるような口調と笑顔がちょっと子供っぽくて、思わず可か愛わいいと思ってしまった。所長のようなしっかりとした大人の女性でも、こんな可愛い表情や喋しゃべり方をするんだな……

　あ、いや。こんなことを考えちゃ所長に失礼か。

「いえ、その上乗せ分は、俺とほのかで獲とりますから」

　なんとかあの専務にウンと言わせて、加賀谷製作所から人材紹介依頼を受ける方法はまた改めて考えるとして……目の前の案件受注が難しい場合はそれに代わる受注を確保するというのが、営業のオーソドックスな考え方だ。だから俺とほのかが他から受注すればいい。

「あら？　第３四半期の売り上げ目標達成のためには、二ヶ月以内に転職者の入社確約が五件上乗せ必要だけど……ホントに大丈夫かな？」

　所長はいたずらっぽく笑って、俺に横目で視線を投げてきた。真面目そうな所長のこんな小悪魔みたいな表情も、あまりに魅力的でドキリとした。

「あ、はい。ががが、がんばります！」

　思わず嚙かんでしまったけど、俺の返事を聞いて所長は、今度はニコリと爽やかな笑顔になった。

「ありがとう平林君。でも部下にばっかり頼るわけにはいかないから、私ががんばるわ」

「いえ、俺たちががんばります！」

「平林君って、案外頑固ね……うふふ」

「あ、いえ……」

「じゃあ平林君を信頼して、頼ることにするかな」

「あ、はい。わかりました！」

　所長のキリっとした表情を見ると、明らかに俺やほのかに任せっきりにするつもりはないようだ。口では俺に頼るなんて言っているけど、本当は自分でなんとかしようと考えているに違いない。そんな確たる意思が凛とした目つきから伝わってくる。でも俺の言葉を信頼して、任せてくれると言ってくれるのはすごく嬉しい。

「じゃあ平林君。ほのちゃんと午前中に打ち合わせた内容を教えてくれる？」

「あ、はい」

　俺は午前中にほのかと打ち合わせをした業績アップ策について説明した。

　説明をひと通り聞いた所長は、感心したように首を縦に振った。

「なるほどね。なかなかいいわよ。大筋はそれでオッケー。あとさ。こういうふうにしたら、よりいいんじゃないかしら……」

　所長は俺とほのかの案を元に、さらに掘り下げるアドバイスをくれた。単に任せっきりでなくて、よりいい結果が出るように責任感を持っていることがよくわかる所長の態度。こういうところも、神宮寺所長を尊敬し、信頼できるところだと感じる。




　俺と所長は車の中でそういった打ち合わせをしながら、営業所へと帰り着いた。

　所長はまだこれから行く所があると、そのまま車で出かけて行った。しかし俺は早く自分自身の営業活動をしたくなって、営業所の前で降ろしてもらった。そして一旦オフィスに戻ると、ほのかが一人でパソコンに向かって作業をしていた。

「ただいま。あれ？　ルカは？」

「あ、おかえり。ちょっと買い物に出てる」

「ちょっといいかな」

「なに？」

　それまでパソコンに目を向けていたほのかが、手を止めて顔を上げた。

「今朝打ち合わせした業績アップ策だけど、所長に報告して、その方向性でオッケーだってさ」

「うん、わかった」

「で……二ヶ月以内に俺とほのかで、入社確約を五件上乗せしますって所長と約束した」

「はぁっ？　なんで？　なんで勝手にそんな約束するのよ？」

　ほのかは急に眉間にシワを寄せて俺を睨にらんできた。確かに急にそんなことを言われたら、怪け訝げんに思うのはわからなくはない。

「あっ、いや……なんでって……そうしないと第３四半期の目標が達成できないって所長が言うから」

「ははぁーん……所長のためなのね？　ひらりん、所長に気に入られようとゴマをすったんだぁ」

「いや別に俺は、ゴマをすったりはしない」

　俺は噓うそ偽りなくそう答えた。所長に気に入られようとか、ゴマをするなんて一切考えていない。所長が俺たちを守るためにプライベートを売ろうとしてくれたことに対して、俺は純粋に所長を助けたいと思っただけだ。

　しかしほのかは横を向いて不機嫌そうな顔でぶつぶつ言ってる。

「ちょっとはいい人だって信頼しかけてたのに……結局はひらりんも上司に媚こびを売るようなヤツなんだ……それとも所長が美人だから？　んもう、ムカつく……」

　こりゃ、完全に誤解されてるよな。ちゃんと事情を説明しておいた方がよさそうだ。

「違うよ、ほのか」

「はぁ？　なにが？　違くないでしょ？」

　うっわ。すっげえおっかない顔つきで睨まれた。ほのかって美人なのに、ホントに怖い顔をするよなぁ。声もめちゃくちゃ不機嫌だし。圧が強すぎる。

「いや違う。実は……」

　──俺はほのかに、加賀谷製作所の専務の話をした。

　そして所長が俺たち所員を守りたいと言ってくれたことも、俺は所長にそんなことをして欲しくないことも、だからこそ俺とほのかでなんとしても成果を上げたいことも、包み隠さず俺の気持ちをほのかに伝えた。

「なにっ、それ……!?　加賀谷製作所の専務ってサイテーっ！」

「ああ、まあ……そうだな」

「そんな会社、潰れちゃえばいいのにっ！」

　相当カチンときたんだろう。ほのかはそんなことを口走った。

　俺の話に共感してくれたのは嬉しいけれども、会社が潰れてしまえとか、それは違う。

　少し──いや、かなり悲しくなった。

「なぁ、ほのか……そんなことを言うなよ。どんなに嫌な経営者だとしても、そこで一生懸命働く人たちが大勢いるんだ。生活がかかってる社員さんもいるんだから、会社が潰れたらいいだなんて願うな！」

　ほのかはハッと目を見開いた。そしてそれから半ば呆あきれたような顔に変わって、フッとため息をついた。

「ひらりん、アンタって……ホント、お人ひと好よしだね。しかもバカが付く」

「ああ。バカだって思われてもいいよ俺は。いくらでもバカにしてくれ」

「なに言ってんのひらりん。あたしはバカになんかしてないじゃん」

「へっ……？」

　俺、なんか誤解したかな？

　ほのかは拗すねるように口を尖とがらせた。

「ひらりんのお人好しのバカさ加減にね……あたしは感動してるのっ！」

「えっ……？」

「アンタ……バカが付くくらいお人好しだけど、そういうとこ……ホント、いいよ。うん……いい」

　なんかわからんけど、ほのかは自分で自分に語り掛けるように、何度もコクコクとうなずいている。栗くり色いろのゆるふわヘアがふわふわと揺れてるのが面白い。

　そしてほのかは顔を上げて、俺の顔を真っすぐに見て口を開いた。

「よっしゃ！　所長のためにも、いっちょやったりますか！　がんばりまっしょい！」

　小さくガッツポーズをするほのかのくりっとした瞳には、うっすらと涙が浮かんでいる。

　そんなふうに言ってくれるなんて……

　俺も感動した。目がうるうるしてるのが自分でもわかる。

「あ……ありがとう、ほのか！」

　俺はほのかの言葉が嬉しくて、思わず両手でほのかの手を握りしめた。ほのかの手は柔らくて温かい。

「あっ、いやっ、あのっ……」

　ほのかは照れて真っ赤になってる。俺もちょっと恥ずかしいけど、握った手を上下にブンブンと振った。

「あーっ、ほのか先輩が凛太先輩の手を握ってる！」

　突然声が聞こえた。振り返ると、ルカが右手をまっすぐ伸ばして、俺とほのかを指差している。俺は焦あせってパッと手を離した。

「あ……ルカ。ち、違うんだよ……」

　ルカは勘違いしているけど、実際には俺の方から手を握ったんだ。

　事実を知ったら、ルカにはとんだセクハラ野郎と思われるに違いない。ほのかの共感が嬉しくて思わず手を握ってしまったのだけれども、大反省だ。今後はこんなことはしないように気をつけなきゃならない。

「ななな、なに言ってるのルカたん！　あたしがひらりんの手を握ってるんじゃなくて、ひらりんがあたしの手を握ったんだって！」

「そうだよルカ。俺の方から握手したんだよ」

　ほのかの必死な形相を見て、ルカは口に手を当ててクスリと笑った。

「わかってますよ、ほのか先輩。ちょっとからかっただけです。さっきから見てましたから」

　──えっ？　さっきから見てた？

「ルカ……いつからそこに居たんだ？」

「えっとですね……凛太先輩が、加賀谷製作所の専務の話をしてる時ですかね」

「そ、そぉなのぉ!?　結構序盤じゃん！」

　なんと。そんな前から、ルカはオフィスに戻ってきてたのか。全然気づかなかったぞ。

「なんだか真剣な話し声が聞こえたから、ドアをそっと開けて入ってきました。盗み聞きしてたみたいでごめんなさい」

「いや別に謝ることはないよ。隠れてたわけじゃないし、堂々とそこに立ってたんだから。話に夢中で気づかなかった俺たちが悪い」

「ありがとうございます凛太先輩。それにしても……」

「ん？」

　ルカまで潤んだ目になって、俺を見つめている。どうしたんだ？

「凛太先輩の考え方はホントに素敵です。感動しました。私もほのか先輩と凛太先輩の成約が増えるよう、しっかりサポートしますのでがんばってください」

「あ……ありがとうルカ」

「ルカたん、ありがとうぉ！」

　ルカも嬉うれしいことを言ってくれる。これって……チームが一体になってるって感じだよな。

　あれ？　ルカがなぜか、両手をスッと前に伸ばしてる。まるで握手を求めるような動作。

「えっと……握手？」

「はい」

　ルカはニコリと笑って、コクリとうなずいた。それに合わせてルカのポニーテールが、可か憐れんにふわりと揺れる。どうやら握手で間違いなかったようだ。

　俺はルカの両手を握って「サポート頼むよ」と微ほほ笑えみかけた。

「はい。がんばります」

　うなずくルカは頰がほんのり赤くなってる。きっとルカも仕事をがんばろうと気持ちが高揚してるんだな。ホントにありがたい。

　チーム神宮寺──

　やっぱり所長の人柄が、みんなを惹ひきつけてるんだよな。

　俺とほのかは、今日午前中に考えた策で、なんとしても成約を増やそうと改めて誓い合った。

　俺とほのかが打ち合わせた業績アップ策とは、簡単に言うとこんな内容だ。
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『以前から人材紹介の依頼を受けているにもかかわらず、ウチがほとんど転職希望者を紹介できていない既存取引先企業。その中で、まだ人材が充分に確保ができていない企業への転職希望者紹介を強化する』

　ほのかは最初、紹介先企業をもっと増やすために、取引先企業の新規開拓に走ろうと言った。それも大事だけれども、新規開拓には時間がかかるし、即効性があるかどうかは運次第になる。

　だから新規開拓も並行するとして、既存取引先の掘り起こしに重きを置こうと俺が提案したのである。

「でもそんな会社は、なかなか応募してくれる人材がいないから、紹介できてないのよ。要は転職者から人気のない企業。ひらりんはそんなこともわかんないの？」

　ほのかは肩をすくめる。明らかに呆れている態度だ。

「いや、もちろん俺も、それはわかってるよ」

　人材を紹介できずに残っているのは、給料が低いとか労働時間が長いとか、土日が休みじゃないとか。つまり人気のない会社。だからいくら転職希望者に紹介しても、なかなか応募をしてくれないのだ。書類に表れる条件面がいい企業の方が受けがいいから、キャリアアドバイザーもついついそういった見た目の条件がいい企業を推してしまう。

　だけど見た目の条件が良くない企業の中にも、きっと光る会社はある。

　本物のブラック企業には、俺は人を紹介したくない。だけども中には、仕事にやりがいがあったり社員さんがとても良い人だったり、募集要項には表現しにくい良さを持っている会社もあるものだ。ほのかが担当していて、田中さんが辞退しかけたエーディネット社なんかも、まさにそんな感じ。

　中堅社員が長く勤めているような、そんな会社の社員さんに、その会社の良さをヒアリングする。そしてそれをきっちりと転職希望者に伝える。

　転職希望者の人たちが勤め先に求めることや価値観は様々だ。マイナス点も魅力もきっちりと伝えれば、マイナス点を受け入れた上で応募してみたい、という人がきっといるに違いない。

　そんな提案をほのかにした。するとほのかは感心したように言った。

「ひらりん、アンタあったまいい！」

「いや、俺は頭良くなんかないよ。このやり方は、前の営業部長に教えてもらったんだ」

　まずはその条件に合う、良さそうな企業をほのかにピックアップしてもらう。そしてそれらの企業を俺とほのかで手分けして訪問し、現場の社員さんの生の声をヒアリングさせてもらう。それを『企業の魅力』としてまとめたインタビュー記事を作って、登録されている転職希望者さんにメールや対面で紹介する。

　午前中のほのかとの打ち合わせでそういう作戦を立てたのだったが、このインタビュー記事にまとめるというアイデアは、さっき神宮寺所長が出してくれたアイデアだ。




　俺と所長が外出している間に、ほのかが既に企業のピックアップをしてくれていた。

　企業にヒアリングした内容のインタビュー記事は、ルカが「私が、訴求力のある素敵な資料を作りますね」と言ってくれた。そこでほのかと俺で担当企業を決め、早速アポイントを取って今日から企業訪問を始めた。

　──なんとかしてここから五件以上の成約を出したいものだ。

　いや、なんとしても成果を出そう。

　俺は、そう心に誓った。
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　その日の夜。自宅マンションに帰って、俺は加賀谷製作所をどう攻略するか考えを巡らしていた。そこでふと、東京勤務の時によく営業部長から言われたことを思い出した。

『いいかい、平林君。営業相手の攻略を考える時は、できるだけ相手をよく知ることだよ。だから、どうしたら相手をより知ることができるのかを考えなさい』

　そうだ。加賀谷製作所はここ志水市の有力企業。そして幸いにして、俺は地元高校の出身だ。もしかしたら誰か知り合いが加賀谷製作所に勤めているかもしれない。その知り合いから直接話を聞ければ、何かヒントになるようなことがあるかも。そしてあわよくば、社長に会えるようにセッティングしてもらえるかもしれない。

　そう思いついて、俺は早速中学、高校時代にそこそこ仲の良かった友人に電話やラインで連絡を取ってみた。




　二、三十人に連絡をしただろうか。しかし帰ってきた答えは、「知らない」「わからない」「遠い親戚なら勤めてる人がいるけど、会社の詳しいことなんて聞けない」といったものばかりだった。

「うーん……なかなか行き当たらないなぁ……まあ、でもそんなもんか。諦めずに続けよう」

　そう考えて、また明日以降も高校や中学時代の友人たちに連絡を取り続けることにした。
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　ほのかとともに、業績アップ作戦の実行、つまりなかなか人材が確保できない会社へヒアリングのための訪問活動を始めて三日目。水曜日のことだった。

　この日も俺は企業回りをして、終業時間の間ま際ぎわにオフィスに戻った。

　扉を開けて事務所に入ると、ルカがパソコンに向かって熱心に資料作りをしていた。ほのかは誰かと電話をしている。

「あ、はい！　わかりました！　ホントに良かったです！　がんばってくださいね！」

　そう言って電話を切ったほのかは満面の笑みだ。元々大きな二重の目を細めて、ニコニコしている。いいことがあったみたいだな。

「あっ、ひらりぃーん、おかえりぃ〜！」

　声の感じまで跳ねるようでご機嫌。ウキウキと跳ねるような動作をするもんだから、栗くり色いろの髪までふわふわ跳ねてる。よっぽどいいことがあったんだな。

「ああ、ただいま。どうしたんだ？」

「ほらっ！　あれよ、あれっ！」

「……あれ？」

　あれ、ではわけがわからん。なんのこと？

「ほら。この前ひらりんに同席してもらった、エーディネット社の内定辞退したいって言ってた田た中なかさん。彼女から電話があってね」

「ああ、そっか。そう言えば……エーディネット本社人事部のエース社員と人事部長が志水に来て、面談してくれるのって今日だったな」

「うん、そうそう。それで今日、話をした結果ね。田中さんは納得して、エーディネットに入社することを決めましたーって、電話をくれたんだ！」

　ほのかはウインクしながら、右手の親指を立てた。

「そっかぁ！　よかったな、ほのか！」

「うん！　ありがとーひらりん！」

「ほのか先輩、よかったですね！」

　ルカも思わず椅子から立ち上がって、胸の前でパチンと手を合わせて嬉しそうな声を上げた。いつも冷静なルカが、声も表情もちょっと興奮気味だ。それにしても本当によかった！

　その時ルカの席の電話が鳴った。オフィスの受付から来訪者がかけてくる内線電話の呼び出し音だ。

　今は多くの企業で受付には人がおらず、受付用の電話機が置いてある。訪問者はその電話機から内線で『受付』用の番号を押す。すると事務所内の受付担当者の電話機が鳴って、来訪者と話をする仕組みになっている。

「は、リクアド受付です。……はい……あっ、いつもお世話になっております。はい……少々お待ちください」

　ルカが電話を保留して、俺の顔を見た。

「エーディネット社の人事部長さんが来られました。アポイントなしで申し訳ありませんが平林さんにご挨拶って……」

　えっ？　人事部長が来たっ!?　なんとっ!?

　突然のことに俺は驚いた。

「了解。あ……ルカ。人事部長を応接室にご案内して」

「はい、わかりました」

「ほのか。紹介するから同席してよ」

「あっ、うん……じ、人事部長よね……エーディネット本社の……」

　ほのかは急に焦あせった顔になって、なんだかおたおたしている。

「そうだよ。今回世話になったんだから、一緒にお礼を言おう。それにほのかも人事部長とつながりを持っておいたら、今後はなにかとやりやすいだろうし」

「そそそ、そうね。わわわ、わかった……」

　突然人事部長に会うことになって、ほのかは動揺しているみたいだ。顔をふるふると左右に振るもんだから、ゆるふわの髪と……そして大きな胸が揺れている。ほのかってやたらと偉そうにしたりするくせに、こうやって子供みたいにおろおろすることもあって、なかなか可か愛わいい一面もある。

　俺とほのかは一緒に、人事部長が待つ応接室へと向かった。
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「失礼します！」

「おおぉーっ、平林君！　久しぶりだなっ!!」

　エーディネット社の人事部長、平ひら松まつ部長が俺の顔を見るなり、満面の笑みで両手を大きく広げた。平松部長は五十歳くらいのとてもダンディで気さくな人だ。俺との再会をホントに喜んでくれているのが伝わってきて嬉うれしい。

「お久しぶりです、平松部長！」

「今回も平林君には本当に世話になったよ。ありがとう、ありがとう！」

「いえ、こちらこそ、田中さんのフォローをありがとうございました。最初にお電話をした時には、まさか部長自ら来ていただけるとは思っていませんでした」

「何を言ってるんだよ平林君。私たちは平松平林のひらひらコンビじゃないか！」

　──いや。そんなコンビを結成した覚えは微み塵じんもないけど。

　真顔で言ってるけど、相変わらず冗談が好きだな。

　……と思ったら、やっぱり平松部長はニヤッと笑った。

「あはは、冗談だよ、平林君。久しぶりに君の顔を見たかっただけだ」

「ありがとうございます。私も平松部長に久しぶりにお会いできて嬉しいです」

「まあ君に会いたがってたって言えば、私なんかよりもこの相あい原はら君なんだけどな！　あっはっは！」

　平松部長は、横に立っている明るい茶色のショートヘアでスーツ姿の、背が高い女性に目を向けた。少しハーフっぽい彫りの深い小顔の美人だ。いかにも仕事ができそうで、だけれども優しそうな表情の女性。そして相変わらずスタイルが良くて、短めのスーツスカートから伸びる脚がとても綺き麗れいだ。
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「もぉ、部長っ！　そんなことを言わないでくださいよ！」

　彼女はちょっと拗すねたような顔つきで平松部長を睨にらむ。

　それは俺が面談フォローをお願いした、エーディネット本社人事部のエース社員、相原芽め依いさん、その人だ。

「すまんすまん、相原君！　ついついホントのことを言っちゃったよ、あっはっは」

　平松部長は頭を搔かきながら豪快に笑っている。

　そんな二人の様子を見て後ろからほのかが、ちょっと震えるひそひそ声で話しかけてきた。

「ひらりん……あれ、だれ？」

「ああ、前に言ってた、エーディネット本社人事部のエース社員、相原さんだよ。俺たちと同い年なんだ」

「ひらりんに会いたがってたって、どゆこと？」

「知らないよ。平松部長の冗談だろ」

「あ、じょ……冗談ね……そ、そうよね……あはは」

　相原さんが本当に俺に会いたがってるとしたら嬉しいことだけど、平松部長はいつも冗談ばっかり言ってるから、これもたぶん冗談なんだろう。でもそんなことを部長が言うから、ほのかが不審がってるじゃないか。あんまり変な冗談は言わないでほしい。

「あの、平松部長……」

「ああ、そうだな平林君！　我々ばかりで盛り上がっててすまん。そちらの美しい女性を私たちに紹介してくれないか？」

　平松部長に、そろそろ冗談は置いといて、って言おうとしたら、先を越された。そうだな。ほのかを部長と相原さんに紹介しないとな。

「平松部長、相原さん。彼女がこの志水営業所で御社の担当をしている、小こ酒さか井いです」

「はじめまして、小酒井ほのかです。いつも御社にはお世話になっておりまして、誠にありがとうございます。よろしくお願いいたします」

　さすがはほのかも営業ウーマンだ。こういった場面ではいつものトリッキーな言動は封印して、キッチリと挨拶をして、部長と名刺交換をしている。

　──って言うか、いつも以上にキリッとした顔を作ってないか？　ちょっと不自然なくらいだよ、ほのか。平松部長に美しい女性だなんて呼ばれたもんだから、よりいい顔を見せようとしてるんだろう。

　そしてほのかは続いて相原さんと名刺交換をする。名刺を出しながら、一瞬相原さんの顔をキッと睨んだ。対抗心むき出しのような視線。

　相原さんがエース社員だから、ほのかは同じビジネスウーマンとして『仕事じゃあたしも負けないわよ』なんて思ってるんだろう、たぶん。きっと。

「どうぞおかけください」

　俺は平松部長と相原さんに応接テーブルのソファを指し示した。そして部長の向かい側のソファに俺と、その横にほのかも座る。相原さんは背筋をピンと伸ばし、長くて綺麗な脚を斜めに揃そろえて美しい姿勢で腰掛けている。この人は顔やスタイルだけでなく、動作、所作からしてホントに美しい。

　平松部長がほのかと俺に向かって、今日の田中さんとの面談について話してくれた。

「彼女は仕事の基礎能力も高いし、やる気もある。ホントにいい人材を紹介してくれてありがとう、小酒井さん」

「い、いえ。どういたしまして。こちらこそご採用いただき、あ、ありがとうございます」

　ほのかは嬉しそうな笑顔なんだけど、いつもより表情も話し方も固い。相手が偉いさんだから緊張してるんだな。

「ただ田中さんはちょっと気が弱くて、自信がないところがあるみたいだね。入社後のフォローはしっかりやるように、こちらの支社の人事担当者にも言っておいたよ」

「ありがとうございます平松部長」

　俺はお礼を言ったものの、そう言えば……と思い出した。ほのかが、エーディネット社の志水支社の人事担当者は頼りないって言ってたっけ。本当に大丈夫だろうか？

　そんなことを考えていると、応接室のドアが開いて、四人分のお茶をお盆に載せたルカが入ってきた。

「ありがとう愛あい堂どうさん」

　俺のお礼にルカは軽く会え釈しゃくした後、平松部長と相原さんの前にお茶を置いた。平松部長は笑顔でルカに「ありがとう」と言った後、話を続ける。

「まあこっちの人事担当者はちょっと頼りないんだけどね。入社後は配属部門の長に面倒を見させるし、何かあればこの相原君がいつでもフォローにこちらに来てくれるそうだから、安心してくれたまえ小酒井さん、平林君」

　あ、平松部長もそれは認識してるのか。ありがたい話だ。

「それは心強いですね。ありがたいです。でもいちいち東京からここまで来るのは、相原さんも大変です。困ったことが何も起きないことを祈ります」

　俺が相原さんにチラと視線を向けてから部長にそう言うと、平松部長はニヤリと笑った。

「まあ何も困ったことがなくても、相原君はここに来たがるかもしれんけどな」

「えっ……？　なぜですか？」

「そりゃあ君、平林君がいるからだろ。なあ、相原君」

　ちょうどその時、ルカが俺の前にお茶を置いてくれた。しかし茶たくがテーブルにぶつかってガツンと音が鳴った。ルカは「申し訳ございません」と平松部長の方に向かって頭を下げる。

　ルカがこんなミスをするなんて珍しい。やっぱりルカも人事部長という偉いさん相手だから緊張してるのかな。

「だから部長！　そういうことは言わないでくださいって申し上げましたでしょ。平林さんがお困りですから！」

　相原さんが、俺がいるからここに来たがるなんて、ありえねー！

　──と、平松部長のボケに、心の中でツッコんでおいた。

　相原さんは、ちょっと困った顔で頰が赤らんでいる。

　もしかして相原さんは照れてる？　相原さんが俺に会いたがっているって、まさかまさかホントの話なのか？

　俺は一瞬喜びかけたが、そこでふと思い出した。

　以前平松部長と一緒に居酒屋に飲みに行った時に、バイトの女の子がきっと俺に気があると部長が言い出した。その子が何度も俺を恥ずかしそうにチラチラ見ているから間違いないと。

　それを聞いて俺は、素直に喜んだんだよなぁ。

　だけど部長がその子を呼び止めて確かめたら、その子は俺が知り合いに似ているから気になって見ていただけだと言った。恥ずかしそうに見ているなんて、単なる部長の思い込みだったわけだ。

　俺はぬか喜びってやつで、めちゃくちゃガックリきたんだった。だから平松部長の言うそんな話は、うかつに信じたらえらい目に遭う。

　相原さんが照れくさそうにしているのは、こんなに美しい人だから、冗談のネタでいじられることに慣れていないからに違いない。相原さんがネタにされるのは可哀想かわいそうだから、早く話題を変えよう。

「平松部長。そこまでして転職者のフォローをしていただけるなんて、人材紹介した私たちも安心できます。ありがとうございます」

「いやいや、平林君。君にはホントに世話になってるからな。これくらいお安い御用だよ」

「いえいえ。別にそこまでのことはしてませんよ」

　俺と平松部長のやり取りを横で見ていたほのかが、突然「あのぉ……」と口を挟んだ。

「平松部長は弊社のひらり……いえ、平林をかなり高くご評価いただいてるみたいですが……」

「そうだね、小酒井さん。以前ウチがなかなか人材採用がうまくいかなくて、すごく困ってたことがあったんだよ。その時にね、平林君は何度も熱心にウチに来て、多くの社員にわが会社のいいところをインタビューしてくれたんだ。そしてそれをうまくまとめて転職希望者にきちんとアピールしてくれたおかげで、無事に採用をすることができた」

「そうなんですね……」

　ほのかは、『ははぁーん……』というような表情で、チラッと俺を横目で見た。

　ほのかと俺で今やろうとしている営業手法は、実はこれが元ネタだってばれちゃったな、あはは。

「あそこまで熱心にやってくれる人材紹介会社なんて他にはないし、そのおかげで我々も気づいていなかった自社の良さに気づくことができた。おかげで今はそのわが社の良いところを、社員教育でも使わせてもらってる。ホント、平林様様だよ。なあ、平林君！」

「いやいや平松部長、褒めすぎですって。部長こそ、いつも私をいいふうに言っていただいてありがとうございます。おかげで仕事に対するモチベーションが上がって、私こそ部長に感謝してるんですよ」

「いやいや平林君。私はおべっかを言う人間じゃないよ。この相原君だって、君の取材にずっと付き添ってて、ホントにいい人だって何度も言ってたからね」

「えっ……？」

　俺は思わず相原さんの顔を見た。すると相原さんは表情を崩して、ニコリと笑ってくれた。相原さんってまるでハーフのように彫りが深くて整った美人なのだが、時々こうして見せる屈託のない笑顔はとても可か愛わいく見える。

「はい、平林さん。それは本当のことですよ」

　相原さんは、俺のことを平松部長にそんなふうに言ってくれてたんだ。平松部長が俺を買ってくれてるのは、相原さんのおかげもあるんだな。今まで知らなかったけど、ホント相原さんには感謝しかない。エーディネット社を何度も訪問した時に、すべて段取りをして助けてくれたのも相原さんだし。

「ありがとうございます相原さん！」

「いえ、平林さん。私は本当に思ったことを言っただけですから」

「あ、ありがとう……ご、ございます……」

　相原さんの照れたような笑顔があまりに眩まぶしくて、俺は思わず呟つぶやくように返事をした。

「コホコホっ！」

　隣で急にほのかの咳せき払ばらいが聞こえた。風邪か？

　──あ、違う。

　取引先の人相手にまごまごした態度を取るなんて、営業マンとしてダメだよって注意をしてくれたに違いない。デレデレすんなよって感じの咳払いだったもんな。さすがほのかは俺のベストパートナーだ。

「それでは失礼いたします」

　お茶を出し終えたルカが丁寧にお辞儀をして、応接室から出て行ったのを見送った後、平松部長は思いついたように口を開いた。

「そうだ、平林君。今夜は私たちはこの志水駅前のホテルに泊まるんだよ。この後あと、どうだ？　一緒に食事に付き合ってくれんか？」

「あ、私も久しぶりにゆっくり平松部長とお話をしたいですね」

「そうかそうか。ぜひ行こう！」

　平松部長はそう言った後、ほのかの方を向いた。

「小酒井さん、すまんね。積もる話もあるから、ちょっと平林君を借りるよ」

「えっ？　ああ、はい。どうぞ」

　ほのかはちょっと複雑な表情で、苦笑いを平松部長に返した。

　もしかしたらほのかも部長と懇親を深めるために、一緒に行きたかったのかな？　それとも偉いさん相手で気を遣うから、自分が同席しなくてホッとしたのだろうか？

　どちらなのかはわからないけど、とにかく所長の承諾は取っておかないといけない。

「平松部長。ちょっとお待ちいただけますか？　所長が外出中なので、電話して許可を取ります」

　俺はそう断りを入れて、神宮寺所長に電話した。所長は、そんな話ならぜひ行ってきなさい、得意先の人事担当者との会食だから接待費を使ってもいいとまで言ってくれた。

　所長の許可が出たことを平松部長に伝えて、俺は平松部長、そして相原さんと一緒にオフィスを出た。
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　エーディネット社との打ち合わせを終え、ほのかが一人でオフィスに戻ってきた。それを見てルカは首を傾かしげる。

「あれ？　凛太先輩はどうされたんですか？」

「えっと……ひらりんは平松部長に誘われて、食事に行っちゃったよ」

「そうなんですね……」

　ルカは少し驚いた表情を見せたが、それを隠すようにすぐにいつものクールな表情に戻った。

「三人で……ですか？」

「うん。まあ、あたしは誘われなかったし……っていうか、誘われなくて良かったけどねぇ。取引先の人事部長の接待なんて、息苦しくてやだもん」

「まあ、そうですよね。ところでエーディネットの人事部の人、お綺き麗れいでしたよね」

「ああ、相原さんね。綺麗……かな？」

　ほのかはぴくんと片眉を上げた。相原さんは誰が見ても凄すごく美人なのは明白なのだが、どうやらそれを認めたくない気分らしい。

「相原さんっておっしゃるんですね、あの人」

「うん、相原芽依さんだって。でもまあ、そんなことどうでもいいじゃん、ルカたん。仕事しよ」

「あっ……そ、そうですね。仕事しましょう」

　そうして二人はパソコンに向かい、仕事を始めた。

　しばらくすると神宮寺所長も帰社してきて、その日の事務業務は静かな雰囲気の中で粛々と行われた。そして業務を終え、ほのかとルカが退社する準備を整える。

「あたしはそろそろ帰るけど、麗華所長は？」

「ああ、私はもうちょっと処理をしてから帰るわ。ほのちゃんはもう終わり？」

「うん。ルカたんももう帰るって」

「じゃあ二人とも、先に帰っていいわよ。気をつけてね」

「ふわーい。お先でぇーす」

「では所長、お先に失礼します」

　挨拶をしてオフィスを出た二人は、駅に向かって歩き出した。オフィスからしばらく行くと、ルカの家はそこから駅とは別の道を歩いて帰るのだが、ほのかがルカに声をかける。

「ねぇルカたん。ちょっとだけ飲んで帰らない？」

「どうしたんですか？　金曜日でもないのに、飲んで帰ろうなんて珍しいですね」

「えっ……？　あ、あたしだって、週末以外でもたまには飲みたい時もあるわさぁ」

「ふぅーん……」

　ルカがちょっと意地悪そうな笑いを浮かべて、ほのかの顔を見つめた。ほのかはなんだかモヤるものを抱えているみたいだ。

「あっ、べっ、別に無理にとは言わないけどさっ。ルカたんが帰るってなら、それでいいよ」

「いえ、行きましょう」

「へっ……？」

「私もなんか、今日はちょっと飲みたい気分ですから」

　ルカもモヤモヤを抱えてるかのように、少し眉尻を下げてそう返した。

「でしょー！　飲みたい気分ってこともあるよねぇ？」

「はい」

「じゃあ、行こーっ！　出発しんこぉー！」

　ほのかが運転士の指差し確認のように飲み屋街の方を差した。ルカは手で口を押えて、くすくすと笑いながらほのかの後をついて行く。

　こうしてほのかとルカの、女子二人のちょっとした飲み会が始まるのであった。





＊＊＊






「かんぷぁーい！」

「はい、乾杯です」

　ほのかとルカは、駅近くの居酒屋に入ってグラスをカチンと合わせた。

　ほのかはいつものように注文したワインを、いきなりグイっと飲む。ハイボールに口を付けたルカは、そんなほのかを驚いた顔で眺めた。

「ほのか先輩。いきなりそんなハイペースで大丈夫ですか？」

「大丈夫大丈夫！　あたしはお酒に強いんだから」

「まあ、そうですけどね」

　ルカは眼鏡を外した目を細めてクスリと笑ったあと、言葉を続ける。

「それにしても、凛太先輩は平松部長にもの凄く信頼されてるんですねぇ」

「そうみたいだね平松部長は、ひらひらコンビなんて言ってたもんねぇ。うぷぷ」

　ほのかはダンディな平松部長が真顔で言った冗談を思い出して、笑いを漏らした。

「それにしても、あの相原さん。ホントにお綺麗な人でしたね」

　ルカはよっぽど感心したようで、また相原さんの容姿を褒める発言をした。それを聞いて、眉をひそめるほのか。

「そぉかなぁ……ルカたんの方がよっぽど美人だって！」

「ありがとうございます。……で、ほのか先輩の方が美人ですよ……って返して欲しいんですよね？」

「そうそう。わかってるじゃんルカたん。つまりあの女よりも、あたしたちの方が美人ってことで」

　ほのかはルカの顔に向けて、サムズアップした拳をグイッと突き出す。なぜか相原さんが『あの女』扱いになっている。

「はいはい、わかりましたよ。じゃあ、そういうことで」

「ふむ」

　ほのかは得心したようで、お通しの惣そう菜ざいを箸でぱくりと口に放り込んだ。ルカもつまみを口に運びながら、何かに想おもいを馳はせるような表情をしている。そしておもむろに口を開いた。

「ところで相原さん。背が高くてスタイルいいですね。所長と同じくらいだから１６５センチはありますね」

　ルカはよっぽど相原のことが気になるのか、また話をぶり返した。

「ふぅーん……あ、あたしだって１５５センチはあるけど」

「それは噓うそです。ほのか先輩は１４９センチだって知ってますよ」

「あ……そうだった。ルカたんにはバレてるんだった」

「なんでそんな微妙な虚勢を張るのですか？　ホントに１５５センチだとしても１６５センチには程遠いし……」

「ん……べっ、別に虚勢なんて張ってないし」

「そもそもなんで身長で張り合ってるんですか？　凛太先輩が相原さんと親しそうだから？」

　ルカは意地悪そうにニヤリと笑った。

「なななななななにを言ってるのかね、ルカたんわぁっ!?　ひらりんのことなんて、これっぽっちも関係ななないしっ！」

　あまりにキョドるほのかを見てルカはクスッと笑う。そして人差しを立てて、ほのかの前にずいと突き出した。

「はい、ここで問題です。今ほのか先輩は、何度『な』と言ったでしょうか？」

「へっ……？」

「いえ、冗談ですけど。嚙かみすぎですよ、ほのか先輩」

「ルカたんが変なことを言うからだって！」

「そうですね。ごめんなさい」

　ルカは意外と素直に謝った。

　ほのかをからかいすぎたと反省したのか、それともあんまり凛太のことを話題にすると、自分にブーメランが返ってきたら困ると気づいたのか。

　いずれにしてもルカは素直に謝って、そして最近流行はやりのドラマの話に話題を変えた。それからはグルメやファッションなど、女子会らしい話題に花が咲いて、ほのかとルカのお酒も進んだ。




　しばらく取りとめのない話で盛り上がっているうちに酔いが回ったようで、二人とも顔が真っ赤になって、呂ろ律れつも少し怪しい。ほのかは普段から酔いが回ると明らかに酔っている態度になるが、いつもは冷静なルカも、この日はなぜか少し酔いが進んでいる様子だ。

　そんな中でふと思い出したように、突然ルカが凛太の話題を出した。

「しょう言えばほのか先輩」

「にゃに？」

「相原さんのこともそうですけど、こっちに異動してくる前の凛太先輩のことって、私たちなんにも知りませんよねぇ……」

「まあ、そだね」

「凛太先輩って、彼女はいらっしゃるんでしょうかね？」

「ん……？　いないっしょ」

　ほのかは揚げ出し豆腐を突つこうとしていた箸を止めて、さも当然のように答えた。

「なんでわかるんですか？」

「あ、いや……イケメンじゃにゃいから……」

　その答えに、ルカはちょっと口を尖とがらせて、むっとした顔をした。

　普段のルカならクールな表情を崩さないはずだが、酔いが回ってるからなのか、それとも今日は飲みたい気分だと言っていたことがなにか関係しているのか……？

「ほのか先輩は、まだそんなことを言ってるんですか？　凛太先輩がここに来て数日経たって、どんな人なのかだいぶんわかってきて……それでもまだ、彼女はいないって断言できます？」

「えっと……」

　ほのかは返す言葉がない。

　ほのかも本当はわかっている。凛太に彼女がいないと決めつけてはみたものの、それには何の裏付けもないことを。

「なに、ルカたん。ひらりんに彼女がいるかどうか、興味あるのん？」

「えっ……そ、そうですねぇ。それは、あれですよ。同じ営業所の先輩のことだから、色々知っとくべきだからですよ。ほのか先輩は気にならないですか？」

「あ……あたしっ？　きょ、興味ないしっ！」

「へぇ……そうなんですね」

「そ、そうだよ。当たり前じゃん」

　ルカは酔って赤らんだ顔で、ほのかをじっと見つめる。見つめられたほのかはちょっとおろおろした感じで、揚げ出し豆腐に箸を伸ばした。

「この揚げ出し豆腐、美味おいしそう〜！」

　そして豆腐を口に運んでから、ルカに向き直る。

「そんなに気になるんなら、ひりゃりんに直接訊きいてみたら？」

「そうですね。そんなことを訊くのは勇気がいりますし、すぐには無理かもしれませんが……機会を見つけて訊いてみます」

「そだね。それがいいと思うよ。うん」

　ほのかがルカを見る目が、なぜかゆらゆらと左右に揺れている。

「あ、ほのか先輩」

「な、なに？」

「凛太先輩に彼女がいるか訊けたとしても、ほのか先輩には教えませんからね」

「ほえーっっっ!?　な、なんでぇーっっっ!?」

　ほのかはぽかんと口を開けて絶叫した。

「なんでって……ほのか先輩は、凛太先輩に彼女がいるかどうかなんて興味がないって言ったじゃないですか」

「あ……そ、そうだよ。そうにゃんだけど……」

「そうにゃんだけど……なんですか？」

　ルカは酔って赤らんだ顔でニヤリと意地悪そうな笑いを浮かべる。いつも真面目でクールなルカからしたら、普段は見せない小悪魔のような顔。

「べ、別に興味はないけど……同じ営業所の同期のことだから、色々知っとくべきだからよ」

「むぅぅ……どこかで聞いたようなセリフですね」

「そっかなぁ？」

　ルカはさっき自分が言い訳のように吐いたセリフを、そのまま借用されたものだから言い返せない。

「わかりました。凛太先輩に訊けたら、ちゃんとほのか先輩にも教えますよ」

「そだね。うん、そうしてちょ」

　何気ない顔でまたツマミを頰張るほのかの顔を、ルカはしばらくジッと見ていた。そしておもむろに口を開く。

「ところでほのか先輩は、なぜイケメン以外は男じゃないなんて言ってるのですか？」

　酔いもあるのだろう。いきなりストレートな質問を投げ込むルカ。以前からほのかが言ってた謎理論の根拠を、ルカは一度訊いてみたいと思っていたのである。

　しかも凛太に対して、最初は『イケメンではない』と明らかに不ぶ愛あい想そだったほのかが、その後は態度が変わってきている。もしかしたら謎の『ほのか理論』を撤回したのだろうか？　だから余計にその謎理論の根拠を聞きたいとルカは思った。

「まあ、イケメン以外は男じゃないってのは、ちょっと大げさに言ってるんだけどねぇ」

　酔いのせいだろうか。

　ほのかはいつもよりも、なんだかしみじみとした感じで答えた。

「そうなんですか？　てっきり本気で言ってるかと思ってました」

「え？　本気で言ってるなら、頭がおかしい女じゃん？」

　はい、おかしい人かと思ってました──というツッコミは、ルカは心の中にしまっておく。

「ひとつはさ……あたしがちっちゃい頃から、ウチのママがずっと、男はイケメンに限るって言ってたんだ」

「そ……そうなんですか？」

「うん。ウチのパパは結構イケメンなんだ。そして優しくていいお父さん」

「なるほど……ファザコンもあるのですね」

「こらこらルカたん。先輩にいきなりファザコンなんて言わないでよ。……まあ否定はしないけど」

　お母さんにずっと、そう洗脳されてきた。そして素敵なお父さんがイケメン。

　なるほど、それはわからなくはない。

　でも、だからと言って、イケメン以外を否定するかのように言うのはいかがなものか。

　ルカはそう疑問に思う。

「それとね……ちょっとトラウマがあって……」

「トラウマ……？　なんですか？」

「あたし、中学と高校の時に、ストーカー被害に三回遭ってるんだ。全部別の男にね。でも全部おんなじようなパターン。付き合って欲しいって告られて、断った。そしたらそれから後をつけられたり、隠れて写真を撮られたり」

「そ……そんなことがあったんですね」

　今までそんな話はルカも聞いたことがなかった。ほのかはそんな過去があったことは隠して、普段は明るく振る舞っていたのだと今気づいた。

「それが三回とも、見た目がちょっと気持ち悪い男だったんだよ。だからさ、それからあたし、周りの友達にイケメン以外は絶対に付き合わないって言ったんだよね。ママの言うことは正しかったって思ってね。まああの頃は若かったし、バカだったからね……今でもバカだけど」

　そんな自虐を言われても、ルカは『そうですね』とも『違いますよ』とも言えなくて、ただ黙ってほのかの言葉の続きを待つ。

「そしたら学校で、小酒井はイケメン以外は相手にしないって噂うわさになってさ。それからはイケメンじゃない男からの告白が無くなって、そんなストーカー被害は受けなくてすんだ。それから何人かの男と付き合ったけど、みんなイケメンだったんだ」

　ルカは、初めて聞くほのかのそんな話を、呆ぼう然ぜんとした表情で聞いていた。

「あのさルカたん。言いたいことはわかるよ。ストーカー被害が無くなったのはたまたまかもしれないし、イケメンにも嫌なヤツはいるし、そうじゃない男子にもいい人はいるんだってことはね。だけど高校当時は、それでホッとしたのも確かなんだ」

「そうですね、わかります。でもどうして今でも、イケメン以外は相手にしないようなことを言うんですか？」

「頭ではわかってるんだけどね……イケメン君は安心できるんだけど、そうじゃない男子と親しくしようとすると、昔のことがフラッシュバックするって言うか……心が不安になっちゃうんだ……だから緊張して、ついつい不愛想になっちゃう」

　ルカは「あ……」と呟つぶやいた。ほのかが心にそんな傷を抱えていたのかと、ルカは今初めて知った。ほのかが『イケメンじゃない男性』に対して不愛想なのは、心が不安になるからだったのだ。

「だからできるだけ、そういう男性を遠ざけようとしちゃうんだ。失礼な話だってのはわかってるんだけどね……おかしいよね、あたし……あはは」

「そうだったんですね。単なる選えり好ごのみじゃなかったんですね」

「うん。でもね。さすがに男性に直接、イケメン以外は相手にしないなんて言うのは失礼でしょ？　だから女子にしか言ってないよ。まあ高校の時みたいに、あわよくば男性にもそれが伝わって、イケメンじゃない男性からのアプローチを避けられたらって気持ちはあるけど」

　いつも能天気で悩みなんてないように見えるほのかだけど、そんな悩みを抱えていたのだ。

　でも──だとすると、ほのか先輩は凛太先輩のことは、どう思っているのだろうか？

　そんな疑問がルカの頭に浮かぶ。

「ほのか先輩は今は、凛太先輩と普通に接してますよね？」

「え……？　あ、ああ……まあね。あれを普通って言うのかどうかはわかんないけど……」

「……ということは、今のほのか先輩は、凛太先輩のことを、イケメンだと思ってるってことですか？」

「へっ……？　あ、いや……それはない！」

　なんでそこは、自信満々に即答するのか？

　ルカはちょっとムッとした。少なくともルカにとっては、凛太の優しい顔つきは、まあまあイケてると思っているからだ。

「じゃあ、なんで凛太先輩とは、不安にならずに接することができるんですか？」

「ん〜……なんでだろね？」

　ほのかはこくんと小首を傾かしげた。誤魔化す感じはなく、本当に自分でもよくわかっていないようだ。

「うーん……」

　ほのかはテーブルに視線を落として、考え込んだ。

　しばらく考え込んでいたほのかは、急に納得顔になってうなずいた。

「それはやっぱり……ひらりんがいいヤツだから……かな」

　ほのかは柔らかな笑みを浮かべている。納得するようにコクコクとうなずくほのかを見て、ルカは可か愛わいいと感じた。

「なるほど。ですよね。凛太先輩は、いい人ですもんね」

　ルカもうなずきながら、柔らかな笑いを浮かべる。

「まあでもほのか先輩、良かったですね」

「なにが？」

「凛太先輩のおかげで、ほのか先輩の『イケメンじゃない男性恐怖症』が治りそうで」

「えっ……？　あはは。そうかなぁ？」

「そうですよ。これは一つのチャンスです」

「そうかもね、あはは」

　酔いが回っているせいだろうか。普段なら憎まれ口ばかり言うほのかも、今日は素直に凛太のことを認めている。

「ほのか先輩……」

「ん……なに？」

「ウチの営業所。凛太先輩も加わって今までどおり……いえ、今までよりももっと、いい雰囲気で過ごせるといいですね」

「そだね。ルカたん、これからもよろしくね」

「はい。こちらこそ」

　二人ともモヤモヤしたものを抱えて始まった女子会だったが、そんなほんわかした雰囲気で終えることとなった。











【第６章：エース社員相あい原はらさん。そして氷ひ川かわ美人姉妹】
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　ホテルのレストランで、平ひら松まつ部長と相原さんと食事をした。

　平松部長は相変わらず、ダンディなのにオモロイおっさん……いや、楽しい中年男性っぷりを発揮していた。ホントに楽しくて優しくていい人だ。

　そして相原さんと食事を共にするのは初めてだ。さすが人事という『人』を相手にする仕事のエース社員。スラリと背が高くハーフのような彫りの深い小顔の美人で、一見取っつきにくそうな容姿だけど、物腰は柔らかく優しい雰囲気に溢あふれている。

「平ひら林ばやしさん。新しい職場はいかがですか？　もう慣れましたか？」

「そうですね。メンバーが全員気さくで凄すごくいい人たちなんで、あっという間に慣れました」

「それは良かったです……」

　相原さんはそう言った後、楽しそうに「うふふ」と笑った。どうしたんだろ？

　俺がきょとんとしていたら、彼女は「あ……」と口を押さえた。

「笑ったりしてごめんなさい。平林さん、相変わらずだなぁと思って」

「相変わらず……ですか？」

「はい。相変わらず、周りの人をいい人だって言ってるなぁと思いました」

「えっ……？」

　どういうことだろう？

「平林さんは前に弊社にヒアリングに来られた時も、会う人会う人のことをすべて、いい人だっておっしゃってました」

「ああ、あれは……御社の方たちが、ホントにいい人ばかりだったからですよ」

「そうですね。確かにいい人たちですけど、きっと平林さんの受け止め方も大きいと思いますよ。お心が広くてポジティブなんでしょうね」

　そ……そうかなぁ？　そんな自覚はないのだが。

「あ、いや。別に普通だと思いますが……」

「でも平林さん、こちらでも楽しそうで良かったです」

「そうですね。楽しいです。ただ……所長も含めて自分以外全員が女性なので、ちょっと戸惑ってますけどね。あはは」

「そうなのか、平林君！　それは羨ましいな。モテモテだな」

　突然平松部長が横から食いついてきた。モテモテなはずはないのに、また部長の冗談が炸さく裂れつしている。

「そうですね、平林さん。モテモテですね」

　なんと、普段冗談をあまり言わない相原さんまで乗っかってきたよ。ここは俺も「はい、モテモテです！」って冗談で返すべきか……

　いや、そんなナルシストボケは、俺にはできない。

「いえ……以前いた営業所は女性が二人で、しかも十歳以上年上の方々でしたから。今回みたいに同世代の女性と一緒に仕事するのは初めてで、戸惑うばかりです。学生時代も男ばっかりでつるんでましたし」

「へぇ……そうなのですね……」

　相原さんが驚いた顔をした。口がＯの形になっている。

「そっかぁ。平林君が同世代の女性に囲まれた環境だなんて、妬やいちゃうよなぁ相原君」

「あっ、いえ……だから平松部長！　そういうことは言わないでくださいって何度も言ってますでしょ？」

「そうだったな相原君。すまんすまん。君が普段から、平林君のことをよく褒めてるからついついな……」

　平林部長はニヤリと笑っている。

　普段から？　そうなのか？　もしそれが本当なら、ありがたい話だ。俺の仕事っぷりを相原さんは評価してくれてるってことだもんな。

　相原さんのような有能な人からそう思ってもらえるなんて大感激だ。

「あ、ありがとうございます、相原さん」

　俺は感動のあまり真顔で、ついつい相原さんに熱い視線を送ってしまった。すると彼女は照れたような顔をして視線を横に逸そらせた。

「あ、いえ……ど、どういたしまして」

「相原さんのように優秀で素敵な人からそう言われるなんて、ますますやる気が出ます。ホントにありがとうございます」

「あ……いえ。素敵だなんて……そんな……」

　──ん？　相原さん、照れてる……？

　いつもしっかりした態度しか見せない相原さんにしては珍しいな。もしかして、俺を意識してくれてるとか……

　いや、待て待て。落ち着けよ俺。もしも本当にそうならこんなに嬉うれしいことはない。だけど相手は超有能で美人の相原さんだ。そんな人がおいそれと俺に好意を持ってくれるなんて考えてはいけない。

　そんなのはアイドルのコンサートに行って、アイドルが自分に微ほほ笑えんでくれたから自分に気があるって勘違いするのと一緒だ。それほど相原さんは素敵でモテる女性なんだから。

　俺は高校の頃、自分への誉ほめ言葉をなんの疑いもなく信じたせいで、勘違い男になってしまったという失敗をしている。だから人からの好意に対してついつい慎重になってしまう。でもまあ相原さんは、好意じゃないにしても、仕事人として俺のことを本当に評価してくれていると信じたい。

　──なんて考えてたら、平松部長のダンディな声が思考を遮る。

「まあそういうことだ平林君！」

　何がそういうことなのかは、よくわからないけど。

「これからもよろしく頼むよ平林君」

「あ、はい。こちらこそよろしくお願いします平松部長」

「うんうん。ひらひらコンビとしてな」

　だから、そんなコンビは結成した覚えは微み塵じんもない！

　だけど笑って誤魔化しておいた。




　それから以前部長や相原さんと一緒に仕事をした時の思い出話に花が咲き、気がつけば既に九時になっていた。

「平林君。名残惜しいけど、明日は朝早く東京に戻らないといけないし、これでお開きにしよう」

「はい、わかりました。ありがとうございました平松部長」

「相原君も名残惜しくて、もっと平林君の顔を見ていたいだろうけどな」

「だから部長。そういうことは……」

「あはは、冗談だよ」

　また部長の冗談が出た。相原さんは少し顔を伏せて、上目でチラチラと俺を見ている。平松部長のせいで相原さんが困ってるじゃないか。

　──大丈夫ですよ相原さん。俺もちゃんと冗談だとわかっていますから。

　そういう意図を伝えるために、俺は満面の笑みを相原さんに返した。すると相原さんは大いに照れた顔で、ニコリと笑い返してくれた。

　相原さんも酔いがだいぶ回ってるみたいで、顔が真っ赤だ。それにしてもこんなに照れるなんて、相原さんってもの凄く純真な人なんだなと改めて気づいた。
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　エーディネットさんとの食事会が終わり、帰宅してからふと気づいた。

　スマホを見ると、連絡を入れてあった高校時代の友人の一人からラインが入っている。

『俺は加か賀が谷や製作所に勤めてる奴やつは知らんけど、野球部だった戸と塚つかに聞いてみ。あいつ今年の学年同窓会で幹事をやったし、名簿持ってるはずだからわかるかも』

　そう言えば今年の春頃、高校の学年全体の同窓会をやったと聞いた。俺は東京にいたので参加しなかった。その幹事だった戸塚のメールアドレスまで書いてくれてる。ありがたい。俺の友達はホント、親切なヤツばっかだ。俺って恵まれてるなぁ……と、改めて思う。

　戸塚にメールをしたところ、同級生で一人加賀谷製作所に勤めてる者がいると返信が来た。

「よっしゃ、繫つながった！」

　何十人にも連絡を取って、ようやく加賀谷製作所に勤める同級生に繫がった。その人の名は中なか島じま。戸塚は中島の連絡先を送ってくれた。中島はラグビー部だったという記憶はあるが、そんなに親しかったわけじゃない。果たして突然の俺の頼みなんか、まともに聞いてくれるだろうか……

　しかし一人で悩んでいても仕方がない。当たって砕けろだ。

　……って、まあ砕けても困るんだけど。

　大して親しくない相手に、夜遅く急に連絡をするのは気が引ける。だから彼には、明日電話をすることにした。
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　翌朝。出社するとほのかがなぜか青い顔をしていた。

「おはよう」

「[image: お]は[image: よ]ぉー」

「どうしたんだ？　辛つらそうだな」

「ちょっと二日酔いで頭が痛い……」

　ほのかも昨日は飲みに行ったのか。

　──なんて思いながら辛そうなほのかを眺めていたら、横からルカの声が聞こえた。

「おはようございます凛太先輩」

「ああ、おはよう」

「昨夜は遅くなったのですか？」

「あ、いや。平松部長も相原さんも次の日の朝が早いからって、九時にはお開きになってさ。そのまま真っすぐに帰ったから、全然遅くなかったよ」

「そうですか。それは良かったです」

　ルカはなぜだかホッとしたような表情を浮かべた。

　良かった……ってなんだろ？　もしかして遅くまで飲み歩いてたら身体からだに悪いと、俺の健康を心配してくれてるのかな。なんていいヤツなんだよ、ルカは。

「ありがとうな、ルカ」

「えっ……？　あ、ありがとうって……？　あ、いえ。どういたしまして」

　ルカがちょっとキョトンとしたんだけど、横からほのかが「ゔ？」って唸うなり声を上げたから、そっちに気を取られてしまった。ルカが俺の身体を心配してくれるのは嬉しいけど、ほのかの方がヤバそうだ。

「飲み過ぎには気をつけろよ」

「わ……わかった……」

　ほのかはコンビニで買ってきたであろう、ミニペットボトルの水をグビグビ飲んで、なんとか仕事をやり始めた。
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　月曜から水曜まで二日半かけて、俺とほのかが十社の社員さんからヒアリングをした。それをルカがまとめてくれたインタビュー記事。

　木曜日の今日は、俺もほのかもその記事を何人かの転職希望者さんにメールで送り、電話や面談で企業説明をしていく作業を一日中やった。

　今日は俺もほのかも、その記事を複数の転職希望者さんにメールで送り、電話や面談で企業説明をしていく作業を一日中やった。

　まだまだ数は少ないけれども、何人か企業への応募の意志が取れたし、他にも前向きに検討してくれる人も何人かいた。

「よし！　これであたしは五人目の応募確約ゲット！　これで一人分、リードしたよ、ひらりん？　やるでしょ、あたし？」

　転職希望者さんとの電話を切ったほのかが、ニヤリと笑って俺に得意げな顔を向けてきた。

「おおっ、やるなぁほのか！　確かに俺はまだ確約は四人だ。もうひとがんばりするか」

「全体的には、なかなか順調だね」

「ああ、そうだな。ルカが作ってくれた記事のおかげも大きいな。レイアウトデザインもうまいし、ホントわかりやすくて、企業の良さがよく伝わるよ。ありがとうな、ルカ！」

　デスクでパソコンに向かって仕事をしているルカに向かって笑いかけたら、ルカはふと顔を上げた。表情はクールを装よそおってるけど、顔中がイチゴみたいに真っ赤になってる。

　きっと照れ臭いんだろうけど、お世辞抜きでルカのおかげだもんな。いくらお礼を言っても、言い過ぎということはない。

「あ、いえ……ありがとうございます」

　ルカは感謝の言葉を聞いて喜んでくれてるみたいだ。あとは成果を出して、もっとルカを喜ばせよう。

　そう考えるとさらにモチベーションが上がる。俺はまた転職希望者さんへの連絡を入れ始めた。
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　その日の勤務を終え、帰宅した俺はスマホを取り出して、同窓会幹事の戸塚が昨日くれたメールを開いた。戸塚が教えてくれた加賀谷製作所に勤めているヤツ、それが元ラグビー部の中島。戸塚のメールに書いてある中島の電話番号にかけてみると、すぐに出てくれた。

「おおっ、ひらりんか！　久しぶりだな！」

「あ、ああ。久しぶり。突然電話してすまんな」

　ひらりん……？　あだ名で呼んでもらうほど親しかったっけ？

　運動部同士、部活時にグラウンドでよく顔を合わせてたけど、そんなに話した記憶はない。

「戸塚からも連絡もらってさ。ウチの会社の社長にアプローチしたいからって、ツテを探してるんだって？」

「えっ？　ああ、そうなんだよ。俺の仕事のことでお願いなんかして悪りぃ」

　なんだ。戸塚のヤツ。こんな手回しまでしてくれてたのか。俺がリクアド社に勤めていて、人材採用の件で社長に会いたがってることも伝わってるし、俺に協力してやって欲しいなんてことまで、戸塚は言ってたらしい。

　なんていいヤツなんだよ、戸塚。今度何か奢おごらなきゃいけないな。

　それにしても俺の周りの人はホントにいい人ばかりで、俺は恵まれてる。

「おう、そんなこと別にいいんだけどさ。ひらりんのことだ。どうせまた誰か他の人のために一生懸命になってるんだろ？」

「あ、ああ。それはそうなんだけど……中島って、俺の性格、そんなに知ってたっけ？」

「なに言ってんだよひらりん。お前のその性格、有名だぜ」

「そ、そうなのか？」

「ああ、そうだよ。でも……悪いけど俺みたいなペーペーには、お前と社長を繫ぐことはできないわ」

「そっか……なんせ社長だもんなぁ。俺らみたいな若手じゃ、なかなか難しいよな……」

　せっかく加賀谷製作所に勤める人には行き着いたけど、社長に会う段取りまでは頼めなさそうだ。千人規模の会社だから、仕方ないと言えば仕方ない。

　──となれば、後は情報収集だ。

「あのさ、中島。社長さんにアポイント取るには、どうしたらいいだろうか？」

「そうだなぁ。ウチの社長のスケジュールを押さえられるのは、息子の専務と……」

　専務を通じて社長にアポイントを取るのはあり得ない。

「あとは社長秘書だな」

　そう言えば所長が、秘書の壁が厚いって言ってたな。万事休すか……

　中島の言葉に、目の前がふさがったような気がした。

「なあひらりん。専務を通じて、ってのはない話だろ？」

「えっ？　あ、ああ。そうだな」

「いや、なんとなくわかるよ。採用のことは専務がメインでやってるからな。わざわざ社長に会いたいってことは、専務じゃ話にならんてことだろ？」

「まあ、そうだな。わかってくれてて話が早い」

　俺がアハハと苦笑いすると、中島も笑いながら「あの専務じゃなぁ……まともな話にならんよな」と言った。

「なあひらりん。お前の力になってやりたいんだけどさ……その社長秘書ってのがなかなかガードが固くてさ。簡単には社長に取り次いではくれないんだよ」

「そう……なのか？」

「ああ。氷ひ川かわさんっていうんだけどさ。めちゃくちゃ美人なんだけど、仕事に厳しくて、態度もまさに氷のように厳しいんだ。俺なんか、絶対に相手にされない」

　仕事に厳しい氷川さん？　なんか、どこかで聞いたようなフレーズだな。あの志し水みず物産の氷川さんの親戚とか？　いや、まさかな……

「俺があと提供できる情報としたら、氷川さんはプリンが大好きってことくらいだ。大した情報が無くてすまんなひらりん」

「いやいや。ありがたいよ！　ホント感謝だ」

　特に秘書さんはプリン好きという情報は貴重だ。だってプリン好きに悪い人はいないんだから。

　まあ冗談はさて置いて、志水物産の氷川さんには明日にでも確認してみよう。加賀谷製作所は地元の有力企業だから、ホントに親戚が勤めているって可能性もあるし。

「ところで中島。最後にひとつ聞かせて欲しいんだ。大事なことなんだけど……」

「なに？」

「お前の会社、楽しいか？　俺が転職希望者を紹介しても大丈夫か？」

「ああ、それは大丈夫だよひらりん。専務はああいうチャラいヤツだけど、採用とか総務を取り仕切ってるだけだし、他の仕事にはそんなに影響力はない。まあ仕事は楽しいかな」

「そうなんだ……」

「ああ。社長も息子に甘いのはたまにキズだけど尊敬できるいい人だし、社長の弟さんもいて、専務以外の経営者はしっかりしてるよ。専務が将来社長を継ぐのは既定路線じゃないって社長も公言してるしな」

　──中島の言葉で安心した。加賀谷製作所に人材紹介をすべきか少し心配があったけど、大丈夫そうだな。

「そっか、ありがとう中島。めちゃくちゃ助かったよ」

「おう。また何かあったら声かけてくれ」

「ありがとう」

　俺は電話を切った。

　それにしても中島との電話は大きな収穫になった。何より転職希望者さんを紹介しても大丈夫だとわかったのが大きい。実際にそこに勤めている中島が言うんだから信頼できる。

　それに、秘書の名前は氷川さんか。明日、志水物産の氷川さんに電話して訊きいてみよう。

　──そう考えた。
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　翌日、出社して、ほのかに事情を説明した。氷川さんの会社はほのかの担当だから、電話をするにあたってはほのかに話を通しておく方がいい。俺の話を聞いて、ほのかはぽかんと口を開けた。

「そ……そんなことが？」

「ああ。あの氷川さんの親戚や知り合いだったらいいな。でも所長に加賀谷製作所の秘書がどんな人か、ちゃんと聞いておけば良かったな。だったらもっと早く、秘書の名前がわかってたかも」

「いや、そうとも言えないんじゃない？　所長からは秘書の名前まで出てくるとは限らないし。それにひらりんがそうやって調べたおかげで、社員さんの生の声が聞けてよかったじゃん」

「まあ、そうだな」

　──ん？

　ほのかが笑顔で、俺のことを素直に褒めてくれてる？　天変地異の前触れか？

　でもこうやって笑顔のほのかは、さすがに美人でドキッとする。美女っぷりが台無しな言動が多いヤツだとか思って失礼だったな。

　ほのかには声をかけたし、俺は氷川さんの会社に電話を入れた。電話口に出た氷川さんの声は、なんだか嬉うれしそうに弾んでいた。何かいいことでもあったのかな。

「あら、平林さんこんにちは。どうされたんですか？」

「あ、氷川さん。お忙しいところ申し訳ありません。ちょっとつかぬことをお伺いするんですが……」

「はい。なんでしょう？」

「加賀谷製作所に、氷川さんのご親戚が勤めていらっしゃったりしますか？」

「えっ……？　あ、はい。姉が勤めていますが……それが何か？」

　あ……姉!?

　なんと──俺は、ツイてる。

「加賀谷製作所の社長秘書をされてる氷川さんって、お姉さんなんですか？」

「はい、そうですよ。何かありましたか？」

「あ、はい。実は加賀谷製作所の社長さんと直接話をしたい案件がありまして。それで調べたら、社長秘書が氷川さんという方だってわかったんですよ。それで、もし氷川さんのご親戚だったりしたら、ご紹介いただけないかと思いまして」

「なるほど……」

「氷川さんのお仕事とはなんの関係もないことで申し訳ないのですが、お願いできないでしょうか……？」

「そうですね。わかりました。今日帰ってから、一度姉に聞いてみます」

　氷川さんは嫌がるふうでもなく、冷たい感じでもなく、即答してくれた。厳しいとか言われている氷川さんだけど、めちゃくちゃ優しい人じゃないか。ほんとにありがたい。

「じゃあお姉さんに聞いていただいて、またご連絡をいただけますか？」

「はい、いいですよ」

「あ、そうだ氷川さん。私は外出していることも多いので、ご連絡は名刺に書いてある社用携帯の方にいただけたらと思います」

「はい、わかりました」

　やった！　これで加賀谷製作所の社長との面談を、社長秘書に直接お願いできるかもしれない。氷川さんの親切に、ホントに感謝だ。

　でも今日は金曜日だから、今夜お姉さんに話をしてくれるとして、返事は早くて週明けの月曜日か。お姉さんと話をする機会が持てるかどうか、わからないモヤモヤを抱えて土日を過ごさなきゃならない。だけどウジウジと考えても結果が変わるわけでもない。だから俺は、俺が今やれることを一生懸命にやろう。

　そう考えて、今日も一日、ヒアリング記事を作成した企業さんを転職希望者さんに紹介する活動をがんばることにした。
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　今日も一日がんばったおかげで、俺とほのかと合わせて、さらに四名の転職希望者が企業への応募を確約してくれた。これで合わせて十三名だ。その人たちの採用試験は、来週と再来週に面接や筆記試験のスケジュールを組んである。この中から企業の採用内定を貰もらい、実際に入社までいく人が何人いるか？

　俺たちの元々の成約目標、プラス五件上乗せを達成できるだろうか？

　ここから先は転職希望者が面接を突破できるかどうかだから、俺たちの力は及ばない。転職希望者の皆さんの健闘を祈るしかないのだ。でも経験則からすると、これだけの応募者を確保できれば、目標を達成する可能性は大いにある。

　あとはさらに応募者を増やす活動をすることと……加賀谷製作所対策だな。秘書である氷川さんのお姉さんと、直接話をできるチャンスが得られたらいいな……

　そんなことを考えながら、俺は自宅マンションで晩飯を食っていた。

　俺は大学時代から一人暮らしをしていたおかげで、料理はまあまあ得意だ。今夜は肉野菜炒いためをささっと作った。

　──とは言っても自己流だし、人様に料理を振る舞ったことはほとんどないので、他の人が食っても旨うまいのかどうかはわからない。自分が食って旨けりゃそれでいいじゃん。男の手料理なんてそんなもんだろ。




　飯を食い終わって食器を洗っていたら、突然社用携帯の呼び出し音が鳴った。

　こんな時間に誰だろ？　所長から何か急ぎの連絡だろうか？

　急いでタオルで手の水気を拭って、携帯電話を手にする。表示されている相手は携帯の番号だけど見覚えがない。どこかの取引先の人だろうか？

「はい、リクアドの平林です！」

　社用携帯にかかってくる電話は大体同じ会社の人か取引先の人か、それともわが社に登録済みの転職希望者だ。いずれにしても仕事の電話なので、俺はいつもどおり元気に電話に出た。すると電話から聞こえてきた女性の声は、とても意外な人だった。

「あ、平林さん？　志水物産の氷川です」

　電話の主は、あの氷川さんだった。ちなみに志水物産という氷川さんの会社は、地元でも有力な住宅設備機器系の商社だ。

「あ、氷川さん！　お世話になっています！」

「こんな夜にすみません。今、ちょっとよろしいでしょうか？」

「はい、大丈夫です」

「加賀谷製作所に勤める姉に、ついさっき平林さんのことを話してみたんですよ」

　早速お願いしたことをしてくれたんだ。ホントにありがたい。

「それで……もしも平林さんが良ければ、明日にお会いすることはできませんか？」

「え？　明日は土曜日だから氷川さん……あ、いえ、お姉さんはお休みじゃないのですか？」

「はい。姉はぜひ平林さんと会ってお話がしたいと言ってるんですが、勤務中に会社でお会いするのはなんだかちょっとマズいようなんですね。だから平林さんもお休みかもしれませんが、良ければ休みの日にお会いできたらと……」

「そうなんですか？　あ、もちろん僕は大丈夫です！　願ってもないお話ですし」

「よかった！　じゃあ明日、十一時に駅前のショッピングモールにあるスペリオール・カフェってお店でどうですか？　わかりますか？」

「あ、はい、わかります！　それで結構です。よろしくお願いいたします」

　駅前のショッピングモールはファッションや雑貨の店を中心に、フードコートなどひと通りの店が揃そろった大型モールだ。俺の高校時代にはまだなかったから、モールの中にどんな店があるのかよくは知らない。だけどそのカフェは外の公道にも面しているから、俺も知っている。

「あっ、私も行きますから安心してください。いきなり初対面の姉と二人きりだと話しにくいでしょうから」

　──こっちの氷川さんとも、今まで一度会っただけなんだけど……

　でも確かに仕事で一度会っている状態とは違い、まったく初対面の女性と二人きりで、しかも休みの日に会うのは気まずい。氷川さんの心配りはとてもありがたい。

「氷川さんにまでそんな手間をかけて、本当に申し訳ないです。ありがとうございます！」

　氷川さんからは見えないんだけれども、感謝の気持ちが大きすぎて、俺は電話で話しながら無意識のうちに深々と頭を下げていた。

「あ、それと平林さん。もしよかったら、明日はスーツじゃなくて私服で来てもらえませんか？」

「えっ……？」

「姉がですね。これはビジネスとしてお会いするんじゃなくて、妹の知り合いと休日にたまたま会ったら、そういう話になった……ということにしておきたいそうなんですよ」

「あっ、はい。わかりました。大丈夫です」

　なるほど。その方が、後々社長さんに話をする時も都合がいいのかもしれない。まあ、社長さんに俺のことを話してもらえるのかどうかは、まだわからないけれども。

「誰か知り合いに会わなければ、どんな服装で会ってたかなんてことはわからないって平林さんは思うかもしれませんけど……姉はそういうところはちゃんとしておきたいって言うんで、お願いします。まあ私も性格的には姉と似てるので、同じことを考えましたけどね」

「あ、僕もわかりますよ、そういう考え方」

「そうですか。それはよかったです」

　氷川さんは、ホッとしたような声を出した。ホントに真面目で誠実でいい人だ。

「では氷川さん、明日はよろしくお願いします」

「はい、こちらこそ。明日は楽しみにしています」

　氷川さんはそう言って電話を切った。

　──ん？　楽しみにしてる？

　あ、なるほど。俺の仕事がうまくいくことを楽しみにしてくれてるってことか。そこまで俺の仕事のことを考えてくれてるなんて、氷川さんってホントにいい人だ。ありがたい。

　俺はそう思って、もう電話は切っているのに、もう一度深々と氷川さんに向けて頭を下げた。





＊＊＊






　翌日、土曜日。俺は朝から部屋の掃除や洗濯など、休日のルーチン作業を早めに済ませ、約束の時間に駅前のスペリオール・カフェに向かった。まあ私服とは言っても遊びに行くわけではないから、ポロシャツにチノパンという無難な格好にした。

　モールに向かう途中でお洒しゃ落れな洋菓子屋を見つけたから入ってみると、それはもうめちゃくちゃ旨そうな高級プリンがあった。いや、商品には『カスタードプディング』と書いてある。

　これ……プリンだよな？

　うーん……なんかよくわからんけどお洒落だ。氷川さんはプリンが好きだってことだし、ちょうど今日のお礼にいい。そう思ってよくよく値札を見たら……一個五百円！　たっけ〜っ！

　いや。でも今日は休日にわざわざ俺の話を聞いてくれるんだ。それくらい太っ腹でいかなくてどうするんだ。よしっ、買おう！

　そう思って、思い切って氷川さんたちへの手土産として、カスタードプディングを二つ買った。もちろん俺が自分で食べる用に、追加でもう一個買ったのは言うまでもない。




　カフェに着く直前に、氷川さんから『もう着いたので、先にお店に入って待っています』とショートメッセージが入った。

　俺はカフェに着いて店内をぐるっと見回す。すると四人がけのテーブル席に、女性が二人並んで座っているのが目に入った。向こうも俺に気づいたようで、片方の女性が俺に向かって手を挙げてくれた。

　その時店内の男性客から、ボソボソと呟つぶやくような声が漏れ聞こえてきた。

「あの美人たちと待ち合わせてるのは、あの男か……」

　あの男で悪かったな──なんて返しが頭によぎった時に、続きの言葉が耳に届く。

「あーっ、羨ましいぞ、あの男……」

　──あ、羨ましがられてるんだ、俺。

　手を挙げてくれた美女は、艶々とした黒髪のロングヘアに、細型の赤ぶち眼鏡をかけている。間違いなく氷川さんだ。

　以前会った時は会社の制服姿だった。今日の服装もきっちりとした氷川さんらしい白のブラウスだが、それでもフリルなどデザインが施されたお洒落な感じ。私服の氷川さんは前の印象よりも少し柔らかくて、美人がより一層映えて見える。

　なるほど。周りの男性客が、美人だ、羨ましいって呟くのも納得だ。店内でもかなり目立っている。

　氷川さんが座る席に歩いて近づくと、その隣に座る女性が目に入った。それが氷川さんのお姉さんであることは間違いないだろう。その女性は艶々と光る黒髪のボブヘアで、細型の黒ぶち眼鏡をかけた、きりっとした美人。

　あれ……？

　そこには、髪の長さが違うことと、眼鏡の色が赤と黒だということを除けば、まったく瓜うり二ふたつのクールな超美女が二人並んで座っていた。俺が近づくと、氷川姉妹は揃って立ち上がってくれた。二人とも短めのタイトなスカートで、スラッとした脚が眩まぶしい。

「氷川さん。この度はこんな機会を作っていただいてありがとうございます！　お休みの日に、本当に申し訳ございません」

　俺がお辞儀をすると、氷川さんはニコリと微ほほ笑えんで、隣に立つお姉さんを紹介してくれた。

「いえ、どういたしまして。こちらこそ、せっかくの休みの日にお呼び立てしてごめんなさいね。こちらが加賀谷製作所で社長秘書をしている、双子の姉です」

「はじめまして。氷川凛りんです。妹の蘭らんがお世話になりまして、ありがとうございます」

「ふっ……双子なんですかっ!?」

「「はい、そうですよ」」

　え〜っ!?　なんと、双子の美人姉妹!!　そして、さすがは双子だ。見事にハモっている。

　それにしても氷川さんって、氷川蘭っていう名前だったんだ。初めて知った。なかなか可か愛わいい名前だ。そしてお姉さんは凛。

　ランとリン。二人揃って芸能人みたいな可愛い名前だな。

　二人ともクールな感じなのだが、こうやって並んでいると、なんと言うか……いや、ホントに美しい。

「あ、はじめまして。リクアドの平林です。妹さんには、こちらこそ大変お世話になっていまして……」

「はい、平林さんですね。妹の蘭から、とっても誠実でいい人だと聞いていますよ」

「えっ？　そ……そうなんですか？」

「はい。だからこそ、今日は直接お会いしてお話をお伺いしようかと思いました」

「ひ……氷川さん、ありがとうございます！」

　氷川さん……あ、元々知ってた方の氷川蘭さん。

　彼女がそんなふうに言ってくれたおかげで、今日のお姉さんとの面談が実現したんだと思うとあまりにありがたくて後光が差して見える。蘭さんを思わずじっと見つめてしまった。

「あ、いえ……私はただ思ったままを姉に伝えただけですよ……おほほ」

　氷川さんは照れ臭いのだろうか。ちょっと顔を赤らめて、手を口に当てて、わざと大げさに笑ってる。
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「あ、これ手土産です。お二人で召し上がってください」

　プディングが入った黄色い紙製の手提げ袋を出した。すると氷川さんは両手をフルフルと横に振る。

「あら、平林さん。そんなお気遣いはいらなかったのに……」

「あ、いえ。来る途中に美味おいしそうな洋菓子屋を見つけまして。そこで買ったカスタードプディングです」

「ああ、あそこのプディング、美味しいんですよねぇー！　でも高いから、めったに買えないんですよ。実は私たち、二人ともプリンが大好きなんですよ」

　氷川さんはとろけるように頰を緩めてそう言った。この手土産、なかなかグッドチョイスだったな。

「そうなんですか？　実は僕もプリンは大好きでして。だからこれを選びました」

「えっ？　じゃあここにいる三人は三人ともプリン好きなんですね、うふふ」

　お姉さんがプリン好きなのは中島情報のおかげでわかっていた。心の中で「グッジョブだぞ中島ぁ！」と叫んだ。だけど妹さんの方も好きだったとは思わなかった。でも双子だし、食べ物の好みまで似ているのは当たり前かも。

「休みの日に、わざわざ話を聞いてもらうんですから、これくらいのお礼は当然です。ぜひお二人で召し上がってください」

　俺が紙袋をもう一段グイと差し出すと、氷川さんは遠慮がちに受け取ってくれた。

「氷川さん。そんなに遠慮しないでください。大丈夫です。ちゃんと自分が食べる分も買いましたから」

　俺は小さな紙袋に入ったプディングを手に持って、氷川さんに見せてニッと笑った。

「あら、平林さんって、案外お茶目なんですね」

　お姉さんの凛さんが楽しそうな笑顔を見せた。そして言葉を続ける。

「それでは平林さん。そろそろ本題の話をしましょうか」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　俺が答えると、凛さんは優しく微笑んだ。

　突然妹さんの方の氷川さんが「じゃあ私は一旦席を外しますね」と言った。

「えっ……？」

「加賀谷製作所の社長様に関わるお話なので、姉妹といえども部外者がいると、姉も話せないことがありますので」

「あっ、なるほど」

　さすがきっちりとした氷川さんだ。そしてお姉さんは社長秘書。きっと情報漏ろう洩えいに対する意識が高いのだろう。

「加賀谷製作所のお話が終わったら、また私も戻ってきますから」

「はい、わかりました。ホントに申し訳ありません」

「いえいえ。そういうこともあって、待ち合わせ場所をここにしました。姉とのお話し中にショッピングモールでお買い物をできますから。だから私のことは気にせず、平林さんはゆっくり姉とお話してくださいね」

　なるほど。お姉さんと話をする俺が、氷川さんを待たせることに気を遣わないよう、そんなことまで考えてくれてるんだ。凄すごいな氷川さん。美人で仕事ができて、細やかな心配りまでしっかりできるなんて。

「お心配り、ありがとうございます」

　俺は感謝の気持ちがデカすぎて、思わず氷川さんに深々と頭を下げた。

　氷川さんが立ち去った後、俺はお店のカウンターでアイスコーヒーを買ってきた。そして氷川さんのお姉さん、凛さんと向かいあってテーブルにつく。

　こうやって改めて凛さんを見ると、ホントに氷川さんとそっくりで、めちゃくちゃクール美人だ。双子なんだから似てて当たり前と言えば当たり前だけど、なんだか不思議な気分。

「さて平林さん。加賀谷製作所の社長と直接会って話をしたいということですけど……」

　凛さんは真面目な表情で口を開いた。

「はい。私どもは御社の新規プロジェクトのための人材募集をさせていただきたいと考えているのですが、今のところそのご依頼をいただけていません。そこで社長様に直接、私どもにも依頼をいただけるようお願いをしたいのです」

「なるほど……」

　凛さんは真顔でコクコクと何度かうなずいたあと、急に表情を崩してクスクスッと笑った。

　──あれ？　俺、何か変なことを言ったかな？

「あ、笑ったりしてごめんなさい」

「はぁ……何かおかしなこと、言いました？」

「いえ。蘭から聞いてたとおり、真面目で誠実で一生懸命で熱心な人だなぁ、って思いました」

「あ、そうなんですね」

　凛さんは楽しそうにそう言ってくれた。

　それにしても蘭さん、俺を褒めすぎだろ。俺を羞恥死させるつもりか。でも真面目で一生懸命なところだけが俺の取り柄だし、まあ良かったかな。

「平林さん。今日は妹の蘭の友人である平林さんとたまたまお話しする機会があった……っていうていですから。そんなビジネス口調じゃなくて、もう少しフレンドリーにしません？」

「あ……はい。わかりました」

「はい、素直でよろしい」

　凛さんは、凛とした表情を崩してニコリと笑った。

　蘭さんもそうだったけど、整ったクールな美人だからツンツンしてるのかと思いきや、凛さんも案外フレンドリーなところがあって驚いた。急に出た『素直でよろしい』なんてセリフも、柔らかい表情で言われたから可愛く感じてしまう。

　それにしても確かに、俺の話し方は取引先の人にきっちりと話すような、ビジネスビジネスした口調だった。

「ところで平林さん」

「はい？」

「なぜ加賀谷製作所の社長秘書が氷川という名前だと知ったのですか？」

「ああ、それは……たまたま加賀谷製作所さんに勤める知人がいまして」

「そうなんですね。誰ですか？」

「あ、それは……すみません氷川さん。万が一その知人に迷惑がかかると困るので、名前は伏せさせてください」

「ああ、それはそうですね。こんなことを訊きいて、私の方こそすみませんでした」

　氷川さんは、すぐに納得してくれた。人の気持ちがわかる人で良かった。

　眉尻を下げて申し訳なさげな表情の凛さんは、テーブルからアイスカフェラテのカップを持ち上げて、ストローに口を付けた。

　クールで整った美人は、こんなちょっとした仕草も絵になる。ストローに薄く付いたリップのピンク色がなんだかセクシーで、つい目が行ってしまう。

「あ、氷川さん。実はその知人は、良い会社で仕事も楽しいからって言って、俺が加賀谷製作所さんに人材紹介することを勧めてくれたんですよ」

「へぇ、そうなんですね。それは良かったです。良い人材をご紹介いただけそうですか？」

「はい。ご紹介できる人材は何人か候補がありますし、その知人の言葉を聞いて、ぜひご紹介したいって、思ってるんです」

「そうですか。それは心強いですね」

　凛さんのこの言葉は……俺の話を前向きにとらえてくれているってことだろうか？

　もしそうならありがたい。

「ところで平林さんの会社は候補者がいるのに、なぜウチの会社から人材紹介の依頼を貰もらえてないんですか？」

「えっと……それはですね……」

　凛さんは良い人だと思うけど、加賀谷製作所の社員さんだ。あの専務のことを、正直に言ってしまっていいものだろうか？

　俺がちょっと迷っていると、凛さんは軽く苦笑いした。

「専務のせいですよね。だいたい想像がつきます。大丈夫ですよ、正直に言ってくれて」

　あ──この人は信頼できる。

　凛さんの穏やかで誠実な表情と話し方を見て、俺はそう直感した。だから専務からの食事の誘いを神じん宮ぐう寺じ所長が断ったことが原因だと、正直に話した。

「なるほど。そうなんですね。それは大変失礼しました」

「僕の言うことを、信用していただけますか？」

「はい。そんなことだろうと思ってました。でも私は社長秘書ですから、自分の感情がどうであれ、ウチの役員のことを悪く言ったりはしません。仕事では常に自分の感情を押し殺して、上司や同僚と接しています」

　なるほど。さすがは秘書だ。普段は自分の感情を出さないようにしているのか。だから周りからは、厳しくて冷たいと見られているのかもしれないな。クール系美人だから余計か。

「だけど……」

　──ん？

　凛さんはテーブルに置いてあった紙ナプキンを両手でくしゃっと軽く丸めて、テーブルの上に置いた。

「今日は妹の友人と、たまたまプライベートで出会ってお話をしてるんでした」

　凛さんはそう言うとニヤリと笑った。

　どうしたんだろ？

　クールな美形なのに、面白いおもちゃを見つけたいたずらっ子のような顔。

　そして凛さんはいきなり右手を上げて、そしてテーブルの上の丸めたナプキンに向けて、拳を振り下ろした。

「死ねっ、バカ専務！」

　──どんっ！

　という鈍い音と共に、紙ナプキンがくしゃりと潰れた。

　同時に凛さんのショートボブの黒髪がゆらゆらと揺れる。

「へっ……？」

　突然の凛さんの行動に、俺は思わず間抜けな声を出してしまった。いったい何が起きたのかもよくわからない。

「失礼しました、平林さん。常日頃溜たまっているものを、ついつい吐き出してしまいました。お許しください」

「あ、いえ……相当大変な思いをされているんですね……」

「はい。あの専務。私も何度も食事に誘われて、ずっと断ってるんですよ。社長にはそのことは言わずに心の内にしまっていますけど。……でも社内ならまだしも社外にまでそんなことをしているなんて……あのセクハラ野郎は会社の恥だわ」

　凛さんは潰れた紙ナプキンを睨にらんでそう呟つぶやいた。そしてすぐに顔を上げて、俺に申し訳なさげな表情を見せる。

「ホントにすみません平林さん。初対面の人にとても恥ずかしい姿を見せてしまいました」

「あ、いえ、大丈夫です。氷川さんが俺に本音で話してくれてるのがわかって嬉うれしいです」

「平林さんって、信頼できる人だと直感的に思ったのですよ」

　あ……

　俺が直感で凛さんを信頼できると感じたように、凛さんも俺のことをそう思ってくれたんだ。それはホントに嬉しい。

「平林さんって誠実そうだから、ついつい心の内を明かしてもいいような気がしたんです。さっきもわが社に勤める平林さんの知人の名前を言わなかったから、口が堅い人だと思いました。それと蘭から平林さんがホントにいい人だって聞いてたのもあります」

「あ、ありがとうございます」

「こんな姿をお見せして、ホントにごめんなさいです」

　凛さんはペロっと舌を出して、ニヒっと笑った。いたずらが見つかった子供みたい。

　──なにこれ？

　知的でクールな美人が、てへぺろ？

　可か愛わいすぎるじゃないか。

　そう言えば……妹の蘭さんもこの前、肩をすぼめて、えへっ、という感じで舌を出す仕草をした。クールな美人が見せるこんな仕草は超絶可愛いのだと、その時俺は人生で初めて気づいたのだった。

　それと同じような超絶可愛い仕草を、またもや目にすることになるなんて。

　やはり双子の姉妹だから？　そういった仕草の癖まで似ているのだろうか。

「いえ。氷川さんが俺のことを信頼して、そこまで本音を言ってくれてホントに嬉しいです！」

「とにかく話はわかりました。私から社長にしっかりと話をして、一度平林さんと所長さんが社長と面談できるようにセッティングします。それが優秀な人材を確保するという意味でも、ホントに会社のためだと思いますので」

「ほ、ホントですかっ!?　ありがとうございます!!」

　俺は嬉しくて飛び上がりそうになった。さすがにホントに飛び上がりはしなかったけど、席から立ち上がって、テーブルに手をついて頭を下げた。

「平林さん、大げさですよ。そこまでしなくていいですって」

「いえ、ホントに氷川さんには、感謝してもしきれません！　ありがとうございます！」

　凛さんは、そんな俺を見て、ニッコリと笑いかけてくれた。そして凛さんが妹の蘭さんに話は終わったよと電話をしてくれて、蘭さんが戻ってきた。

「平林さんの表情を見たら、話はどうやらうまくいったようね」

「あ、はい。ありがとうございます。氷川さんが社長さんに話をしてくれることになりました。これもすべて氷川さんのおかげです！」

　俺の言葉を聞いて、氷川姉妹はお互いに顔を見合わせて、クスっと笑った。

「あれ？　俺、なにかおかしいことを言いましたか？」

「「だって平林さん、氷川さん氷川さんって、どっちがどっちだかややこしいんですもん」」

　あ、また二人が綺き麗れいにハモった。

　さすがに双子姉妹だ。息がピッタリ合っている。

　──なんて言ってる場合じゃないか。

　確かに俺、どっちにも氷川さんって言ったよな。

「「ややこしいから、名前で呼んでください」」

　あ、またハモった。二人の気持ちもぴったり一致しているようだ。

「わ、わかりました。じゃあ、凛さんと蘭さんってお呼びしていいですか？」

「「はい、それでお願いします」」

　目の前に、クールで整った美人の顔が二つ。違いは髪の長さと眼鏡の色だけで瓜うり二ふたつ。そしてセリフがちょいちょいハモる。

　なんだかとっても不思議体験だ。

「それにしても平林さんが凛と前向きな話ができて良かったぁ。私もホッとしました」

　前から知っている方の氷川さん、蘭さんがそう言うと、凛さんは嬉しそうに答える。

「平林さんがいい人だったからね。話が早かったよ。蘭があれだけ、いい人だいい人だって言うのもわかるわぁ」

「ちょっと待ってよ凛。ご本人の前でそんなことをバラさないでよ。恥ずかしいじゃない」

「いいでしょ、事実なんだから」

「それはそうだけどっ！」

　隣同士に座る二人が向き合って、ワイワイと喋しゃべっている。

　二人とも一見クールで厳しそうな人だけど、それは仕事柄もあって、そう見られるんだと気づいた。こうやって姉妹仲良く話している姿を見ると、二人ともフレンドリーで楽しい人たちだ。

　──なんて思いながら二人の会話を眺めていたら、ふと会話が切れたタイミングで同時に二人が俺の方を向いた。

「「あ、平林さん。私たちだけで盛り上がってしまってすみません」」

「あ、いえ。大丈夫です。凛さんと蘭さん、凄すごく仲がいいんだなぁって思って、ほのぼのとしてました」

「ありがとうございます。でもね平林さん」

　そう言って口を開いたのは凛さん。お姉さんの方だ。

　こうやって、いちいち凛さんがお姉さんの方とか心の中で確認しないと、まだどっちがどっちか戸惑ってしまう。

「普段は私たち、ここまでワイワイしないんですよ」

「そうなんですか？」

「はい。今日は平林さんのおかげでしょうか……」

「あ、ちょっと待って凛。ここからは私のセリフで」

「どうぞ、蘭」

「今日は平林さんのおかげで、なんだか楽しい気分です」

「そうそう。蘭はいつもより楽しそうです」

「もうっ、凛。いちいち解説しなくていいのっ！」

「あはは、ごめんごめん」

　さっきはああ言ってたけど、やっぱりワイワイ言ってる。

　俺のおかげって言ってくれたよな。俺が加賀谷製作所の社長と話ができそうで、仕事がうまくいきそうなことを蘭さんは喜んでくれてるんだな。ホントにいい人だ。ありがたい。

「蘭さん、今日はホントにありがとうございました。このお礼は必ずしますから」

　俺は蘭さんに真剣な顔でそう言った。

　すると、なぜかすぐに反応したのは横に座るお姉さんの方だった。

「お礼かぁ……そぉねぇ……」

　凛さんはあごに人差し指を当てて、視線を宙に彷徨さまよわせている。顔はなにかワクワクしたような感じ。

「ちょっと待ってよ凛。平林さんは私に向かって言ってくれたのに、なぜあなたが悩んでるの？」

「だって今日は、私と話をするのがメインだったでしょ？　私が考えたっていいじゃない」

「そうじゃなくて凛。平林さんからお礼なんていただかなくてもいいでしょ？　もう既にプリンをいただいたんだから……」

　うわ、ヤバい。二人が喧けん嘩かを始めちゃったよ。

「ちょっと待ってください。もちろん今日のお礼は、お二人ともにしますから、喧嘩しないでください」

　俺が両手を前に出して、二人を抑えるような仕草をすると、突然蘭さんと凛さんはきょとんとしてお互いの顔を見合わせた。そしてプッと笑って、俺の方を向いた。

　二人とも笑顔だ。クール美人の笑顔が二つ並んでいる。

「「まったく喧嘩なんかしてませんよ平林さん。これはいつもどおり、二人でじゃれ合ってるみたいなものです」」

　──あ。また二人仲良くハモってる。確かに本気で喧嘩をしているのではないようだ。

　さらにお二人はこう続けた。

「「じゃあちょうどお昼どきだし、今から一緒に食事でもしませんか？　それがお礼代わりということでどうでしょう？」」

　二人とも息ぴったりに、打ち合わせることもなくまったく同じ提案を口にした。

　すげぇ。恐るべし双子。以心伝心というヤツか。

　でも難攻不落かと思えた加賀谷製作所に切り込むチャンスを、このお二人のおかげで得られたんだ。昼食を奢おごるくらいでお礼になるならお安い御用だ。

「はい。そうしましょう」

「平林さん、奢ってくださいという意味じゃないですよ。食事をご一緒いただくだけでいいです」

　え？　一緒に飯を食うだけ？

　蘭さんはそう言ったけど……

「いや、そんなんじゃあ、お礼にはならないですよ……」

　俺が戸惑っていると、姉の凛さんが微ほほ笑えんでこう言った。

「大丈夫ですよ。一緒に食事してくれるだけでも、充分お礼になりますから」

「えっ……？　そんなことはないでしょ？」

「いえいえ。一緒にお食事って、充分お礼になるよねぇ。ねえ、そうでしょ蘭？」

　凛さんが急に、念押しするような口調で蘭さんに笑いかける。蘭さんは突然のことで、焦あせった感じになった。

「そそ、そうね。充分、お礼にななな、なりますよ、平林さん。おほほ」

　蘭さんは手を口に当てて、また大げさな笑い方をしている。

　なるほど。たかが食事を共にすることがお礼になるって言うのは、俺に気を遣わせないためのお二人の心遣いだな。ホントに親切でいい人たちだ。この親切心をいつまでも拒否したらかえって失礼になる。お言葉に甘えるとするか。

「わかりました。ありがとうございます。ではそうさせてください」

　こうして俺たちは三人で、ショッピングモールのレストランフロアにあるイタ飯屋に行くことになった。





＊＊＊






　このショッピングモールに入っているイタリアンレストランは、カジュアルでリーズナブルだけど、とても美味おいしいと評判なのだと氷川さん姉妹が教えてくれた。

　ピザを三人で一枚注文し、あとはそれぞれパスタやドリアなどを頼んだ。

「ところで平林さん。蘭から聞きましたけど、彼女はいらっしゃらないんですって？」

「えっ……？」

　席に着いて注文を終えたあと、姉の凛さんがいきなりそんなことを訊きいてきた。凛さんの横に座る蘭さんは、驚いた顔を凛さんに向けてアワアワしている。

「ちょ、ちょっと凛。いきなりなんてことを言い出すのよ……」

「まあいいじゃない蘭。世間話よ」

　前に蘭さんに会った時に訊かれて、彼女はいないと正直に答えたことを思い出した。まあ事実だから、いいカッコしても仕方ない。

「はい、いません」

「なぜですか？」

　凛さんは割と真面目な顔で訊いてくる。でも、なぜかと言われても……俺がモテないから？

　そう答えるしかないよな。あえて女性を避けてるわけじゃないんだから。

「もしかして平林さんって、女嫌い？」

「あ、いえ別に。普通……だと思います」

　女好きではないけれど女嫌いではない。女性と接するのは特に苦手ってことでもないけど得意ってわけでもない。だから普通としか答えられない。

「そっかぁ。じゃあ今は彼女がいないだけで、女性と付き合いたくないってわけではないんですね」

　それはそうだな……

　彼女がどうしても欲しいってほどじゃないけど、かと言って欲しくないわけではない。だけど、どうしたら彼女ができるのかは、正直に言ってわからない。今まで、俺を好きだと言ってくれた女性はいないから、モテないことは確かなのだろう。

　まあ学生時代も社会人になってからも身近に女子が少なかったから、なぜモテないのかという明確な理由はわからないけれど。たぶん面白いギャグを言ったり、気の利きいたことを言ったりできないからじゃないかな……と自分では思っている。

「はい。そうですね」

　俺の答えを聞いて、凛さんは満足そうに微笑んだ。

　そして蘭さんの方を向いて、ニマっと笑いながらなぜかウインクをした。

「ちょ、ちょっと凛。あんまりプライベートなことにツッコむのは、平林さんに失礼でしょ？」

「あ、平林さん。蘭はこう言ってるけど、こういう世間話は苦手ですか？」

「いえ、全然大丈夫です。別に隠すようなことじゃないですし」

　俺がそう言うと、凛さんは蘭さんに勝ち誇ったように「ほらぁ」と言った。それで蘭さんもちょっとホッとしたような顔をした。

　今まで女性とこういう話をする機会もなかったし新鮮な感じだ。凛さんはざっくばらんに何でも話せる感じの人だし、いっそのこと、どうしたら彼女ができるか相談してみるのもいいかも。

　──なんて、今までの俺にはなかった発想まで湧いてきた。年上の人だし、親切に教えてくれる可能性もある。

　でも──『君のここがダメ』『あそこがダメ』『だから君はモテないのよ』って、ダメ出しの嵐になったら俺のメンタルは耐えきれるかなぁ……

　うーん……やっぱりそんな相談をするのはやめておくのが賢明か。

　なんて迷っていたら、また凛さんが話しかけてきた。

「ねえ平林さん」

「はい？」

「新しい赴任地で、素敵な彼女ができるといいですね」

「あ、はい、ありがとうございます。でもなかなか難しいですよね、あはは」

「そうかな？　できるんじゃないですか？」

　なんと。ありがたいお答えをいただいた。でも単なるお世辞だろうから、あんまりいい気にならないようにしよう。

「ねえ、蘭もそう思うでしょ？」

　ありゃま。凛さんは蘭さんにまでお世辞を言わせようとしている。この話題、ちょっと恥ずかしいからもうやめて欲しいんだけど。

「ふぇっ……？　あ、ああ、そそそ、そうですね。きっとひらひら、平林さんなら、すすす素敵な彼女がででできると思いますよぉー」

　──え？

　あのクールな感じの蘭さんが、気の毒なくらいに動揺している。顔は火ほ照てっているし、視線はキョトキョトと揺れ動いているし、整った顔は引きつっている。俺に彼女ができるなんてお姉さんに無理やり言わされて、言いにくいんだよな。これ、蘭さんをどうフォローしたらいいんだろう……？

　──と悩んでいたら、ちょうど都合よく注文した食べ物が運ばれてきた。

　これはラッキーだ。雰囲気を変えるのにちょうどいい。

「お二人ともありがとうございます！　がんばります！　あ、ちょうどピザが来ましたね。食べましょう」

　俺はそこまで一気に喋しゃべって、凛さんと蘭さんにお礼を言ってから、失礼ながら自分が先に目の前のピザに手を伸ばしてひと口頰張った。

「うん、旨うまい！　どうぞどうぞ、凛さんと蘭さんも食べてくださいよ！」

「あ、そうね。食べましょうか蘭」

「そそそ、そうね。食べましょう、凛」

　そしてピザと、その後に運ばれてきたパスタやドリアを食べながら、この町ではどこのイタリアンが美味しいかというグルメの話題で三人盛り上がった。この店のピザやパスタもかなりのもので確かに美味しい。三人ともあっという間に注文した全品を平らげてしまった。

「あ〜、お腹なかいっぱい」

「私も〜」

　凛さんと蘭さんが二人とも満足げな顔をしている。二人とも満腹になって、力の抜けたようなほわんとした顔つきだ。クール系の美人が見せるこんな無防備な表情はとても可か愛わいく見える。旨かったし腹いっぱいだし、俺も満足感が半はん端ぱない。

「いや、ホントに美味しかったです。いいお店を教えてもらってありがとうございます」

「いえいえ。私たち二人とも美味しいお店を探すのは大好きだから、また他にも美味しいお店を教えますよ。ねえ、蘭」

「えっ……そそそ、そうね。教えます、教えますっ！」

　凛さんに急に話を振られた蘭さんが、あたふたしている。

「えっ、ホントですか？　それは嬉うれしいなぁ」

　この町には十年近いブランクがあるから、美味しいお店を教えてもらえるなんてありがたい。

「じゃ……じゃあ平林さん。ま、また行きましょうね」

　蘭さんは親切にもそう言ってくれた。

　俺が「はい」と素直に答えると、蘭さんは笑ってこう言った。

「食事も済んだし、そろそろ帰りましょうか」

　横から凛さんが、ぼそぼそと何やら話している。

「あれ？　もう帰るの、蘭？」

「そ、そうよ。もう用事は済んだし、帰りましょう」

「せっかくの機会なのにいいの？」

「うん。今日は凛との話がメインなんだから……でしょ？　また食事に……約束も……。だから……。それに心臓がずっとバクバク言ってるし、もう無理……今日はもう帰ろ」

「わかった。蘭がそう言うなら……」

　はっきりとは聞き取れないけど蘭さんの体調が悪そうだ。あんまり無理をさせてはいけないな。

　俺が心配していたら蘭さんが俺の方に顔を向けた。

「じゃ、じゃあ……平林さん。お昼ご飯にまで付き合っていただいて、ありがとうございました。きょ、今日はこれで帰りましょうか」

「あ、はい。蘭さん、凛さん。こちらこそありがとうございました」

　席から立ち上がってもう一度お二人にお辞儀をする。凛さんも「どういたしまして」と笑顔で答えてくれた。

「リクアドさんとのセッティングを社長と話ができたら、また電話しますね」

「よろしくお願いします」

　約束どおり割り勘ということでレジで三人揃そろって支払いをして、店から出ようとした。すると蘭さんが座席にスマホを忘れたと言い出して席まで取りに戻った。だから俺と凛さんは二人で先に店を出た。




　イタ飯屋を出るとすぐ前に雑貨店や服屋があるのが目に入った。俺たちが行った店はレストランエリアの一番端に位置していて、店を出るとすぐ横には物販店エリアが広がっている。

　店を出た後、蘭さんを待ちながら凛さんと立ち話をしていたら、突然横から短い叫び声が聞こえた。

「あっ……凛太先輩！」

　振り向くと、そこには──なんとルカが呆ぼう然ぜんとした表情で立っていた。

　ルカはプライベートの時は眼鏡を外している。だから綺き麗れいな二重の目がばっちり見える。服装も仕事の時よりもカジュアルで、可愛いデザインのカラーＴシャツに花柄のフレアミニスカートという可愛い系のファッション。

　とにかく今日のルカは、美少女オーラ満載だ。

　ルカはたぶん物販店エリアの方を歩いていて、俺を見かけて立ち止まったのだろう。そして俺の顔と凛さんの顔を何度もキョトキョトと往復して見比べている。まるでテニスのラリーを見る観客みたい。

「平林さん……どなた？」

　挙動不審なルカを目にして、凛さんが不思議そうに尋ねてきた。

「あ、同じ会社の後輩で、愛あい堂どうルカさんです」

「ああ、なるほど」

　凛さんはそう言ったあと、ルカに向かって「はじめまして」と挨拶をした。ルカは青い顔でペコリと頭を下げる。

「おおお、お邪魔をして、ごごご、ごめんなさいっ！」

　なんでルカは謝ってるんだ？　お邪魔ってなに？　それにえらくキョドってる。

　俺が疑問に思っていると、ルカは突然ギクシャクした動きでくるりとＵターンをした。そして逃げ出すように、ギクシャクとした動きのまま歩き出そうとしたその時──

　後ろから蘭さんの声が聞こえた。

「お待たせしました平林さん」

　蘭さんの声に、背中を見せているルカの動きがピタリと止まる。そしてゆーっくりと、恐る恐る上半身を回した。

　まるで、とんでもなく恐ろしいものを、恐こわいもの見たさに見ようとするような感じ。

　ルカは蘭さんの姿を視界に入れてぎょっとした。そして両手の指で両目をゴシゴシとこする。それからまたルカは、凛さんと蘭さんの顔を交互にキョロキョロと見る。

　──ああ、なるほど。

　凛さんと蘭さんが同じ顔をしているから、何か幻でも見ている気になってるのかな。

「凛太先輩……二人も……彼女がいらっしゃるのですか？」

　ルカは魂を抜き取られたような表情で、わけのわからないことを口走った。

「二人も彼女がいる？　俺に？　いや、違うよルカ」

　おーいルカ。それは盛大な勘違いだ。二人どころか、俺には一人さえも彼女なんてできちゃいない。

「へっ……？」

　ルカはきょとんとした目を俺に向けた。




　俺が氷川姉妹のことや、今日お二人に会っていた趣旨を説明すると、ルカは恐縮しきって謝った。

「ホントにすみません、凛太先輩。最初見かけた時から、てっきり彼女さんかと勘違いしました」

「そしたらさらにもう一人、女性が現れたってわけか？」

「はい……」

「あはは。俺に彼女が二人もいると勘違いするなんてな」

「はい。見てはいけないものを見てしまったと焦あせりました」

　ルカは顔を真っ赤にして、上目遣いで俺と氷川姉妹を見回している。勘違いがよっぽど恥ずかしかったのだろう。

　凛さんと蘭さんはオタオタするルカを微ほほ笑えましそうに見ていたが、しばらくして二人でぼそぼそと「どうする？」と話をし始めた。イタ飯屋を出てすぐに帰るつもりが、ルカの登場で帰るタイミングを逃してしまった感じだ。しかしさっき店内で話していたように今日はこのまま帰るようで、俺の方に向いてまた綺麗にハモった。

「「では平林さん。私たちはこれで失礼しますね」」

「あ、はい。今日はホントにありがとうございました」

　凛さんと蘭さんが二人仲良く立ち去って行ったその背中を見届けてから、ルカがポツンと話しかけてきた。

「でも勘違いで良かったです。ホッとしました」

　──ん？　良かった？　なにが？

　あ、もしも俺が赴任してきたばかりで、いきなり二人も彼女を作っちゃうような男なら、そりゃさすがにルカも引くよな。そんな乱れた男じゃなくて良かったってことか。

「ああ、そうだね。大丈夫だ。俺に彼女が同時に二人もできるなんてあり得ないからな。あはは」

「……ということは、一人なら彼女がいるってことですか？」

「えっ……？　いないよ、彼女なんて」

「そう……なんですね」

　ルカは少し気が抜けたような感じでそう言ったあと、何か呟つぶやいた。

『ジョー・ホーゲット』って聞こえたような気がする。

　ホーゲットって誰だろ？　アメリカの俳優かな？　俺の知らない人だな。まあいいか。

「それにしても凛太先輩、凄すごいですね。とうとう加賀谷製作所の社長さんに会えそうですね」

「まあまだわからないけどね。会えるといいなぁ。でも俺が凄いって言うか、運が良かったよ。氷川さんのお姉さんが加賀谷製作所の社長秘書だったなんて」

「でもそれは凛太先輩が諦めないで、あちこち連絡を取るという努力をしたからですよ」

「そっか……ルカにそう言ってもらえると嬉しいな。でも妹さんの方の氷川さんが協力的で、親切な人だったってこともラッキーだったしな」

「いえそれも、凛太先輩の人柄を氷川さんが評価してくださったからじゃないですか？」

「あ、そ……そうかな？」

　俺はとにかく目の前のことを一生懸命誠実にやってきただけだ。けれども確かに蘭さんはそれを評価して、俺を信頼してくれている気はする。それは本当にありがたいことだ。

「やっぱり凛太先輩は凄いです」

「そ、そうかな……ありがと」

「尊敬します、凛太先輩っ♡」

　あっ……なんか語尾が跳ねるような可愛らしい話し方。そしてうるうるしたような瞳。綺麗な二重の目と通った鼻筋。やっぱりルカって美少女だなと改めて思った。

　とにかく一生懸命やっただけなんだけど、後輩に仕事ぶりを褒めてもらえるのはやっぱり嬉しい。ルカには職場の先輩として少しは認めてもらえたかな。

　──とは言うものの。

　尊敬とまで持ち上げられるのは、もちろんお世辞も入っているのだろうけど、あまりに照れ臭すぎる。だから俺は話題を変えた。

「あ、ありがとうなルカ。……ところでルカはここに何しに来たの？　買い物か？」

「あ、はい。服を買いに来たのと、映画を観みに来ました」

「映画？」

「はい。このショッピングモールにはシネコンがあるのですよ」

「へぇ、そうなんだ。なんの映画？」

　一人で映画を観に来るくらいだからよっぽど映画好きなんだろうな。ルカのイメージからすると純愛映画かな？

「あっ……えっと……」

　ルカは言葉に詰まっている。どうしたんだろ？

「ちょっと恥ずかしいです……」

「なんで？」

「あ、いえ……あ、アニメ映画だからです」

「あ……アニメ映画っ？」

　ちょっと意外だったので、俺は素っ頓狂な声になってしまった。

「あっ……凛太先輩もバカにしましたね？」

　ルカは頰をぷっくりと膨らませて唇を尖とがらせている。こりゃ結構マジで機嫌を損ねたか？

　いや。怒っているというよりも拗すねた感じだ。美少女が見せるこんな姿は可か愛わいいのだが……　でもルカがバカにされたと本気で思っているなら申し訳ない。ちゃんと説明しとかなきゃ。

「いや、バカになんかしてないぞ。……ん？　凛太先輩……も、って？」

「はい。以前ほのか先輩に私がアニメ好きだって話をしたら、『子供だねぇ〜』ってバカにされました」

　いつも子供っぽい言動をするほのかがルカを子供扱いしたなんて、なんだかおかしくて笑える。まるで子供が『自分は大人だもんっ』って大人ぶるのと同じか。

「何を言ってるんだルカ。アニメは今や世界に誇る日本の文化だ。子供向けのアニメもあるけど、充分大人の鑑賞に堪たえうる作品も数多くあるからな」

　俺は特にアニメ好きというわけではないが、それでも素晴らしい作品はいくつか知っているし、結構好きなアニメ作品もある。まさかルカは子供向けのアニメを観に来たわけではあるまい。

「さ……さすがです、凛太先輩っ！」

　ルカは両手を胸の前で合わせて、キラキラっとした瞳で俺を見つめた。

　──いや別に、さすがと言われるほどのことじゃないけど。

　ルカはほのかにバカにされた経験があるからか、アニメに理解を示す俺の態度が嬉うれしいようだ。

「今日観に来たのは、ダークファンタジーの超人気作『突撃の魔人』なのです！」

「おおーっ！　あのテレビアニメで超人気の劇場版か！」

　確かにあのアニメは大人が観ても面白いし、テレビ版は俺も観ていた。劇場版も機会があれば観てみたいとは思っていたんだが、大の男が一人で映画館にアニメを観に行くのは少し抵抗があった。だからレンタルか動画配信が始まったら観ようかと密ひそかに思っていたんだ。その『突撃の魔人』をルカは観に行くのか。

　──うううう……一緒に観に行きたい欲がふつふつと湧き出してきた……

　いや、でも一緒に行きたいなんて俺が言ったらルカは嫌がるだろうなぁ。せっかく誰にも煩わされないように一人で観に来たんだろうから。

　あ、いや。でもこのチャンスを逃したら『突撃の魔人・劇場版』を映画館の大スクリーンで観るチャンスは、今後二度と巡って来ない気がする……

「凛太先輩は『突撃の魔人』を知ってるんですか？」

「ああ。知っているも何も、テレビ版は俺も観てたよ。大ファンだ」

「えっ……？」

　ルカが突然ぽかんと口を開けて固まった。そしてハッと我に返ったようになって、急に、なんだか必死な形相になった。

「じゃじゃじゃじゃあ、いいいい、一緒に、みみみみ観ませんか？」

「いいのか？」

「は、はい！　もも、もちのろんです！」

　もちのろん？

　ルカがどもりまくってるし、なぜか言葉遣いも変になっている。

「ありがとう。じゃあ……ルカのお言葉に甘えて一緒に観よっかな」

「やった……！」

　ルカの顔は急にぱぁーっと明るくなった。両手を腰のところで拳に握りしめて、小さなガッツポーズみたいにしている。

　わかるよルカ。周りにバカにされるかと思っていた趣味が、思いもよらず同好の士が現れた時の喜び。俺だって経験ある。今のルカはきっとそんな気分なんだろう。

　いや逆に俺の方が、一人では観に行けないと諦めていた映画を観るチャンスに巡り合えたんだ。ルカにはいくら感謝しても、し過ぎるということはない。

「ありがとうルカ。嬉しいよ」

「う……嬉しい……？　私と映画を観に行くことが……ですか？」

「ああ、そうだよ。ルカと映画を観に行くことが、だよ」

「り……凛太先輩……」

　ルカは泣き出しそうな顔で笑ってる。

　そんなに同好の士に巡り合えたのが嬉しいんだな。そう思ってもらえるなら、俺も嬉しい。いや──俺もルカと同じ気分だ。

「じゃあ、行こうかルカ」

「はいっ！　参りましょう、凛太先輩っ！」

　こうして俺とルカは、仲良くシネコンのフロアに向かって颯さっ爽そうと歩き出した。
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　シネコンに入ると、キャラメルポップコーンの甘〜い香りが鼻に届いた。

　さっき昼食をとったばかりで満腹なのだけれども、やっぱり映画と言えばポップコーン。しかも俺は甘い物好き。無性に食いたくなる。

　なぜ甘い物を食べるのか？　そこに甘い物があるからだ。それ以外の理由は必要ない。

「なあルカ」

「はっ……はいっ！　なな、なんでしょうっ!?」

　──ん？

　どうしたんだろ？　ルカのやつ、なんだかえらく緊張しているようだが？

　瞳がまだうるんでるし頰も赤い。後ろ手に組んで身体からだを所在なげに揺らしているせいで、可愛い花柄のフレアミニスカートがゆらゆらと揺れている。

　ん〜……ちょっとした興奮状態みたいにも見えるな。

「ポップコーン……食べたいと思わない？」

「ハイっ。た、食べたいです」

「どうしたんだ？」

「何がですか？」

「いや……体調でも悪いのか？」

「いえっ……体調は、いつもよりも至って良好、完璧でございますっ」

　いや、いつも冷静でクールなルカが。ほのかのトリッキーな言動にすら冷静に対処しているルカが……今は話し方もおかしいし、明らかにキョドってるよな？

「あ、いえ……ちょっと緊張してまして……」

「緊張？　なんで？」

「そ、それは……」

「それは……？」

　ルカは真っ赤な顔を俺に向けてじっと俺を見つめたまま、何か思い切りをつけるように大きく息を吸い込んだ。

「そ……それはもちろん……り、り、りん……あ、いえ。り、理由はもちろん、『突撃の魔人・劇場版』をようやく観れるからであります！」

　ルカのやつ、なぜか軍隊みたいな口調になっている。きっと『突撃の魔人』の主人公が人類を救う兵士だから、そういう気分になっているんだよな。

　確かにそういうことってあるよなぁ。

　しかしまあ、『突撃の魔人』をようやく観れる嬉しさで緊張していると言えば、それは俺も──

「なるほど。それは俺もおんなじだ」

「は、はいっ……」

「じゃあ、とにかくチケットを買おう。それからポップコーンな」

「は、はい。そうですね」

　ルカは大きく息を吐いて、ようやく少し緊張から解き放たれたような顔をした。

　俺たちは発券機で鑑賞券を買い、それからポップコーンとドリンクを買って劇場に入った。劇場内を見渡すと結構席が埋まっている。さすが人気作品だ。席に空きがあってラッキーだった。

　手にしたチケット番号の席を探すと、ぽっかり空いた二席が見つかった。

　あの席だな。

　その席に近づくと、俺たちの座席は両側を若いカップルに挟まれた席だった。俺たちの横は……いわゆるリア充と呼ばれる人たちだ。

　ちょっと羨うらやま……

　いやいや。他人を羨ましがるなんて俺らしくない。俺は自分ができることをただただ一生懸命やるだけだ。そうすれば、いつの日か俺のことを好きになってくれる女性も現れる……そんな可能性もゼロではないよな。自信はないけど。

　とは言うものの、やはりカップルに挟まれた席なんてちょっと緊張する。

「あ、前、スミマセン」

　俺は右手にポップコーン左手にドリンクを持って、こぼさないように気をつけながら、手前のカップルに声を掛けて自分たちの席に向かう。後ろからはルカも「スミマセン」とカップルに断りながらついてきている。

　俺たちはようやく席にたどり着いて腰を下ろした。

「ポップコーンはここに置いとくよ。好きに食べてくれていいから」

「あ、はい。ありがとうございます」

　ルカと俺の座席の間にある幅広の肘掛けに、ドリンクなどを立てるポケットが付いている。俺はそこにポップコーンのカップを挿した。ＬＬサイズを買ったから二人で思う存分ポップコーンを食えるぞ。

　ホッと落ち着いて左右を見るとカップルの姿が目に入った。二組とも男女が仲良さげに身体を寄せ合っている。

　──これはちょっと目の毒だな。

　いや、そんなことよりも。いよいよ『突撃の魔人・劇場版』観みられると思うと、ちょっと緊張してきた……

　ルカを見ると、俺と同じように左右をキョロキョロと何度も見ながら、固い顔をしている。ルカもカップルが目の毒なのか、それとも映画が楽しみ過ぎて緊張しているのか。

「なあルカ。緊張するよなぁ」

「は、はい。ききき、緊張しまくりです。りりり、凛りん太た先輩も……ですか？」

「ああ。俺もだ」

「そ……そうなんですね……」

　そう言いながら、ルカは頑張って笑顔を作ろうとしているけど、その笑顔は引きつっている。心なしか頰もピンク色に染まっている。

　でもまあ、しかし。

　俺もそうだけど、映画が始まるとすぐに作品世界に引き込まれて、緊張は収まるだろう。

　そんなことを考えていたら、劇場内の照明が落ちて映画が始まった。そして俺はさっき予想したとおり、あっという間に映画の世界に引き込まれていった。




　それにしてもこのアニメ映画は緊張の連続だ。映画を観始めると緊張が収まるなんて考えた俺が甘かった。圧倒的に不利な主人公たちが巨大な魔人に挑む。その戦闘シーンは手に汗握る展開で、突然魔人に襲われたりもするから、ずっと緊張感がみなぎっている。

　俺はスクリーンから目が離せないまま、横の肘掛けに手を伸ばし、ポップコーンを手のひらでひと握り摑つかんで頰張った。キャラメルの甘さが緊張を少しはほぐしてくれる。

　そしてまたしばらくしてポップコーンのカップに手を伸ばす。さっきと同じく手のひらを広げてカップのポップコーンを摑む。

　──ぐに。

　ん？　なんだこれ？

　軽くてカサカサした手触りのポップコーンが、温かくて柔らかいものになっている。誰か魔法でもかけましたか？

　手元に目をやるとそこには人の手があった。それは俺よりも先にポップコーンに伸ばしていたルカの握りこぶし。それを俺の手が上からしっかりと握りしめている。なぜかルカは手を引くこともなく、俺に手を握られたままになっている。

　──ヤバいっ！

　俺は慌てて視線を上げてルカの顔を見た。するとルカは口あんぐりと開けたまま綺き麗れいな目を見開いて……緊張した面持ちでジッと俺を見つめている。

　俺はさっと手を引いてルカに詫わびた。

「あっ、ゴメン！」

「あ、いえ……」

　思わず俺が声を出すと、左右のカップルの男にジロっと睨にらまれた。会え釈しゃくしてお詫びをする。ルカは固まって俺を見つめたまま。

　こりゃマズい。完全にセクハラ野郎だと軽蔑されているに違いない。

　うわっ、どうしよう？　と、とにかくもう一度謝ろう。

　大きな声を出しちゃダメだから俺はルカの耳元に口を近づけた。

「ホントにごめん、ルカ。わざとじゃないんだ。ポップコーンをつかもうとして……」

「ひゃん……」

　耳元で囁ささやいた俺の息がかかってくすぐったいのか、ルカはピクンと肩をすくめて色っぽい声を出した。一瞬俺の理性が宇宙の果てまで飛んでいきそうになったが、気力でこの場に呼び戻す。

　うわっ……さらにマズいことになってしまった。手を握ったのは不可抗力だと認めてもらえるだろうけど、耳に息を吹きかけるなんて……

　焦あせっていたとは言え、とんでもないセクハラ行為と言われても仕方ないことをしてしまった。

　これは……映画が終わったら土下座して謝ろう。額を地面にぐりぐりと擦こすりつける最上級の土下座が必要かもしれない。

　そんなことを思いながら俺はルカに何度も何度も頭を下げた。ルカはそんな俺を見て、顔を引きつらせながらも、口パクで『大丈夫ですよ』と言ってくれた。
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「いや、ホントごめん！」

　映画が終わってロビーで、俺は両手を顔の前で合わせて、腰を九十度曲げて頭を下げた。さすがにここで土下座はできないけど精いっぱいの謝罪だ。

「いえ、大丈夫ですから頭を上げてください」

　そう言われて頭を上げるとルカはニコリと笑ってくれていた。俺が先輩だから気を遣ってくれているに違いない。

「ホントに悪気はなかったんだけど、手を握られたり、挙げ句の果てには耳に息を吹きかけたりして気持ち悪かっただろ？」

「あ、いえ……気持ち良かったです」

「えっ……？」

「えっ……？」

　ルカの言葉に俺が絶句したらルカもきょとんと絶句した。思わず二人で見つめ合って変な空気が流れる。そしてルカの顔が、タコを茹ゆでたみたいにみるみる赤く染まっていく。大きな瞳がキョトキョトと揺れた。

「あ、いえ、ももも、もちろん冗談ですよ」

「あ……そ、そうだな。冗談だな。あはは」

「あはは……」

　さすがにルカは恥ずかしそうに苦笑いしている。耳まで真っ赤だ。かなり恥ずかしいだろうに、俺の罪悪感を軽くしようとして、こんな冗談まで言ってくれたんだ。ホントにルカってなんていいヤツなんだよ。

「ありがとうな、ルカ。このお詫びをしたいんだけど……」

「お詫び……ですか？」

「うん。手を握ってしまったのと、耳元で囁いてしまったお詫び」

「り、凛太先輩……思い出すと恥ずかしくなるから、何度も言わないでくださいよ……」

「そ、そうか……」

　しまった。またルカに恥ずかしい思いをさせてしまった。俺も動揺していて、ついつい言わなくてもいいことまで言ってしまった。

　だけどルカのヤツ。なんだか少しニヘラ笑いをしているようにも見える。よっぽど照れ臭いのだろう。

「お詫びにさ。スイーツでも奢おごるよ。なにか食べたいものはあるかな？」

「す……スイーツですか？」

「うん。どう？」

「大好きです！」

「えっ……？」

「はい。甘いもの、大好きです」

　ルカがキラキラした瞳で俺の目を見つめて『大好きです』だなんて言うから、一瞬俺のことを大好きなのかと勘違いしかけた。ヤバいヤバい。とんでもない勘違い男になるところだった。

　でも……ルカみたいな美少女に面と向かって『大好き』なんてセリフを言われると、それがたとえスイーツのことだとわかっていてもドキドキするものだという法則を発見した。これはまさに世紀の大発見だ。……俺にとっては、だけど。

　──あ、もしかしてそれは、俺が女の子に耐性がないからなのか？

「ど、どこか行きたい店はある？」

「このモールの中にある、フルーツタルトのお店に行きたいです」

「フルーツタルト？」

　なんだそれ？　そんなもの俺は食ったことがない。

「はい。もの凄すごく人気の店なんですよ」

「そっか。旨うまそうだな。そこ行こう」

「はい」

　普段は割と無表情が多いルカが、本当に嬉うれしさが溢あふれるような笑顔を見せた。
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　その店に入ると、ショーケースのような冷蔵庫に色とりどりのフルーツタルトが並んでいた。まるで宝石店のように煌きらびやかで、見ているだけでもワクワクする感じ。店内は女性のグループかカップルばかりで、男だけの客は皆無だ。

　なるほど。今まで来たことはなかったけどこういうお店が女性には人気なのか。

　俺とルカは並んでショーケースを覗のぞき込んだが、俺にはどれがいいのかよくわからない。

「うーん……あれも美味おいしそうだし、これもいいなぁ……」

　ふと横を見ると、ルカは人差し指を唇に押し当てて、輝く目をキョロキョロさせてショーケース内を見回している。いつもはクールな感じをめったに崩さないルカだけど、こんなに子供っぽい仕草をするんだと驚いた。クールな美人が見せるこんな姿はなかなか……いや、かなり可か愛わいい。

「コレとアレ……どっちも捨てがたいなぁ……うーん、迷っちゃうぅぅ」

　どうやらルカ様はお困りのようだ。こんな姿も微ほほ笑えましくて、思わず俺も笑みがこぼれる。

「なぁルカ。なんなら両方注文すれば？　一つは俺の分として」

「えっ……？　い、いいんですか？」

「ああ。俺は特にどれにしたいってないから、ルカの欲しいものを二つ頼めばいいよ。後で分け合おう」

　俺の言葉に、ルカの顔はパァーッと明るくなった。そして店員さんに、嬉しそうにその二種類のフルーツタルトを注文している。俺とルカは他に紅茶を注文した。そして商品を載せたトレイを俺が持って二人がけの席に座る。

　テーブルの上に置かれた二種類のフルーツタルト。それを眺めるルカの顔からは幸せがこぼれている。あまりに微笑ましくて、俺は思わず、ふふふと声に出して笑ってしまった。

「えっ？　ど、どうしたんですか、凛太先輩？」

「あ、いや。……幸せそうだなぁって思ってね」

「あ、はい。幸せです」

　ルカは目を細めてうなずいた。溶けてしまいそうなルカの顔がとても可愛くて、ドキリとする。

　ルカはフォークを使って、フルーツタルトをぱくりと口に入れた。

「うーん、美味しいっ。やっぱり幸せです。凛太先輩もどうぞ」

　ルカは目をきゅっと閉じてフルーツタルトを味わっている。

　ホントに美味しそうな顔をするなぁ。

　そんなルカの顔を見ながら俺もタルトをひと口頰張った。フルーツの爽やかな甘みとタルトの濃厚な甘みが交じり合って、これは確かに幸せな甘さだ。甘いもの好きの俺にとってはたまらなく旨い。

「うん、確かに！　この味は……幸せだなっ！」

「でしょ？」

「ああ」

　うなずく俺をルカは満足そうに見つめている。

　とろんとした目つきが色っぽい。ホント幸せそうな顔だ。

「ん……？　どうした？」

「えっ？　あ、いえ……今日は凛太先輩に出会えてホントによかったです」

「そ……そっか？」

「はい。おかげで映画は楽しく観みれたし、タルトも食べられました」

　──ん？

　まあ、タルトは俺が奢ったわけだけど……

「映画を楽しく観れた……？」

「はい。一人で心置きなく観るのもいいですけど……同じ作品を好きな人と一緒に観るのは、これはまた楽しいものですね」

「えっ……？　好きな人と一緒に？」

「えっ？　あ……い、いえ。『同じ作品を好き』な人という意味ですよ」

「あ、ああ。そうだな。る、ルカの言うとおりだ」

　──うわ、びっくりした。一瞬、心臓が止まった。

　だよな。そういう文脈だよな。俺の誤爆のせいで、ルカは顔を真っ赤にしてワチャワチャしてる。すまぬ、ルカ。

　でも確かに──それは言えるよな。同好の士と共に観る映画は楽しい。

「と……ところで、凛太先輩は、好きなキャラはありますか？」

「ああ、あるよ。やっぱメインヒロインのハルカが一番好きだな。クールな中でも時折見せる女の子らしい可愛さ。ほら、主人公がヒロインを抱きしめて、『ハルカ……』って囁ささやくシーンがあるだろ」

「はいっ……」

　ん？　なんだか今、ルカが肩をぴくっと震わせたように見えたけど……気のせいかな？

「あの時のヒロインのほわんとしてデレた顔なんて、最高に可愛かったよな」

「あ、そ、そうですよね。私もメインヒロインのハルカちゃんが可愛くて大好きです。しかもほら、一人だけ他の兵士とちょっと違う色とデザインの兵士服を着てるじゃないですか」

「ああ、そうだな。あの服、めっちゃ可愛いよな」

「ですよね。私もあの衣装大好きです」

　ルカはすっごく嬉しそうに目を細めている。このアニメへの愛が溢れてるよな。ルカは心の底からこの作品が大好きなんだ。

「今日の私は、とてもラッキーです」

「ん？　そうか？」

「はい。凛太先輩もこのアニメが好きなんだってわかりましたし。そういう人とたまたま一緒に映画を観れるなんて、ホントに私はラッキーです」

「そっか。そう言ってもらえて良かったよ」

「はい」

　ルカはそう言って、またタルトをひと口頰張った。そして目を細めて「美味しい」と、とろける笑顔。そんな姿を見ると俺も心がとろけそうに楽しい気分だ。女の子とのデートってこんな感じなのかなぁ……

　──あ、いや。今俺はとんでもないことを想像してしまった。デートを思い浮かべるなんてルカに失礼だ。

「ところで凛太先輩」

「へっ……？　な、なに？」

　マズい。変なことを考えていたから、ちょっとキョドってしまった。

「志し水みず営業所はどうですか？　どんな印象ですか？」

「ああ、そうだね。神じん宮ぐう寺じ所長は真面目で熱心だから尊敬できる人だし、ほのかはフレンドリーで面白いヤツだし、ルカは……」

　ルカは目を細めたままコクンと首を傾かしげた。

　こ、これは……なにかいい評価を期待されている……よな？

　いや。おべんちゃらを言うんじゃなくて、ホントに思っていることを言おう。

「ルカはとても親切で優しくて俺を応援してくれるし、凄く感謝してる……」

「そ……そうですか？」

　俺の答えがルカはかなり照れ臭いようで、手のひらでパタパタと顔を扇あおいでいる。

「うん。みんないい人で良かった。志水営業所に転勤してきてホントに良かったよ」

「凛太先輩もとてもいい人です。凛太先輩が来てくれてホントに良かったです」

「ルカにそう言ってもらえると嬉しいよ」

「あ、いえ……ホントに思ってることですから」

「まあ、ほのかは、俺が来て良かったって思ってるかどうか疑わしいけどな。あはは」

「ふふふ、そうですね。でも……」

　ルカは楽しそうな笑みを浮かべた後、少し真顔になった。

「ほのか先輩も、凛太先輩が来てくれて良かったと思ってますよ」

「そ……そっかなぁ？」

「そうですよ……たぶん」

「たぶん……ね」

「はい。うふふ」

　ルカの楽しそうな笑顔を見ると、今日たまたまルカに会って、こうやってコミュニケーションを取れて俺もラッキーだったと思う。




　それからしばらく会社のことなんかを雑談していたら、ルカがふとスマホを見て「あ、もうこんな時間？」と驚いた顔をした。

「今日は夕飯までに帰ると母に言って出てきたのです。これから服も買うのでそろそろ行かないと……」

「そうか。じゃあ行こっか」

「はい。それにしても、楽しい時間はあっという間に過ぎますね」

　──楽しい時間かぁ。

　ルカの先輩に対する気遣いもあるのだろうけど、それでもそう言ってもらえるのは嬉しい。俺も映画を観れたし未体験のフルーツタルトを食べられたし、ルカとのコミュニケーションも深められた。思いもよらない時間を過ごせて楽しかった。

「あ、そうだ、凛太先輩」

「……ん？」

「今日、アニメ映画を観に来たことは恥ずかしいので、所長やほのか先輩には内緒ということで……」

「うん、そうだな。内緒にしとこう」

　ルカがみんなに内緒にして欲しいと言うんだからその気持ちは尊重したい。それに、別にやましいことをしているわけではないけど、休みの日にルカと映画を観てタルトを食べたなんてほのかや所長に知れたら、なにか誤解されるかもしれない。

「じゃあこれは凛太先輩と私の、二人だけの秘密ということで」

　ルカは少しいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「わかった。二人だけの秘密な」

　何度も言うが、別にやましいことをしているわけではない。だけど二人だけの秘密なんて言うと、ちょっとドキドキしてしまう。『二人だけの秘密』って、まるで魔法の言葉みたいだ。

　そんなことを思いながらフルーツタルトの店を出て、そこで俺はルカと別れた。

　あとは──加か賀が谷や製作所の社長との面談が実現すれば、今日の動きは本当に意味があったものとなる。浮かれてばかりはいられない。

　俺はそう気持ちを引き締めて家路についた。
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　その日の夜──

　家族で夕食を食べたあと、自分の部屋に戻ったルカはベッドにぼすんと腰を下ろした。そして「ふぅーっ……」と息を吐いて天井を仰ぎ見る。

　頭には今日の昼のできごとが鮮やかに甦よみがえる。

「まさか、凛太先輩とあんなところで出会うなんてなぁ……」

　そう呟つぶやいたルカは知らず知らずに頰が緩む。普段はあまり気持ちを大げさには表情に出さないルカだ。普通ならニヘラと笑うことなんてめったにない。しかし今のルカは凛太のことを思い出すと、表情筋がどんどん緩んでしまう。

　ルカはベッドに腰掛けたまま、ふと思いついたようにスマホを手にした。写真アルバムアプリを開き『お気に入り』のフォルダを開く。

　そこにはたくさんの写真が保存されている。そのほとんどはある男性を遠くから撮影したものだ。一人で写っているものもあれば、数人で写っているものもある。

　──そう。例の、高校時代の憧れの先輩。

　ルカはそれらの写真の一枚をタップして、画面に拡大表示された写真をじーっと見つめた。サッカーのユニフォームを着た高校生の少年を遠くから撮影したもの。

　それはルカが高校時代に憧れていつも遠くから眺めていたという先輩。

「若いなぁ。可か愛わいい……」

　憧れの先輩の高校時代の写真を見つめて、ルカはクスっと笑った。そして画面の中の男性に、楽しそうに語りかける。

「でも今も昔も一生懸命なところはホントに変わらないですね……凛太先輩」

　ルカは高校生の頃に、いつも遠くから凛太を眺めていたことを懐なつかしく思い出す。当時のルカは高校一年生。毎日下校時に通りがかるグラウンドで、サッカー部が練習をしているのを見かけた。それまでサッカーはそんなにじっくりと見たことはなかったけど、なぜか気になってしばらく練習を眺めた。

　──手があるのに使わないなんて不便なスポーツだなぁ。

　サッカーをあまり知らない当時のルカが最初に抱いた感想はそれだけだった。しかし毎日見かけるうちに、一人の男子が、いつも周りよりもひときわ熱心に大きな声を出して走り回る姿が気になり始めた。

　それが凛太だった。

　サッカーをしている時の凛太は、常に一生懸命さが身体からだ中から溢あふれていた。

　真剣な眼まな差ざし。がむしゃらなプレースタイル。プレーが上手うまくいった時の弾はじけるような笑顔。

　そんな凛太の姿に、ルカは心がグイグイと惹ひきつけられるのを感じた。

　一方で練習後や校内でたまたま見かける彼は、日焼けした顔から白い歯を覗のぞかせて、穏やかで優しい笑顔を見せる。そんなギャップにもルカはさらに凛太に惹かれ、そして彼を見かけると目で追うようになっていった。

「でも……私は、遠くから眺めるしかできなかったのですよ、凛太先輩」

　ルカはまた、スマホの写真に語りかける。

　人とのコミュニケーションが少し苦手で引っ込み思案なルカは、他人に本心を話すことがなかなかできない。ましてや異性と親しく話すなんて、特に奥手だった高校時代のルカにとっては更にハードルが高かった。だから凛太が卒業するまでの一年間、ルカは凛太を『憧れの先輩』として遠くから眺めるしかできなかった。

　そのことは友達にも言わずに、じりじりと焦げつくような想おもいは、そっと心の奥にしまっていた。こっそりと遠くから凛太の写真を撮って、あとで眺めるのがせいぜいだったのだ。だから直接話をすることなど一度もなかった。凛太はルカの存在すら、たぶん知らなかっただろう。

　だが凛太に憧れを抱き続けるルカは、最初はろくに知らなかったサッカーに興味を持ち、テレビやネットでよく観戦するようになった。おかげで今ではＪリーグから日本代表戦まで観みるし、サッカー好きを自称するようにもなっている。

　凛太の卒業後、高校や大学でルカは何人もの男性から告白を受けた。しかし奥手ゆえに、男性とお付き合いすることへの抵抗感もあった。

　そして何より。

　凛太への憧れの気持ちが消えないまま他の男性とは付き合う気になれず、すべて断ってきたのだった。

　ルカは特に彼氏を作りたいという欲求もあまりなかった。いずれは自分にも凛太以外に好きになる人が現れるのだろうなぁ──くらいの気持ちを持ってはいたけれども。

　社会人になってもそれはたいして変わらず、過ごしていたある日──

　思いもよらない突然の凛太との再会。

　ルカは戸惑い、自分の想いを伝えられるはずもなく、高校時代のことは胸に秘めたまま日々凛太と接することにしたのである。

　いや。それどころか──

　ルカは凛太と近くで接することに、ある種の恐怖心とも言える戸惑いがあった。それは自分の中で既に美化されているであろう凛太の思い出。

　アイドルという言葉の日本語は『偶像』。ルカが高校時代にまるでアイドルのように憧れた凛太は、まさに偶像そのものかもしれない。それが現実の凛太を知ることで脆もろくも崩れてしまうのではないだろうかという怖おそれ。それもあって、凛太と再会してからも親しくすることに抵抗を感じていた。

　しかし──

「凛太先輩。あなたは、私が思っていたとおりの人でした。もうあれから何年も経たつのにね……」

　ルカは目を細め、クスっと笑って、また写真の凛太に語りかけた。

　なんにでも熱心で、他人のために一生懸命で、優しい笑顔。

　現実の凛太を知れば知るほど、自分の心の中の凛太そのものであると感じる。

　だからこそ今日偶然生まれた凛太とのひと時は、ルカにとってとても甘くて、そして心躍るようなキラキラとした時間であった。こんな時間をこれからも過ごすことができるのならば、毎日が楽しくて幸せだ。

　だけれども──

　ルカは考える。

　奥手な自分は、やっぱり凛太に自分の気持ちを打ち明けることなんてできない。それどころか、より親しくなるために積極的に行動することすらできない。そんなことをして凛太との関係がギクシャクするのが怖い。

「あ、そうだ凛太先輩。今日私が言った『同じ作品を好きな人と一緒に観る』って言葉。ホントに『同じ作品を好き』という意味で言ったのですからね」

　本物の凛太が目の前にいるわけでもないのに、ルカは顔を真っ赤にして写真の凛太にそう語りかけた。

「あ……」

　ルカはふと思い立ったようにクローゼットの扉を開ける。そして中から服を取り出して着替えをした。そして壁に立てかけてある姿見鏡で自分の全身を映してみる。

　それは──凛太との話題に出た、ヒロインのハルカが着ている兵士服。他の兵士とはちょっと違う色とデザインで、凛太も可愛くて好きだと言ったコスチューム。実はほのかはコスプレをするのが趣味で、ハルカの兵士服は一番のお気に入りなのだった。

　引っ込み思案なルカは外でコスプレはしない。せいぜいこうやって自分の部屋で密ひそかに愉悦を得るだけだ。

　鏡に映るハルカのコスプレを自分で眺めていると、今日凛太が口にしたセリフがふとリアルに甦った。

『ほら、主人公がヒロインを抱きしめて、ハルカ……って囁ささやくシーンがあるだろ』

　このセリフを凛太が口にした時『ハ』が小さな声だった。だからルカには『ルカ……って囁くシーン……』と、自分の名前を囁かれたように聞こえた。そしてそんなシーン──凛太に自分が抱きしめられているシーンが頭に浮かんだ。だからあの時、思わず全身がぴくんと震えるほど胸の奥がキュンとしたのだった。

「凛太先輩……やっぱり……大好きです……」

　ハルカの兵士服を着た自分の身体を自分の両腕でぎゅっと抱きしめる。まるで凛太に熱く抱擁されているような錯覚に身を包まれて、ルカの唇から『はぁ……んん』と切ない声が漏れた。美しい顔の頰には桜色が差し、とろけて惚ほうけている。

　この想いを凛太本人に届けたい気持ちはある。もしも凛太に気持ちを伝えて、凛太との関係を深めることができるとしたなら──
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　そこまで考えて、いや、やっぱりそれはダメだとルカは思い直す。

「やっぱり、そんなことをするべきじゃないですよね……」

　せっかく凛太が赴任してきて志水営業所はいい雰囲気になっている。自分だけが凛太と親しくなれば、営業所の雰囲気は壊れるかもしれない。チームの結束に自分がヒビを入れることだけは避けたい。

　いや、むしろ──ほのかのような明るく楽しい女の子と付き合う方が、凛太は嬉うれしいのではないか。そんな自分を否定するようなことさえ考えると、どうしても積極的に凛太に近づく気にはなれない。

　そんな中で、偶然、神様からの贈り物のように訪れた今日の時間。とてもドキドキして、身体が震えるほど楽しくて、何物にも代えがたい時間だった。

「これ以上のことは、望むべきじゃない……ですよね」

　ルカは自分に言い聞かせるようにそう呟いた。スマホの中の凛太は、何も言わずにただ微ほほ笑えんでいた。


[image: ]



　週明けの月曜日。四人の中で、ルカが一番遅く出勤してきた。

「おはようございます」

「おはよー、ルカたん」

「おはようルカ」

「おはよう、ルカちゃん」

　俺たち三人が挨拶を返すと、ルカは一人ひとりの顔を見て会え釈しゃくをした。律りち儀ぎなルカらしい。そんな中でも俺に顔を向けた時に、ほんの少し、いつもよりも嬉しそうな笑みを浮かべたような気がした。

　二人だけの秘密──

　一昨日おとといのルカのいたずらっぽい笑顔とその言葉が頭をよぎる。

　ちょっとドキドキしてきた。やばいぞ俺。

　二人だけの秘密と言ったって、それは単に『アニメ映画を観た』ってことなんだから。あんまり変な意識をするのはやめよう。それよりも仕事だ。そう、仕事仕事っ！

　そう自分に言い聞かせて、デスクに向かった。




　週明けの午前中というのは、休みの間に来ているメールの処理や所内の連絡事項のやり取りなども多い。バタバタしているうちにあっという間にお昼過ぎになった。

　近くの定食屋で昼食をとってオフィスに戻ったタイミングで、俺の社用携帯の着信音が鳴った。

　画面を見ると登録されていない番号だが、この地域の固定電話からかけられている。

「はい、リクアドの平ひら林ばやしです！」

『平林さん？　加賀谷製作所の氷ひ川かわです』

　思わず『凛りんさん!?』という言葉が口から漏れかけた。だけど周りには所長もほのかもいる。俺の口から女子の名前なんて飛び出したら、みんな目をひん剝むいて驚くだろう。だから努めて冷静にビジネスモードで返答した。

「あ、いつもお世話になります！」

『この前の件ですけど、早速ウチの社長に話をしました。それで、ぜひリクアドさんとお会いしたいと言ってるのですが……』

　電話の向こうの凛さんの声が、とても嬉しい事実を届けてくれた。

「ほっ、ホントですか！　ありがとうございます！」

　──やった！　加賀谷製作所の社長との面談が実現する。

『それで大変申し訳ないのですが、今日、今からお越しいただくことはできますか？』

「今から……ですか？」

『はい。急で申し訳ありません。これを逃すと一週間くらい、社長が時間を取れないんですよ』

「あ、わかりました。しばらくお待ちください」

　俺は神宮寺所長に簡単に事情を説明して、今から加賀谷製作所に訪問できるかを聞いた。

「大丈夫よ」

「わかりました」

　俺は凛さんに、今からお伺いしますと答えて電話を切った。

「じゃあ、行きましょう所長！」

「あ、うん」

　俺は神宮寺所長と二人で、急いでオフィスを飛び出した。
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　凛太と所長が慌てて出て行った後、急に静かになったオフィスに残されたほのかとルカ。ほのかは二人が出て行った扉を啞あ然ぜんと眺めて、ルカはそんなほのかの横顔を眺めていた。

　ほのかはクリっとした小豆色の目を見開いて立ちすくんでいる。なにかとんでもなく凄すごいものを目にした時の、魂が抜かれたような顔。

「加賀谷製作所の社長とアポが取れたって……ま、マジ？　ひらりんすっごい……」

「凛太先輩、カッコいいですね」

　ルカが横からそう言うと、ほのかは呆ぼう然ぜんと扉を眺めたまま言葉を返す。

「うん。そ、そうだね……」

「あ、ようやくほのか先輩も認めましたね。凛太先輩がカッコいいって」

「へっ……？」

　ほのかは急に我に返ってルカの方を振り向いた。顔の動きに少し遅れて栗くり色いろの髪がくるりと巻くように揺れる。思わず本音を漏らしたほのかはパニくる。

「あ、いや……な、なにを言ってるのかなぁルカたんは？　ひらりんがカッコいいなんて、ぜ〜んぜん、思ってないし」

「え？　そうなんですか？」

「そそそ、そうだよぉ」

「ふぅーん……」

「な……なにさ。その疑いの眼まな差ざしは？」

「別に……ほのか先輩の瞳、なんだかキラキラしてるなぁ……って」

「瞳がキラキラ？　そ、それはきっとまつ毛エクステのおかげでしょ」

　いえいえ、なにを言ってるんだか。この目の輝きは素敵なものを見た時のものですよねぇ──

　そう言いかけたものの、ほのかがあまりにワタワタと焦あせるのが面白すぎる。だからルカは突っ込まずにただクスリと笑みを漏らした。

「まあ、ほのか先輩がそう仰おっしゃるなら、それでいいですよ別に。ああやって一生懸命で、しかもちゃんと結果を出すところが、私はカッコいいって思いますから」

　一昨日も考えていたように、ルカはそんな自分の気持ちを凛太本人に伝える気はまったくない。けれども凛太の良さをなかなか認めようとしないほのかを見ると、ついそんなことを言ってしまう。

　──ほのか先輩も、ホントは凛太先輩をカッコいいって思ってるくせに。

　以前のほのかならともかく、今は絶対にそう思っていると確信している。言動から気持ちがダダ漏れだもん、とルカは心の中で苦笑する。

　なかなか思っていることを他人に言えないタイプのルカではあるが、あっけらかんとしたほのかの人柄のせいだろうか、本音に近いことも言えてしまう。そんなやり取りをできるほのかのことを、実はルカはありがたい存在だと思っている。

「ふぅーん。でもルカたん。そんなこと言ったって、やっぱ『憧れの先輩』の方がカッコいいんでしょ？」

「さあ……どうでしょうね？」

「えっ……？」

　ルカはクールな表情に少しだけフッと笑いを織り交ぜてそんな返答をした。少しほのかをからかうような含みのある笑顔。そして今までのルカからは考えられない返答。

　ほのかは驚きで、瞬間冷凍されたように固まった。

「え、え、え、え？　る、ルカたん……マジマジマジ？　だって今まで、どんなことを訊きいても『憧れの先輩を超える人はいない』って断言してたじゃん！」

「はい、そうですね」

「まさかルカたん。それって……ひらりんが憧れの先輩を超える存在だってことぉっ!?」

「いいえ。そんなことは思ってませんよ」

「そ……そうよねぇ。ああ、びっくりした」

　ほのかは豊かな胸の上に手のひらを添えて、ほっとしたような顔をする。

　──憧れの先輩を超える存在というか、凛太先輩はその憧れの先輩そのものなんですから。

　ルカは心中でそっと呟つぶやいた。

　それにしても、ほのかは驚いたりほっとしたり、リアクションのアップダウンが激しくて面白すぎる。

「ふふっ、ほのか先輩。そんなに驚かなくても」

「だってルカたんが、ひらりんのことを好きなんだとしたら……」

「え？」

「あ、いや、なんでもない、なんでもない」

　ほのかは急にあたふたと口をつぐんだ。頰が赤く染まっている。何を言おうとしたんだろうか。

　──ルカたんがひらりんを好きなんだとしたらびっくりする。

　ほのかの言おうとしたことがこれならば、別にわざわざ言葉を止める必要はない。ほのかじゃなくても麗れい華か所長であってもびっくりするだろう。

　だけどそれを慌てて取り消すということは……単にびっくりする、ということではなくて、なにか別の言葉がほのかの頭の中にあったのだろう。

　例えば──

『だってルカたんがひらりんのことを好きだとしたら私と恋こい敵がたきになる』とか？

　それはあくまで想像だけれども、その可能性も大いにある。でもこれ以上ほのかの本心を聞き出すのが怖くてルカは話題を変えた。

「あ、ところでほのか先輩。情報ゲットです」

「ジョー・ホーゲット？　誰それ？　聞いたことある気がする。あっ、アメリカの俳優だ！」

「えっ……？　いえ、あの……そうではなくて、凛太先輩の情報をゲットしました」

「はっ？　あ、あっそう……　ジョー・ホーゲットじゃなくて、情報ゲットね。そういやホーゲットなんて俳優いないなぁ、なに言ってんのあたし！　あはは」

　相変わらずほのか先輩はトリッキーな反応をするなぁ……と苦笑いを浮かべるが、実は凛太も同じ聞き間違いをしていたことなんて、もちろんルカには知る由よしもない。

「そうです。凛太先輩に彼女がいるかどうかという情報をゲットしました」

「ええっ、噓うそっ!?」

「噓じゃありません」

「ま、マジ……？」

「はい、マジもマジ。大マジです」

「もう、聞き出せたのっ!?」

「はい。たまたま凛太先輩と、そんな話になる流れがありまして」

「ふ……ふぅーん……やるじゃん、ルカたん」

　なぜかほのかは口を尖とがらせて涼しい表情を無理やり作っている。

　あたしはあんまり興味がないけどねぇ〜と言いたいのだろう。だけど小豆色の瞳がゆらゆらと揺れて動揺しているのが見え見え。しかもさりげなさを演出しようと口笛を吹くが、尖らせた唇の先からヒューヒューと音にならない息が漏れるだけ。まったくもって間抜けな姿なのだけど本人は全然自覚がない。

　そんなわざとらしい態度がルカにはおかしくて仕方がない。そしてついつい意地悪な口調になる。

「聞きたいですか、ほのか先輩？」

「べ、別にぃ……」

「あ、聞きたくないんですね」

「そ、そうだね」

「へぇ……」

「あ、別に聞きたいわけじゃないけどね。全然興味はないけど……前にも言ったように、同じ営業所の同期のことだから、色々知っとくべきだからね。聞いとくよ」

「ほのか先輩」

「えっ、なに？」

「その、いかにも聞いてあげるよ、という感じだと、私も話す気がなくなります」

　ホントは聞きたいのが見え見えなのに、誤魔化せていると信じ込んでいるほのかの態度がおかしすぎて、ルカのからかいはもう誰にも止められない。

「へっ？　あ、いや……ご、ごめんねルカたん。先輩だからって、ついつい偉そうに言っちゃったねぇ……あはは」

「聞きたいですか？」

「あ、いや……だから、別に……」

「聞きたいですか？」

「そんなことは……」

「聞きたいですか？」

「はい、聞きたいです……」

　眼鏡の奥から意地悪な視線を向けるルカに、ほのかはとうとうテクニカルノックアウト。目を閉じてこくんとうなずいた。

　そんな『はい、完敗ですぅぅぅ、偉そうに言って申し訳ございませんんん』って聞こえてきそうなほのかの態度に、ルカは今まで我慢していた笑いをとうとうこらえきれなくなってプッと吹き出した。

「な、なに、ルカたん？　笑って感じ悪いよぉ〜」

　ほのかは拗すねて口を尖らせる。でも本気で怒っている感じではなくて明らかな照れ隠し。

「笑ってすみません。さすが美人のほのか先輩のそんな表情は、とても可か愛わいいと思いまして、ほのぼのとしてました」

「あ、さすがルカたん。わかってるじゃん。じゃあ笑ったことは許す」

　ほのかの拗ねた顔が、もうニンマリ笑顔。つられてルカも笑顔になる。

「ありがとうございます。……で、凛太先輩の話ですけど、彼女はいないそうです」

「ふぅーん……そうなんだ。やっぱりね」

「やっぱり……って？」

「あ、いや別に。彼女はいないんだね、ってだけのこと。それ以上でもそれイカでもタコでもエビでもない」

　──タコでもエビでもないってなんなのか。ほのかの言うことはわけがわからない。

「あれ？　ほのか先輩、なんだか嬉うれしそうな顔をしてません？」

「いやいや、それはないから！　いくらルカたんでも、そんな冗談はやめてちょ！」

　ほのかは結構本気っぽくギロリと睨にらんだけど、そもそも本気で怒っているなら『やめてちょ』なんて言わないよねとルカは気づいている。

　ほのかが本気で凛太のことを好きなのかどうか、今の時点ではまだルカにはわからない。しかし、もしほのかが本気で凛太を好きなのだとしたら──

　ルカは不思議と、嫌な気持ちにはならなかった。

　自分が大好きなアイドルを、他の人も認めてくれたような嬉しさ。

　そんな気持ちに、ルカはなっていた。











【第８章：いざ、加賀谷製作所へ】
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　加か賀が谷や製作所には既に一度訪問しているので、もう俺にも道順がわかる。だから今回は俺の運転で行くことにした。

　助手席に神じん宮ぐう寺じ所長が乗り込む。隣に座る所長の長くてすらりと細い脚が目に入ってドキッとした。そう言えば、助手席にこんな綺き麗れいな女性を乗せて車を運転するなんて、生まれて初めてだなぁ……

　──いやいや。これから大事な商談に向かうのに、そんなことを考えている場合ではない。

　俺は加賀谷製作所に移動する車の中で、今回の経緯を説明した。

　ほのか担当の志し水みず物産の氷ひ川かわさんが、たまたま加賀谷製作所の社長秘書の妹さんだったということ。妹さんからお姉さんを紹介してもらい、直接会って話をしたこと。そして幸いにも、加賀谷社長に話を通していただけたということ。

　だけど氷川姉妹と会った日にルカと偶然会って映画やお茶したことは、もちろん国家機密並みのトップシークレットだ。二人だけの秘密だと約束したのだから。

「平ひら林ばやし君……たくさんの友達に連絡をしたり、休みの日にまで氷川さんに会ったり……ありがとう。今日の社長面談は、ホントに平林君のおかげね」

「あ、いえ。たまたま運が良かったです」

「ううん。そんなことない。平林君の情熱が実を結んだのよ」

　所長は感心したようにそう言ってくれた。そしてピリッと引き締めた声に変わる。

「さて……今日はいったい、どういう話になるか……ね」

「そうですね」

　凛りんさんがどこまで加賀谷社長に話してくれたのか、詳しいことはわからない。それに加賀谷社長がどういう趣旨で俺たちと会ってくれるのかもわからない。

「まあとにかくいつもどおり、当社の良さと私たちの熱意をアピールすることにしましょう」

「そうですね。がんばりましょう」

　俺と所長は改めて気を引き締めた。





＊＊＊






　加賀谷製作所を訪れると、社長秘書の凛さんが出迎えてくれた。私服の凛さんも美しかったけど、いかにも秘書と言った感じの黒いスーツ姿も素晴らしい。青いネックスカーフを首に巻いて黒っぽいブラウスっていうのも、かなりお洒しゃ落れな感じがする。モデルのように美しい神宮寺所長でさえも「綺麗な人ね」と俺の耳元で囁ささやいた。




　所長と俺は凛さんの案内で、受付から廊下を通って社長室へと通された。

　凛さんが重厚な木製ドアを開けると、そこは木目調の壁の部屋だった。床は長めの毛足のカーペット。部屋の中央には革製ソファに低めのテーブルという応接セット。さすが千人規模の企業の社長室。重厚で高級な雰囲気が漂っている。こんなところに訪問するのは初めてだからめちゃくちゃ緊張する。横に立つ所長もかなり緊張した面持ちだ。

　そして部屋に足を踏み入れ、奥に目をやると、大きなデスクが目に入った。高い背もたれの革製椅子に座っているのは、六十代半ばくらい、太い眉とギロリとした目が迫力の、まさに叩たたき上げの社長という感じの男性。

　──あれが加賀谷社長か。

　加賀谷製作所を一代で築き上げた男。

　威厳が溢あふれているし、はっきり言ってちょっと怖ぇ。あのチャラい専務の父親とは思えないな、あはは。

　加賀谷社長が、社長用デスクから立ち上がって近づいてくる。

「はじめまして。リクアドの志水営業所長をしております神宮寺です」

「平林です」

　俺たちは少しかしこまって挨拶をした。

「わざわざご足労をかけてすまなかったね。社長の加賀谷です」

　加賀谷社長の声は、低くて迫力がある。

　俺たちはお互いに名刺交換をして、向かい合って応援ソファに腰掛けた。

「加賀谷社長。この度は大変お忙しい中、貴重なお時間をくださいまして誠にありがとうございます」

　少し緊張した声ながら、さすがは神宮寺所長。こんな迫力のある社長を前にしても凛としている。いつもどおり背筋もピンとして、モデルのような美しいスタイルがより際きわ立だっている。

「神宮寺さん！」

「はっ、はい！」

　突然、加賀谷社長に低い声で名前を呼ばれて、さすがの所長も少し声が上ずった。

「まずはこの度の、ウチの専務の無礼な言動をお詫わび申し上げます！」

　加賀谷社長がいきなり両膝に手をついてガバッと頭を下げたものだから、俺も所長も度肝を抜かれた。

「えっ？　あ、いえ……」

　凛さんが加賀谷社長とどんな話をしたのかわからないので、こちらも滅多なことは言えない。所長も曖昧に返事するしかないだろう。

「秘書の氷川から話を聞いて、専務本人や総務課長の鈴木、それと他の社員にも、わたし自ら色々と聞き取りをしました」

「あ、はい……」

「仕事を餌に食事にお誘いするなんて、恥ずべき行動だ。大変申し訳ない」

　加賀谷社長は所長の目をしっかり見て、もう一度深々と頭を下げた。

　専務がしたことは、しっかりと社長に伝わっているんだ……

　しかも……凛さんからこの話が加賀谷社長に伝わったのは、早くても今朝のはず。それなのに、既に専務と鈴木課長のヒアリングまでやってるなんて。さすがは社長。動きがめっちゃ早い。横に座る神宮寺所長も驚いた顔をしている。

「社内のことは今後きちんとしかるべき対応をするので、お許しいただきたい」

「わかりました。私どもは別にことを荒立てる気はございませんので、それは加賀谷社長にお任せいたします。逆に加賀谷社長にはお気遣いをいただきまして、大変感謝いたします」

　今度は所長が深々と頭を下げた。それに合わせて俺も頭を深く下げる。

　加賀谷社長には本当に感謝だ。

「神宮寺さん、ありがとう。そう言っていただけたら助かるよ。今後ウチの専務が御社や神宮寺さんに決してご迷惑をおかけしないよう、社長のわたしが責任をもって対応しますから」

　専務が懲戒処分を受けるのか、それとも大した処分は受けないのかはわからない。それはあくまで加賀谷製作所さんの問題だ。でも加賀谷社長の潔いさぎよい詫びと、真摯な態度は確かに信頼できる。あとは加賀谷社長に任せるのがいいように思う。専務がどんな処分を受けるかよりも、神宮寺所長が専務から逆恨みされないことの方が大事だし。

「はい、ありがとうございます」

　隣に座る所長も同じような思いなのか、穏やかな表情で笑みを浮かべた。

「ところで神宮寺さん」

「はい」

「当社の新規プロジェクトへは、良い人材をご紹介いただけそうですかな？」

「あ、はい！　もちろんです」

　今の口ぶりだと、加賀谷社長はウチに人材紹介の依頼をくれそうだ。

　そう思って、俺はホッとした。

　──と安心したら、社長が神宮寺所長を真顔で見て、言葉をつないだ。

「しかし、一つだけ申し上げたい」

「なんでしょうか？」

「今回専務のことは本当に申し訳ないと思っている。でも、だからと言って、当社の基準に合わない人材を御社から採用することはできない」

「はい、もちろんです」

「今回の新規プロジェクトは当社にとっては極めて大事なんだ。だから詫びのために御社を優先して、基準に満たない人材を採用するなんてことはできないんだよ。わかってくれるかな、神宮寺さん？」

「はい、わかります。当たり前の話だと思います。私も、弊社を優先していただくなどということはまったく望んでおりません」

　所長が言うとおりだ。専務のことがあったからと言って、そんな無理をお願いなんかしたら、専務とやってることはあまり変わらない。

「そうか、ありがとう神宮寺さん。あんたは真面目でいい人だ。では今回の人材募集はすべて私が窓口になるから、紹介の方、しっかり頼みますよ」

「あ、はい！　ありがとうございます！」

　所長は笑顔を弾はじけさせて俺を向いた。少し猫目で厳しい所長の目尻が今は下がってる。本当に嬉うれしそうだ。俺も笑顔を返すと所長はコクンとうなずいた。

「それと……平林君」

「あ、はいっ！」

　うわっ。加賀谷社長の口からいきなり俺の名前が出てきてびっくりした！　こんな威厳のある太い声で呼ばれたら、誰でもビビる。

「君は、なかなかやる男のようだな」

　──へっ？　なにが……？

　なんでそんなふうに言われるのか、マジでわからない。だって加賀谷製作所さんの仕事は、俺はまだ何もしてないんだから。

「秘書の氷川君が言ってたよ。妹の友達ということだけじゃなくて、本当に信頼できる人ですよと」

「そ、そうなんですか？　それはありがたいです」

「あのいつも冷静で厳しい氷川君が絶賛する男なんて、そうはいないからなぁ。ワッハッハ」

　凛さんが俺を絶賛してくれた？　なんで？　大したことは何もしてないのに。

「まあとにかく。神宮寺さんも平林君も信頼できそうだ。これからもよろしく頼むよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　──良かった。ホントに良かった。

　ここに来る前には、当社の良さをアピールしようとか所長と言ってたけど。

　結局こちらからは、何もアピールも営業トークもしていない。だけど加賀谷社長は、俺たちに人材紹介を依頼してくれることになった。これはすべて凛さんのおかげだ。それと、加賀谷社長のお人柄が素晴らしいからだな。あのチャラい専務の父親とは思えないほどだよ、あはは。

　よし。オフィスに戻ったら、早速紹介人材のピックアップをしよう。

　──あ、しまった。こんなことなら、先に人材のピックアップをして、候補者の資料を持ってくればよかった……なんて後悔してたら、所長がビジネスバッグから大きな封筒を取り出した。

「加賀谷社長。ここに御社に紹介したい人材の資料が十名分ございます。ご覧いただけますか？」

「おお。助かるよ。見せてくれたまえ」

　──え？　ちゃんと……準備してきてる？　急に凛さんから電話が入って、バタバタと出てきたあのシチュエーションで？

　さすが神宮寺所長!!　できるオンナは違う！

　……って言うか、俺がやっぱりデキナイオトコってことだ。ああっ……反省だ。

「うん。なかなかいい人材だ。当社が求めている人材像をよくわかってくれてるね、神宮寺所長」

「はい。ありがとうございます」

　加賀谷社長は十名分の資料を見て、全員が書類選考合格だと言ってくれた。一人残らず面接をしてくれるらしい。

「面接の日程は、あとで秘書の氷川君から連絡を入れさせるから、スケジュール調整をしてくれるかな」

「はい、加賀谷社長。かしこまりました」

　神宮寺所長は爽やかに、ニコリと笑った。加賀谷社長も満足げな笑顔を返している。

　──いや、ほんとカッコいいよ神宮寺所長。

　俺は素直にそう思った。




　俺たちは和やかな雰囲気の中で面談を終え、社長に丁寧にお礼を述べて社長室を辞した。

　所長と二人で廊下を歩き受付の横を通りかかると、そこには凛さんが居た。

「あら、平林さん。いかがでしたか？」

「ありがとうございます凛さん。おかげさまで、人材紹介をさせていただけることになりました」

「それは良かったです。さすが平林さんです」

　凛さんはクールな顔つきを少しだけ崩して、ホッとした笑顔を見せた。

　この人は俺たちの話が上手うまくいくかどうか心配してくれていたんだ。美人なうえに気配りができて、ホントにいい人だな、凛さん。

「いえいえ、とんでもない！　全部凛さんのおかげです！」

「そんなことはありませんよ。平林さんと神宮寺所長のお力です」

「いえいえ、そんなことはありませんって。これは凛さんの……」

「コホンコホン。あの、ちょっといいかな平林君？」

　咳せき払ばらいをして神宮寺所長が割って入ってきた。苦笑いを浮かべている。

　──しまった。

　俺と凛さんのアホみたいなやり取りに、このままではエンドレスだと所長は呆あきれたに違いない。

　凛さんも同じように思ったのか、きゅっと表情を引き締めて、素早くかしこまった顔を作る。所長が凛さんに話しかけた。

「あのう、氷川さん」

「はい」

「ご紹介した人材の面接の日時など、調整は氷川さんとするようにという加賀谷社長のお言葉ですので、よろしくお願いいたします」

「はい。かしこまりました。ではまた、ご連絡いたします」

「よろしくお願いいたします」

　俺と神宮寺所長は会え釈しゃくをして、凛さんの見送りを背に、加賀谷製作所の社屋を後にした。




　帰りの車の中で、俺は運転をしながら神宮寺所長に話しかけた。

「さすが所長ですね！　俺なんか、候補人材の資料を準備するのをすっかり忘れてました」

「所長として、まあこれくらいはやらないとね。念のために、加賀谷製作所の要望にぴったりな人材をピックアップしてね、紹介をできるようになればこの会社に応募する意思があるかどうか、候補者に意思を確かめておいたのよ」

「そ、そこまで事前準備をしてたんですか？」

「そうよ」

「うっわ、やっぱり凄すごいですね、所長！　いやホント、尊敬します」

「こらこら平林君。大げさにお世辞を言わなくていいわよ」

「いえっ！　お世辞じゃありません。本気の本気でそう思ってます!!」

　そう。俺はおべんちゃらなんて言わない。

「そ……そうなの？」

「はい！」

「こらこら平林君。あんまり褒められると……照れるじゃない」

　クールで仕事ができて自信満々タイプの所長が、仕事のことで褒められて照れる？　いやいやまさかな。口でそう言ってるだけだろ。

　──と思ってチラッと助手席を見たら、所長は本当に、かなり照れくさそうな顔をしている。頰が真っ赤だ。

　いつもはきりっとしてる美人が照れた顔は、なんでこんなに可か愛わいいんだ？

　こういうのを世間では反則技と言うのですよ所長。

「あ、平林君。今回はホントに君のおかげよ。加賀谷社長とのセッティングは平林君が全部やってくれたんだから」

「あ、いえ。社長とのアポイントが取れたのは、ホントにたまたまのラッキーです」

「ラッキー……そうかな？」

「そうですよ」

「単なるラッキーじゃない……私はそう思うけどね」

「そうですか？」

　加賀谷社長と会えるように、まあ確かに俺も一生懸命にはがんばった。だけど面会が実現したのは、たまたま蘭らんさんと凛さんが凄く親切でいい人だったからだよなぁ。同級生の中なか島じまも親切に加賀谷製作所のことを教えてくれたし。

　エーディネット社の平ひら松まつ部長もそうだけど、たまたま出会った人がみんな凄くいい人で、俺って人に恵まれてる。これをラッキーと呼ばずして、なんと呼べばいいのか。

「そう言えば平林君。あなた、社長秘書の氷川さんとは一度会ってるだけよね？」

「はい、そうです」

「ホント？」

「ホントですよ」

　──ん？　何を疑ってるんだろう。

「それにしては、やけに親し気だなと思って」

「そうですか？」

「そうよ。平林君は氷川さんのことを凛さんなんて呼んでるし」

　──あ、そっか。さっき電話の時は、ほのかや所長に違和感を感じさせないために、氷川さんって呼んだけど。ここに来る時に所長には氷川姉妹の話をしたから、まあいいかと思って名前で呼んだ。

「あれは、氷川さん姉妹お二人と同時に会ったから、両方氷川さんじゃややこしいということになったからですよ」

「それはわかるけどね。でもそういう形式的なことだけじゃなくて、平林君に対する氷川さんの態度も親しみを感じているように見えたわ」

「そうですね。氷川さんってクールで厳しそうに見えて、実は凄く親切で優しい人なんですよ。だからそう見えるんですよ」

「ふぅん……」

「え？　なんですか？　まさか所長、俺が氷川さんに手を出しているとか思ってるんですか？　あんな美人に？　俺が？　あはは、相手にされませんよ」

　チラリと所長を見ると、腕組みをして、納得いかないような目つきで俺を睨にらんでいる。

「平林君が氷川さんに手を出しているなんて思ってないわ。いえ、そうじゃなくてね。なんていうか……」

　──ん？　なんだろ？

　そんなマジな顔で何を言われるのか、ちょっと怖いじゃないか。

「単なるラッキーじゃなくて、平林君って、周りの人に協力しようっていう気にさせるものを持ってるのよねぇ」

「え？　そうですか？　別にそんなことはないと思いますけど……」

「そんなことあるわよ。平林君はなんにでも……自分のことじゃないことでも一生懸命だし、誠実だし」

　まあ、それは俺も心掛けていることだし、そう言ってもらえるのは嬉うれしい。

「それに平林君って、優しい笑顔をしてるでしょ。なんか、協力してあげたいなって気持ちにさせるわけよ、その笑顔が」

「えっ……？　そんなことを言われたの、初めてですよ」

「そうなの？」

「はい」

「私の周りって、学生時代からそうなんだけど、学力とか能力とか、そういうもので競い合ってるような人ばっかりだったから、平林君みたいな誠意と熱意と笑顔が素晴らしい人と接するのほとんどなかったのよ」

　神宮寺所長は真顔でそう言った。

　でも俺みたいなタイプって、どこにでもいるよな。特に珍しいタイプとは思えないけど。

　熱意と笑顔が素晴らしい人だなんて言って、いくらなんでも俺を持ち上げすぎだろ。

「所長。……そんなに持ち上げても、何も奢おごりませんよ」

「こらこら、平林君。そういう定型的なボケは求めてないわ」

「あ、すみません」

　極めて真面目に、冗談をピシャリと否定された。ちょっと悲しい。

　神宮寺所長って頭も良さそうだし、三流大出の俺と違って、きっと一流の大学を出てるんだろう。そういう世界で過ごして来たら、確かに頭の良さや能力で勝負しようって人が多いのかもしれない。逆に俺は頭も悪いし、何か特別なスキルがあるわけでもない。だから一生懸命さと誠意でぶつかっていくしかないんだよなぁ。

「平林君。あなたって……」

「え？」

「なんだか不思議な人ね」

「俺って……不思議ちゃん……ですか？」

　俺は自分で自分のことを、不思議ちゃんだなんて思ったことはない。所長から見たらそう見えるのかな？

　なんて考えていたら、所長はプッと吹き出した。

「いえ、だから、そうじゃなくて。何か人を惹ひきつける、不思議なものを持ってるなぁ、ってこと」

「あ……ありがとうございます」

　いやいや。優秀で超美人の神宮寺所長にこんなことを言われるなんて、背中がくすぐったすぎる。俺を持ち上げるにもほどがあるぞ。

「所長。ホントに……何も奢りませんよ？」

「わかってるわよ。逆に加賀谷製作所の話が上手うまくいったお礼も兼ねて、祝勝会をしましょう。私が奢るわ」

「えっ？　いや、俺は仕事でやっただけだから、お礼なんてとんでもないですよ！」

「いいから平林君。お礼をさせて。だって専務の誘いに乗らなかったのも平林君のおかげだし、加賀谷社長と会えたのも君のおかげ。このまま部下に頼りっきりじゃ、私自身が納得できないもの。せめてお礼ぐらいさせてよ」

　もしかしたら、俺は──神宮寺所長のプライドをいたく傷つけてしまったんだろうか……？

　心配になって所長の顔を見たら──あれ？　そうじゃなくてニコニコ笑ってる。ホントにお礼をしたいと思ってくれているようでホッとした。

　まあ、上司に奢ってもらう飲み会なんて世間では普通にあることだし、今回はありがたくお世話になるか。

「わかりました。ありがとうございます。ご馳ち走そうになります」

「はい、素直でよろしい。じゃあ今夜行くよ？」

「あ、はい。わかりました」

　ところで。

　凛さんにも『素直でよろしい』ってセリフを言われたな。

　俺って年上の女性から、子供っぽく見られているんだろうか……？
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　オフィスに戻って、加賀谷社長から人材紹介の依頼を受けたことを、神宮寺所長がほのかとルカに伝えた。そのとたん、ほのかは満面の笑みでガッツポーズ。弾はじけるような笑顔を見せたら、くりっとした目とかこぢんまりとした顔とか小柄な身体からだつきも相まって、ほのかってやっぱりアイドルみたいに可愛い。

「やったぁー！　さっすが麗れい華か所長ぉっ！」

　弾けるような声でそう言ったあと、ほのかはなぜか小声になって俺を見た。

「……と、ひらりん」

「くぉらっ！　なんで、そこ小声なんだよっ!?」

「えっと……なんとなく」

「まあいいよ、別に」

　俺はちょっと不機嫌な顔と声を作った。もちろんそれは演技で、別に本気で気を悪くはしていない。所長にも言ったとおり、これは俺の力というよりも蘭さんや凛さん、そして加賀谷社長とか、みなさんがいい人だったからだ。俺が偉そうに『さすが』と言われるべきものではない。

「まあまあ凛りん太た先輩。私は凛太先輩の努力と熱意のおかげだって思っていますからね」

　横からルカが、俺をなぐさめるように声をかけてくれた。そしてニコリと笑いかけてくれる。ルカはまさに氷川姉妹と話をした現場に出くわしたのだから、『私はちゃんとわかってますよ』と俺に伝えようとしてくれているのだろう。

　ホントに先輩想おもいの優しい後輩だ。その心配りに心がほっこりする。

　俺は「ありがとう」というお礼の言葉に添えて、心配りがわかってるよという意味で、ルカにだけ見える角度でウインクを返した。

「え……？　あ、えっと……」

　ルカは急におたおたした態度になって、顔から火が噴き出しそうなくらい真っ赤になった。

　しまった……ウインクなんてキザすぎた。こんな恥ずかしいことをしなけりゃよかった。

「どうしたのルカちゃん？」

「あ、いえ、なんでもないです、麗華所長……」

　ルカは指で前髪を引っ張って、顔を隠して誤魔化している。そんなルカを少し不思議そうな顔で見ていた所長だったが、ふと思い出したようにみんなに言った。

「そうそう。まだ人材紹介が成立したわけじゃないけどね。平林君の大活躍で加賀谷製作所との話が上手くいったから、今夜は祝勝会をしようって話になったのよ。ほのちゃんとルカちゃんも一緒にどう？」

「あ、いいですね。ぜひ行きましょう」

「だね。加賀谷製作所さんの話が上手くいったんだから、ひらりんからみんなに奢ってもらおう！　ごちそうさまぁ〜！」

　なぜかほのかは笑顔でガッツポーズをしている。

「おいおい、なんで俺の奢りなんだよ！　普通は逆だろ」

「いいのよ、ひらりんの奢りで」

「だからなんでっ!?」

「だって……ひらりんだからっ！」

「なんじゃ、それっ!?」

　神宮寺所長とルカも、俺とほのかのやり取りを見て大爆笑している。まあでも、営業所のみんながこんなに楽しそうでホントに良かった。

　そんなほっこりとした思いを胸に抱えて、祝勝会のためにみんなで居酒屋へと向かった。











【エピローグ：祝勝会。そしてこれからの志水営業所は……どうなる？】
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　祝勝会は和気あいあいと盛り上がっている。ほのかもルカも、そして凛りん太たもものすごく楽しそうな顔をしている。そんな三人を微ほほ笑えましく眺めながら、麗れい華かは好物のチューハイをごくりと喉に流し込む。いつものようにモデルさながらに凛りんとして、酒を嗜たしなむ姿も美しい。

　──それにしても平ひら林ばやし君って……と麗華は考える。

　第一印象は、優しくて熱心だけど、そんなに頼りになるとは思わなかった。だけどこの営業所の危機を救ったのは、間違いなく平林君よね。

　麗華は誰にも言わなかったが、今期の業績も右肩下がりならば、志し水みず営業所は閉鎖の危機に晒さらされるところだった。だからこそ麗華は自分の身を張ってまでも、加か賀が谷や製作所の仕事を取りに行こうとしたのだ。だけど加賀谷製作所の専務との会食は凛太に止められた。麗華のプライバシーを売ることはないとまで凛太は言ってくれた。

　──あの時の平林君は、ホントに男らしくて頼りがいがあったよね。

　そして麗華の迂う闊かつな行動を止めるだけでなく、自ら動いて大きな受注に道筋をつけてくれたのだ。

　そんないつも熱心で誠実な凛太を、とても信頼できる人だと麗華は思う。年下だし部下ではあるけれど、そんなことは関係なく素敵な人物だ。こんな男性には今まで出会ったことがない、とすら感じる。

「神じん宮ぐう寺じ所長、飲んでますか？」

　ぼんやりと考え込む麗華を気遣って、凛太が突然声をかけてきた。

「えっ……？　あ、うん。飲んでるわよ」

「そうっすか。じゃあ乾杯しましょう」

「そうね。平林君が志水営業所に来てくれて、ホントによかったわ。ありがとう」

「俺もこの営業所に来れてよかったです。ホントに尊敬できる素敵な所長に出会えましたし」

「ふぁっ……？　こらこら平林君。上司をからかわないの！」

「からかってなんかいませんよ。はい、かんぱーい！」

「はい、乾杯。これからもよろしくね」

「はい」

　屈託のない笑いを浮かべる凛太に、麗華もニコリと美しい笑みを返した。

　──所長とひらりん、なんかいい感じじゃない？　むうう、なんかよくわかんないけどちょっとムカつくぅ。

　ほのかは麗華と凛太が乾杯をする姿を見て、自分でもよくわからないイラつきを感じる。

「ねえひらりん！　こんどはあたしと乾杯しよーよ！　ひらりんのまぐれの成功を、あたしが祝ってあげるからさ！」

「はぁ？　なにがまぐれだ？」

「でもさっきひらりんは、周りの人のおかげだって言ってたよね？」

「ああ、言った。本気でそう思ってるよ。だけどほのかに言われると、なぜか無性に反論したくなる」

「なんでよ？　それってひどくない？」

　ほのかはアイドルのような可か愛わいい顔で、頰をぷっくりと膨らませる。少し幼く見えるそんな表情もやっぱり滅法可愛い。

「すまんすまん。悪かったよほのか」

「まあひらりんに免じて、今回は許してしんぜよう」

「なんだよそれ、あはは」

「なんだろねぇ、あはは」

　最初に出会った時は『イケメンじゃないから』なんて言って、凛太と距離を置こうとしていたのが噓うそみたいだ。今ではほのかはとても凛太を信頼し、そして一緒にいて楽しいと感じている。

　イケメンじゃない男性にトラウマがあって、うまくコミュニケーションを取れなかった自分なのに。問題なくコミュニケーションを取れるどころか、凛太と接することをとても楽しいと思う自分がいる。ほのかは凛太の顔を見ながら、改めてそんなふうに思った。

「凛太先輩。じゃあ私も乾杯お願いできますか？」

　ほのかと凛太の乾杯を見て、クールな正統派美少女のルカもおねだりする。

「ああ、もちろん。ルカにはいつも感謝してるよ。ありがとう」

「いえいえ。私の方こそ凛太先輩には感謝しかありません」

「そっかありがとう」

　そして凛太は、他の二人には聞こえないように声をひそめる。

「同じ趣味の仲間としてもよろしくね」

「きゃん……」

「えっ？」

「あ、いえ。失礼しました。お酒のせいでしゃっくりが出ました」

「あ、そっか」

　もちろん噓だ。凛太が顔を近づけて囁ささやくもんだから、ついつい可愛い悲鳴を上げてしまった。ルカは顔が熱くなる。

　普段から心に決めているように、自分の想いを凛太に伝えるつもりはない。いや、伝えてはいけないと思っている。だけど想いがどんどん膨らむのも自分でわかっている。

　ルカは麗華とほのかに視線を向けた。この二人のためにも、やっぱり私は気持ちを秘めたままにしないといけないと思う。でもさっき、麗華やほのかが凛太と仲良くしているのを目にして、嫉妬の炎が揺れる自分がいることも自覚している。

　──私、どうしたらいいのかな……




　そんな美女三人が見つめる視線の先にいるのは、平林凛太その人。

　酔いが回ってきた凛太はそんな三人の熱い視線に気づくこともなく、ただただ熱心に日々働き、みんなのためにがんばろうと改めて決意した。

「麗華所長！」

「あ、はい？」

「ほのかっ！」

「んん？　なに？」

「ルカ！」

「はい、なんでしょう？」

「俺はみんなに出会えてホントに良かったです！　これからもよろしくお願いしまーす！」

「「「はいっ、こちらこそよろしく」」」

　美女三人は、思わず声を揃そろえて凛太に返事をした。

　──このメンバーなら、みんな仲良くうまくいけそうだ。ホントに良かった。

　凛太は三人を見回して安心した。





＊＊＊






「あ、すみません。トイレに行ってきます」




　そろそろお開きが近づいた頃、ルカがそう言って席を立った。

　少ししてから凛太もトイレに行きたくなった。確かこの店は男女別のトイレだったよなと、凛太も席を立つ。店の奥に行くと廊下の左右にトイレの扉がある。右側が男子だと確認して中に入った。

　用を済ませて廊下に出てくると、女子トイレの方からなにやら声が漏れ聞こえた。

「あ〜っ、あ〜っ」

　悩んでる時の声というのか、悶もん絶ぜつしてるというのか、そんな感じの女性の声がかすかに聞こえる。ルカの声に似てるなと、凛太は立ち止まった。

「凛太先輩……大好きです」

　──え？　俺？

　自分の名前を呼ぶということはやっぱりルカなのか？　え？　どういうこと？

　凛太が立ちすくんでいると、女子トイレから出てきたルカとばったりと顔を合わせてしまった。凛太の姿に気づいてぎょっとするルカ。

「あ、り……凛太先輩っ!?　あの……えっと」

　凛太の顔を見てあわあわと焦あせる。

　──さっきの声を聞かれちゃった……？

　そう思うとルカは頭の中がパニックになって、ただ呆ぼう然ぜんと凛太の顔を見つめるしかできない。

「おっ、ルカ。こ、こんなとこで何してんだ？」

　トイレから出てきたのだから、何をしてたのか聞くまでもない。ルカのセリフがあまりに衝撃的過ぎて、傍はたから見たら超絶間抜けなセリフを吐いたまま、凛太も固まってしまった。

　凛太もルカもしばらくフリーズしたまま見つめ合っていると、凍り付いた空気を切り開くような声が突然響いた。

「ルカた〜ん、ひらり〜ん。そろそろお開きにするって所長が言ってるよぉ」

　凛太とルカが振り返ると、すっかりできあがって真っ赤なほのかの笑顔。ほのかは立ちすくんでいる凛太とルカの間にするりと入って、右腕でルカ、左腕で凛太と腕を組んできた。

「さ、行こっか！」

　すっかり酔っているほのかは凛太とルカのぎこちない空気に気づくこともなく、腕を組んだまま席の方まで二人を引っ張っていく。




[image: ]

「じゃあ締めの乾杯をしましょう。みんな、これからも仲良くやっていきましょうね！」

　凛太たちが席に戻ると、何も知らない麗華が満面の笑みでグラスを掲げた。ほのかも楽しげに高々とグラスを挙げて「ふわぁーい！」と答えた。ルカもまるで何ごともなかったように笑みを浮かべている。

　そして凛太は──さっきのできごとに戸惑いながらも、笑みを浮かべてグラスを掲げた。

　──大丈夫だよな。このメンバーなら、みんな仲良くうまくやっていける……よな？

　凛太は三人を見回し、改めて自分にそう言い聞かせた。











あとがき






　はじめまして。そしてＷＥＢ小説で応援いただいている読者の皆様は、また会えましたね。波は瀾らん紡つむぐです。めちゃくちゃ多い字じ画かく数で、しかも読みにくい名前ですみません。この機会に名前だけでも覚えて帰ってください（お笑い芸人ちゃう）。

　この度は本作を手に取っていただき、感謝感謝感謝感謝……何度言っても足りないくらい感謝です。




　本作はライトノベルでは割と珍しい社会人同士のラブコメです。元々ＷＥＢ小説として公開していたものを、ファンタジア文庫編集・小林さんに見み出いだしていただき、書籍化の打診をいただきました。

　その際に小林さんは、本作の書籍化の狙いをこうおっしゃいました。

「お仕事ラブコメという、ライトノベル全体を見ても非常に珍しい作品ですので、職場という世界でのラブコメの面白さを期待するとともに、仕事の楽しさを『働いている人』だけでなく『これから働く人』にもぜひ届けたいのです」




　この「ぜひ届けたい」という言葉が、僕の胸に突き刺さりました。

「熱いよな、この人！」

　そう感じました。

　この言葉で、僕は「この編集者さんとぜひ一緒に仕事をしたい」と思ったのです。




　小林さんは、物語をより魅力的にするためのアイデアも出してくださり、僕と二人三脚で本作を創り上げてくださいました。

　そして創り上げた物語に、息を吹き込んでくださったのが、イラストレーターのｊｏｎｓｕｎさんです。大人の世界の物語にふさわしいエロティシズムにあふれた素敵なイラストのおかげで、登場人物たちがより一層魅力を増まし、そして躍動していると思います。




　ＷＥＢ小説で応援してくださった読者の方々も含め、関わってくださった皆さまのおかげで本作は世に出ることができました。ありがとうございます。そしてあなたという素晴らしい読者に出会えた本作は幸せです。




　当初、編集さんと僕が誓い合った「職場という世界でのラブコメの面白さ」「仕事の楽しさ」は、あなたに届きましたでしょうか？　届いたのであれば無む上じょうの喜びです。




　できればさらにこの続きをお届けできればと思っています。皆さんも、ぜひｊｏｎｓｕｎさんの素敵なイラストをもっと見たいと思うでしょ？　思うよね？（笑）

　そのためにも、ぜひツイッターなどのＳＮＳや書籍購入サイトで、感想などを上げていただけると力になりますので大変嬉うれしいです。




　それではまたあなたにお会いできますことを。





波瀾 紡





















実じつは同おなじ職しょく場ばにあなたを好すきな人ひとがいます




転てん勤きん先さきは美び女じょだけの営えい業ぎょう所しょ!?
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